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定価1080円（税込）お求めはお近くの書店で

［特集］

音楽になった

イエス・キリスト
ハロウィーンが終わったと思ったら、もうクリスマスの飾り付けを見るようになりました。

クリスマスはキリストのミサ、キリストの誕生（降誕）を祝うRで、キリストが生まれた日では

ありません。今年は12月1日から始まる降臨節、降誕祭、受難節、復活祭、 5月31Rの聖霊

降臨祭まで、キリスト教社会ではイエス・

キリストの生涯、教えに向き合う季節

が続きます。キリスト教とその文化の理

解が深まれば、クラシック音楽の地平

が広がります。バッハの受難!illやヘンデ

ルのオラトリオ 「メサイア」、ミサIll!など

様々な教会音楽を特集します。

II 

レオナルド・ダ・ヴィンチが描いた「最後の晩餐」(1495-98年）

edito『・snote 
1814~15年のウィーン会議。敗戦国
フランスの臨時政府代表のタレーラン

は、各国の利害対立に乗じて母国の国

益をよく守り、戦勝国代表のメッテルニヒ

らと堂々と渡り合ったと言われています。

もう一つ、この時彼は、フランスの文

化的優位を示すために、とっておきの

“武器＂を用意していました 。当時30

歳を迎えたばかりの天才シェフ、アント

ナン・カレームをウィーンに同行させ、

夕食会で各国首脳に飛び切りの美食

を提供、度肝を抜いたのでした。

その後、カレームは英国のジョージ4

世、ロシア皇帝アレクサンダー1世、オ
ーストリア皇帝フランツ1世らに仕え、

「王様のシェフ、シェフの王様」と呼ば

れるまでになります。

つい十数年ほど前まで青山に「ジョ

エル」というフレンチ・レストランがありま

した。昨年亡くなったボキューズの愛弟

子ジョエル・ブリュアンが取り仕切り、日

本風にアレンジしない‘‘本物の"フラン

ス料理を饗していました。そして季節ごと

に様々な特集を組んで、ある時など、カ

レームがシャルル10世の宮廷で作った

レシピを再現する試みに挑んだことも。

もちろん、今は手に入らない食材も

あって、全くそのままというわけにはい

きませんが、百数十年前の宮廷料理の

輪郭は理解できました。今日のフランス

料理（に限りませんが）の健康志向と

は無縁の、実に力強い （味わいの濃い）

皿の数々でした。デザートの大皿のグ

ラース（アイスクリーム）などはとても食

ベ切れず、 遂にリタイア•• •。
同時代の大美食家、口yシーニらと

も親交があったカレーム。いやはや、当

時の欧州の天才たちの仕事には、淵る

“力”を感じます。 寺田俊也
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当時再評価され、クラシック

の究極的な理想とされた

ジョアキーノ・ロッシーニ
(1792-1868) 
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ヴ
ェ
ン
は
ウ
ィ
ー
ン
会
議
後
の
1
8
1
5
年
頃

か
ら
後
期
様
式
に
入
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
様
式
の
変
化
に
は
ど
の
よ
う
な
背
景
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

■

ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
創
作
の
転
換

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
創
作
に
は
い
く
つ
か
の

転
換
期
が
あ
る
。
ボ
ン
時
代
の
1
7
8
5
年
頃

は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
模
範
と
し
た
作
品
を
書
い

て
い
た
が
、
ボ
ン
時
代
の
末
の

1
7
9
0
年
頃

に
な
る
と
2
曲
の
カ
ン
タ
ー
タ
、
「
ヨ
ー
ゼ
フ
2

世
葬
送
カ
ン
タ
ー
タ
」

(
W
o
0
8
7
)
と
「
レ

オ
ポ
ル
ト
2
世
戴
冠
式
カ
ン
タ
ー
タ
」

(
W
o
o

88)
で
は
そ
の
作
風
を
大
き
く
変
貌
さ
せ
て
い

る。
1
7
9
2
年
に
ウ
ィ
ー
ン
に
移
り
住
み
、
リ

ヒ
ノ
フ
ス
キ
ー
侯
爵
に
献
呈
し
た
「
ピ
ア
ノ

三
重
奏
曲
」
（
作
品

l
)

の
と
く
に
第

3
番

は
、
は
っ
き
り
と
そ
の
後
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

を
予
感
さ
せ
る
作
風
が
確
立
し
て
い
る
。
そ
の

後、

1
8
0
0
年
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
創
作
の

書
法
の
受
容
が
あ
げ
ら
れ
る
。
実
際
、
こ
の
後

期
様
式
か
ら
フ
ー
ガ
や
模
倣
対
位
法
が
好
ん
で

用
い
ら
れ
る
の
は
よ
く
指
摘
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、

19
世
紀
前
期
に
お
い
て
バ
ッ
ハ

様
式
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
バ
ッ
ハ
受
容
と
対
照
を
な
す
の

が
こ
の
時
期
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
を
席
巻
し
た
ロ
ッ

シ
ー
ニ
旋
風
で
あ
る
。
大
衆
文
化
の
到
来
を

象
徴
す
る
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
軽
妙
な
音
楽
に
対
し

て
、
こ
の
頃
か
ら
再
評
価
が
始
ま
っ
た
バ
ッ
ハ

は、

19
世
紀
前
期
の
2
つ
の
価
値
観
を
象
徴
し

て
い
る
。
バ
ッ
ハ
は
そ
の
後
の
来
る
べ
き
メ
ン

デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
や
プ
ラ
ー
ム
ス
の
音
楽
が
生
み

出
す
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
も
っ
と
も
究
極
的
な
理
想

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
は
オ
ペ

レ
ッ
タ
に
代
表
さ
れ
る
庶
民
の
音
楽
の
典
型
と

な
っ
て
い
く
。

後
期
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
な
に
ゆ
え
に

バ
ッ
ハ
の
様
式
に
深
く
傾
倒
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
28
番
や
第
29
番
「
ハ

ン
マ
ー
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
」
な
ど
の
書
法
を
見
る

と
、
決
し
て
バ
ッ
ハ
の
書
法
そ
の
も
の
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
彼
は
過
去
に
立
ち
返
る
こ
と
に

よ
っ
て
ハ
イ
ド
ン
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
以
来
の
そ

れ
ま
で
の
伝
統
的
な
音
楽
か
ら
自
由
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

■

歴
史
を
越
え
た
音
楽
を
目
指
し
て

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
ミ
サ
・
ソ
レ
ム
ニ
ス
」

（
作
品
1
2
3
)
の
自
筆
譜
や
会
話
帳
に
は
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
過
去
の
音
楽
を
ど
の
よ
う
に
向

か
い
合
っ
て
い
た
の
か
を
示
す
多
く
の
書
き
込

み
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
8
1
8
年
の
会
話
帳
に
は
「
D
o
r
」
と
記

し
て
ド
リ
ア
旋
法
の
音
階
が
記
さ
れ
、

19
年
11

転
換
期
に
人
り
、
交
響
曲
第
3
番
で
い
わ
ゆ
る

「
英
雄
様
式
」
が
確
立
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
「
英
雄
様
式
」
が
意
味
す
る
も
の
は
必
ず
し

も
一
様
で
は
な
く
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
絶
え
ざ

る
自
己
革
新
を
努
め
て
い
た
。
そ
れ
を
よ
く
象

徴
す
る
の
が
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
21
番
「
ワ
ル

ト
シ
ュ
タ
イ
ン
」
（
作
品
53)
と
第
23
番
「
熱
情
」

（
作
品
57)
で
あ
る
。
こ
の

2
作
は
連
続
し
て

語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
作
風
は
ま
っ

た
く
異
な
る
。

そ
し
て
交
響
曲
第
5
番
や
第
6
番
、
「
合
唱

幻
想
曲
」
が
初
演
さ
れ
た
1
8
0
8
年
が
次
に

節
目
に
当
た
る
。
古
典
的
な
書
法
の
総
括
と

新
し
い
ロ
マ
ン
主
義
的
な
創
作
の
始
ま
り
を
表

現
し
た
1
8
0
8
年
12
月
22
日
の
こ
の
演
奏
会

は、

音
楽
史
に
お
け
る
重
要
な
転
換
点
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。

そ
し
て

1
8
1
0
年
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
寡
作
と
な
る
。
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
が
大
き
な
創
作
の
転
換
を
示
す
の
が
15

年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
15
年
か
ら

16
年
に
か
け
て
の
「
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
28
番」

（
作
品
1
0
l
)
と
「
チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
」
第
4

番
と
第
5
番
（
作
品
1
0
2
)
が
作
曲
さ
れ
る

ま
で
の
時
期
に
つ
い
て
、

「ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

長
い
ト
ン
ネ
ル
に
入
っ
た
」
と
形
容
さ
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
の
解
釈
に
対
し
て
、
交
響
曲
第

月
の
会
話
帳
に
は

16
世
紀
の
音
楽
理
論
家
の

グ
ラ
レ
ア
ー
ヌ
ス
の
「
ド
デ
カ
コ
ル
ド
ン
」
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
「
ミ
サ
・
ソ
レ

ム
ニ
ス
」
に
関
す
る
ス
ケ
ッ
チ
帳
に
は
「
『ク
レ

ド
』
の

『ク
ル
シ
フ
ィ
ク
ス
』
の

『非
ら
れ
た

s
e
p
u
l
t
u
s
』
は
歴
史
的
に
古
い
音
階
で
」
と
記

さ
れ
、
ま
た
「
ク
レ
ド
」
の
「
エ
ト
・
イ
ン
カ
ル
ナ
ー

ト
ゥ
ス
」
で
も
ド
リ
ア
旋
法
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
グ
レ
ゴ
リ
オ

聖
歌
を
も
研
究
し
て
お
り
、
こ
の
作
品
で
用
い

ら
れ
る
朗
唱
風
の
表
現
は
そ
の
反
映
で
あ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
過
去
へ
の
関
心
は
バ
ッ

ハ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
世
や
ル
ネ
サ
ン
ス
音
楽

ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
彼
は
あ
る
意
味
で
歴
史
を
越
え
よ
う
と

し
て
い
た
と
も
言
え
る
。
彼
は
同
時
代
の
大
衆

的
な
軽
妙
な
音
楽
か
ら
超
越
す
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ま
で
の
古
典
派
の
伝
統
を
も
乗
り
越
え
、

も
っ
と
高
い
ま
な
ざ
し
で
歴
史
を
見
て
い
た
。

「
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
32
番
」
（
作
品
l
l
1
)

の
第
2
楽
章
の
天
上
的
な
世
界
や
、
「
デ
ィ
ア

ベ
ッ
リ
変
奏
曲
」
（
作
品
1
2
0
)
に
登
場
す
る
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
オ
ペ
ラ
「
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ
ァ

ン
ニ
」
の
な
か
の
レ
ポ
レ
ロ
の
ア
リ
ア
の
旋
律

の
引
用
な
ど
を
み
る
と
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

自
由
に
飛
翔
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

そ
れ
と
同
時
に
、
「
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第

31

番
」
（
作
品
l
l
o
)
第
3
楽
章
の
「
嘆
き
の
歌
」

で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
バ
ッ
ハ
の
「
ヨ
ハ
ネ

受
難
曲
」
か
ら
イ
エ
ス
処
刑
後
の
ア
リ
ア
の
旋

律
を
取
り
入
れ
て
、
深
い
信
仰
を
告
白
し
、
「
弦

楽
四
重
奏
曲
第
15
番
」
（
作
品
1
3
2
)
の
第

3
楽
章
に
記
さ
れ
た
「
病
の
癒
え
た
者
の
神
に

対
す
る
聖
な
る
感
謝
の
歌
。
リ
デ
ィ
ア
旋
法
で
」

は
ま
さ
に
、
神
に
祈
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
姿

を
見
る
の
で
あ
る
。

m-
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生謳250年

BEET 
■

弟
の
妻
か
ら

一
人
息
子
を
奪
う

■

「
甥
事
件
」
の
前
段

s弟
カ
ー
ル
ヘ
の
愛
着

文萩谷由喜子◎音楽評論家
text by Yukiko Hagiya 

■略年譜 ～後期～
1815年11 月 ►弟カールが没し、遺児カー

ルの貢献問題で母親との裁判係争が始

まる。

1816年 ►甥カールの単独後見人となる。

ピアノ・ソナタ第28番作品101を作曲。

会話帳を常用するようになる。

1817年 ►カールの寄宿学校資金に転

居。カールをツェルニーに師事させる。

1818年 ►ルドルフ大公のオルミュッツ大

司教に就任決定に伴い、「ミサ・ソレム.::.

スJを着想。ピアノ ・ソナタ第29番作品
106「ハンマークラヴィーア」が完成。

1819年►「ミサ・ソレムニス」 に没頭する。

1820年4月20日 ►甥の貢献問題の裁判

に勝訴。ピアノ・ソナタ第30番作品109

が完成。

1821年►体調悪化し黄疸に苦しむ。 12

月、ピアノ・ソナタ第31番作品110が完成。

1822年 ► ピアノ ・ ソナタ第32番作品
111完成。rミサ・ソレムニス」完成。
1823年 ►ルドルフ大公に 「ミサ・ソレム
ニス」献呈。夏はバーデンで交響曲第9
番を書き進める。

1824年 4月7日 ► ペテルブルクで 『ミサ·

ソレムニス」全曲初演。

1824年5月7日 ► ウイーンのケルントナー

トーア劇場で交響曲第9番初演。

1825年 ► ウィーン楽友協会の名誉会員

に推挙される。体調悪化。

1826年 ► 弦楽四重奏曲作品130が初

演されるが、フーガの難解さにより成功

せず。7月29日に甥カールがバーデンで

ピストル自殺を図る。秋からカールととも

に弟ヨハンの別荘で過ごすが、 12月に

極寒の中、屋根なし馬車でウィーンに戻

り、肺炎を起こす。

1827年3月26日 ►午後5時45分、 5 6

歳と3カ月の生涯を閉じる。

ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、

そ
の
劇
的
生
涯

い

ち

ず

あ
ま
り
に
強
烈
な
彼
の

よ
琢
族
愛
:
ほ
‘
甥
カ
ー
ル
ヘ
と

＿
途
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。
創
作
か
ら

＿
時
的
に
離
れ
て
さ
え
も
、
カ
ー
ル
の
た
め
に
よ
か
れ
と
思
う
こ
と
は
迷
わ
ず
行
っ

た
彼
の
人
間

く
さ
さ
。

＿
方
で、

彼
の
心
の
中
か
ら
生
ま
れ
出
た
最
後
の

5
つ
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
、
「
第
九
」

と
「
ミ
サ

・
ソ

レ
ニ
ム
ス
」、

そ
し
て

5
つ
の
弦
楽
四
重
奏
曲
の
奥
深
さ
・
神
妙
さ
は
い
か
ば
か
り

だ
ろ
う
。
最
後
の
力
を
振
り
絞

っ
て
創
り
上
げ
た
傑
作
の
背
景
に
光
を
当
て
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
は
、

1
7
7
4
年
生
れ

の
カ
ス
パ
ー
ル
・
ア
ン
ト
ン
・
カ
ー
ル
と
、
76

年
生
ま
れ
の
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ヨ
ハ
ン
と
い
う
2

人
の
弟
が
い
た
。

酒
に
溺
れ
た
父
親
に
代
わ

っ
て
13
歳
か
ら

一
家
の
大
黒
柱
と
な
っ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

家
長
意
識
は
異
様
に
強
く
、
ウ
ィ
ー
ン
生
活

が
軌
道
に
乗
っ
た
1
7
9
5
年
、
彼
は
ボ
ン
か

ら
弟
た
ち
を
呼
び
寄
せ
て
教
育
の
仕
上
げ
を

し
よ
う
と
す
る
。

下
の
弟
の
ヨ
ハ
ン
は
兄
の
支
援
を
受
け
て
薬

剤
師
と
な
り
、
や
が
て
リ
ン
ツ
に
薬
剤
店
を
経

営
す
る
ま
で
と
な
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
目
の
中
に
入
れ
て
も
痛

か

わ

い

く
な
い
ほ
ど
可
愛
が
っ
た
の
は、

上
の
弟
カ
ー

の
ほ
う
を
か
え
っ
て
非
難
し
た
。
カ
ー
ル
は
そ

の
後
、

計
算
高
さ
を
生
か
し
て
か
、
税
務
署

の
吏
員
と
な
り
、
1
8
0
6
年
5
月
25
日
に、

兄
の
猛
反
対
す
る
相
手
ヨ
ハ
ン
ナ
・
ラ
イ
ス
と

結
婚
し
、

5
カ
月
後
に

一
人
息
子
を
得
た
。

と
、
こ
こ
ま
で
が
、
晩
年
に
さ
し
か
か

っ

た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
心
と
体
を
苦
し
め
、
膨

大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
空
費
さ
せ
、
創
作
の
ペ
ン

を
鈍
ら
せ
る
、
不
毛
極
ま
り
な
い

「甥
事
件
」

の
前
物
語
で
あ
る
。

1
8
1
5
年

11
月
15
日、

弟
カ
ー
ル
が
結

核
の
た
め
、
41
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は
、
カ
ー
ル
が
彼
の
気
に
入
ら
な
い
相

手
と
結
婚
し
た
と
き
か
ら
弟
と
疎
遠
に
な

っ

が

ぜ

ん

て
い
た
が
、
彼
が
病
に
倒
れ
る
と
弟
愛
が
俄
然

再
燃
し
て
、
病
人
の
ど
ん
な
わ
が
ま
ま
も
聞
き

入
れ
た
。
病
床
の
慰
め
に
孔
雀

（！
）
を
飼
い

た
い
と
い
う
弟
の
た
め
に
、
間
接
の
知
人
宛
に

孔
雀
を
無
心
す
る
手
紙
ま
で
書
い
て
い
る
。

カ
ー
ル
の
死
と
と
も
に
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
常
軌
を
逸
し
た
肉
親
愛
の
対
象
は
、
弟
の

同
名
の
息
子
に
移
っ
た
。
す
で
に
見
て
き
た
よ

う
に
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
に
は
結
婚
を
意
識
し

た
女
性
が
何
人
か
あ
っ
た
が
、
齢
45
の
こ
の
日

ま
で
そ
の
誰
と
も
結
ば
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

も
ち
ろ
ん
、
子
ど
も
な
ど
い
な
い
彼
に
と
っ
て、

今
や
、
甥
カ
ー
ル
こ
そ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
家

の
未
来
で
あ
り
、
希
望
の
星
で
あ
り
、
何
が

何
で
も
わ
が
子
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
唯

一無
二
の
絶
対
的
存
在
で
あ
っ
た
。
．

彼
は
裁
判
所
に
訴
え
て
、

子
ど
も
の
共
同

後
見
権
を
主
張
す
る
カ
ー
ル
の
母
ヨ
ハ
ン
ナ
と

闘
い
、
甥
の
独
占
後
見
権
を
獲
得
す
る
の
に

成
功
し
た
。
こ
の
あ
り
え
な
い
判
決
を
得
る
た

ル
だ
っ
た
。
彼
は
ピ
ア
ノ
も
多
少
は
弾
け
、
作

ま

ね

鼎
の
真
似
事
も
で
き
た
の
で
、
ピ
ア
ノ
教
師
の

口
も
回
し
て
や
り
、

自
作
の
整
理
や
出
版
交

渉
を
ま
か
せ
て
、

音
楽
の
仕
事
で
食
べ
て
い
け

る
よ
う
に
し
て
や
ろ
う
と
し
た
。

多
忙
な
上
に、

整
理
整
頓
が
苦
手
な
ベ
ー

ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェン
の
甥
、
カ
ー
ル

(1
8
0
6
i
5
8
)。
伯
父
が
亡

く
な
る
1
8
2
7
年
頃

ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
下
の
弟
、

ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ヨ
ハ
ン
(1
7
7
6

i
1
8
4
8
)。
薬
剤
師
だ
っ
た

め
に
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
は
創
作
の
ペ
ン
を
置

い
て
ま
で
、
裁
判
に
傾
注
し
た
。

念
願
の

「父
親
」
に
な
れ
た
も
の
の
、
女
手

も
な
く
、
乱
雑
を
極
め
る
彼
の
住
ま
い
に
甥

を
引
き
取
る
こ
と
は
無
理
だ

っ
た
の
で
、
カ
ー

ル
を
寄
宿
学
校
に
入
れ
、
校
長
に
説
い
て
、
ヨ

ハ
ン
ナ
が
会
い
に
来
て
も
追
い
返
し
て
も
ら

う
。
カ
ー
ル
の
ヘ
ル
ニ
ア
の
手
術
の
世
話
も
焼

き
、
ピ
ア
ノ
の
レ

ッ
ス
ン
は
弟
子
チ
ェ
ル
ニ

ー

に
委
ね
た
。
カ
ー
ル
と
の
距
離
を
縮
め
た
＜

■

「
ハ
ン
マ
ー
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
・
ソ
ナ
タ
」

「
ミ
サ
・
ソ
レ
ム
ニ
ス
」

ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と

っ
て、

実
弟
が
出
版
社
と

の
窓
口
と
な

っ
た
こ
と
は
天
祐
に
み
え
た
が
、

カ
ー
ル
は
兄
の
無
頓
着
を
い
い
こ
と
に
、
兄
が

す
で
に
売
っ
た
作
品
を
別
の
出
版
社
に
二
重
売

り
し
て
利
益
を
自
分
の
懐
に
入
れ
、
兄
に
出

版
の
意
向
の
な
い
ボ
ン
時
代
の
習
作
ま
で
勝
手

に
持
ち
出
し
て
売
っ
た
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
兄
の
音
楽
観
を

歪
曲
し
た
。
例
え
ば
、
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ド
レ
と

い
う
出
版
業
者
が
出
版
で
き
る
よ
う
な
手
持

ち
の
新
作
は
な
い
か
、
と
問
い
合
わ
せ
て
来
た

と
き
、
独
断
で
次
の
よ
う
な
返
事
を
書
い
て
い

る
。「
目
下
の
と
こ
ろ
わ
れ
わ
れ
は
、

交
評
曲
を

1
曲
と
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
を
1
鼎
持
っ
て
い
る
だ

け
で
す
。
前
者
は
3
0
0
フ
ロ
ー
リ
ン
、
後
者

も
同
額
で
す
。
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
が
3
仙
欲
し

い
と
お

っ
し
ゃ
る
な
ら
、
9
0
0
フ
ロ
ー
リ
ン

以
下
で
は
わ
た
し
は
差
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん

て
寄
宿
学
校
近
く
に
転
居
し、

1
8
1
8
年

1
月
24
日
に
は
つ
い
に
カ
ー
ル
を
自
宅
に
引
き

取
っ
た
。
息
子
を
得
た
彼
は
有
頂
天
だ
っ
た
。

だ
が
、

土
台
、
無
茶
な
話
だ
っ
た
。
会
話

帳
を
通
じ
て
し
か
意
思
疎
通
の
で
き
な
い
偏

屈
な
伯
父
と
の
節
日
が
12
歳
の
少
年
に
ど
れ

ほ
ど
の
ス
ト
レ
ス
を
与
え
た
か
、
想
像
に
難
く

な
い
。
当
然
、
彼
は
不
良
化
し
た
が
、
そ
の
程

度
は
、

気
の
毒
な
ほ
ど
、
矮
小
な
も
の
だ
っ
た
。

買
い
食
い
の
た
め
の
小
遣
い
を
伯
父
か
ら
貰

え
ず
、

家
政
婦
か
ら
借
り
て
踏
み
倒
す
の
が

せ
い
ぜ
い
だ
っ
た
。
そ
れ
が
伯
父
に
露
見
し
て

き
っ
く
叱
責
さ
れ
た
彼
は
、
つ
い
に
実
母
の
も

と
へ
逃
亡
す
る
。
こ
の
と
き
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ

ン
は
、
よ
く
な
い
こ
と
に
、

警
察
の
手
を
借
り

て
甥
を
取
り
戻
し
て
い
る
。

ヨ
ハ
ン
ナ
と
の
間
の
泥
沼
の
裁
判
劇
が
再
び

始
ま
り
、

1
8
2
0
年
4
月
20
日
に
最
終
的

に
彼
が
勝
訴
す
る
ま
で

4
年
半
の
不
毛
こ
の

上
な
い
歳
月
が
流
れ
た
。

裁
判
に
時
間
を
取
ら
れ
創
作
の
ペ
ン
が
鈍

れ
ば
、
彼
の
生
活
は
脅
か
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ

の
時
期
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
終
結
後
の
保
守

ー
「
甥
事
件
」
に
消
耗
し
つ
つ
も
晩
年
の
傑
作
群
を
生
む
ー

後
期

し、

3
曲
い

っ
ぺ
ん
に
お
渡
し
も
で
き
ま
せ
ん
。

5
週
間
か
6
週
間
に
1
鼎
ず
つ
と
な
り
ま
す
。

と
い
い
ま
す
の
は
、
兄
は
も
う
、
こ
う
い
う
小

物
は
書
い
て
お
ら
ず
、
オ
ラ
ト
リ
オ
と
か
オ
ペ

ラ
だ
け
を
書
い
て
い
る
か
ら
で
す
」

あ
た
か
も
、
自
分
が
共
同
創
作
者
で
あ
る

か
の
よ
う
な
口
の
き
き
ぶ
り
も
、
出
版
料
の
あ

か
ら
さ
ま
な
ふ

っ
か
け
も
噴
飯
物
だ
が
、
極
め

つ
け
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
生
涯
か
け
て
命

の
滴
の
よ
う
に
紡
ぎ
続
け
た
ピ
ア
ノ

・
ソ
ナ
タ

を

「小
物
」
と
冷
笑
し
て
、
オ
ラ
ト
リ
オ
や
オ

ペ
ラ
に
劣
る
も
の
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
、
尊
大

な
風
の
吹
か
せ
方
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
時
期
、

兄
は
ど
ち
ら
も
手
掛
け
て
い
な
い

心
あ
る
友
人
や
音
楽
関
係
者
は
、
こ
う
し

た
カ
ー
ル
の
や
り
口
を
苦
々
し
く
思
い
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
忠
告
す
る
人
も
あ

っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
弟
可
愛
さ
に
目
の
曇
っ
て
い
た
ベ
ー

ト
ー
ヴ

ェ
ン
は
聞
く
耳
を
持
た
ず
、
忠
告
者

反
動
体
制
強
化
の
時
代
で
、
自
由
主
義
思
想

を
持
つ
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
は
、
そ
れ
で
な
く

と
も
生
き
に
く
い
時
代
で
あ
っ
た
。

カ
ー
ル
は
伯
父
の
知
人
の
家
や
寄
宿
学
校

に
預
け
ら
れ
た
の
ち
、
何
と
か
大
学
入
学
を

果
た
す
。
そ
の
頃
に
な
る
と
、
週
末
や
休
暇

を
伯
父
と
過
ご
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
と
も
か
く
も
、
愁
眉
を
開
い
た

観
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
甥
獲
得
に
狂
奔
し
た
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
だ
が
、
い
つ
ま
で
も
創
作
を
放
置

し
続
け
る
こ
と
は
、
彼
の
作
曲
家
魂
が
許
さ

な
か
っ
た
。
1
8
1
8
年
完
成
の
ピ
ア
ノ
・
ソ

ナ
タ
第
29
番
作
品
1
0
6
は
演
奏
に
45
分
前

後
も
要
す
る
桁
外
れ
の
大
作
で
、

交
評
曲
に

も
匹
敵
す
る
規
模
と
内
容
を
持
ち
、
変
奏
技

法
と
フ
ー
ガ
書
法
の
可
能
性
が
徹
底
追
求
さ

れ
て
い
る
。
ピ
ア
ノ
と
い
う
楽
器
の
性
能
と

表
現
力
の
粋
を
尽
く
し
た
空
前
絶
後
の
作
品
、

1823年のペートーヴェン
（フェルディナント・ゲオルク・ヴァルトミュラー画）
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生編250年

BEET 
「
革
命
精
神
の
体
現
者
」
と
し
て

一
時
期
は

熱
狂
し
て
い
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
対
し
、
そ
の
現

実
の
姿
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
失
望
し
た
事

件
…
。
こ
れ
を
巡
っ
て
は
、
今
回
で
3
回
目
を

迎
え
る
本
誌
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
特
集
で
も
、

様
々
な
角
度
か
ら
語
ら
れ
て
き
た
。

な
お
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
こ
う
し
た
想
い

は、

1
8
1
4
年
に
発
表
さ
れ
た
歌
芝
居
（
ジ

し
ら

ン
グ
シ
ュ
ピ
ー
ル）

「良
き
報
せ
」
の
作
曲
陣

に
加
わ

っ
た
こ
と
に
も
見
て
取
れ
る
。

テ
キ
ス
ト
は
、
同
年
の

3
月

31
日
に
ナ

ポ
レ
オ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
で
完
全
に
失
脚
し
た

報
を
受
け
、
ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
劇
場
の
副
監

督
お
よ
び
台
本
作
家
を
務
め
て
い
た
ト
ラ
イ

き
ゅ
う
き
ょ

チ
ュ
ケ
に
よ

っ
て
急
遠
書
か
れ
た
。
そ
こ
に
、

当
時
ウ
ィ
ー
ン
で
活
躍
し
て
い
た
数
名
の
有

名
音
楽
家
た
ち
が
手
分
け
を
し
て
曲
を
付
け
、

4
月
11
日
に
ス
ピ
ー
ド
初
演
さ
れ
た
と
い
う

珍
曲
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
歌
芝
居
の
最
終
曲
を
受
け

持
っ
た
の
が
、
他
な
ら
ぬ
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

■

「
良
き
報
せ
」
ウ
ィ
ー
ン
ヘ

．

ょ
反
ナ
ポ
レ
オ
ン
こ
の

有
名
作
曲
家

ナ
ポ
レ
オ
ン
失
脚
と
ウ
ィ
ー
ン
会
議
、

そ
し
て
そ
の
後
の
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

と
い
う
畏
怖
の
念
か
ら
、

楽
器
の
ド
イ
ツ
語

名
「
ハ
ン
マ
ー
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
」
が
曲
の
愛
称

と
な
っ
た
。

こ
の
大
作
ソ
ナ
タ
の
あ
と
、
彼
は

「
ミ
サ
・

ソ
レ
ム
ニ
ス
」
の
作
曲
に
没
頭
し
た
。
こ
の
人

類
遺
産
と
も
い
う
べ
き
傑
作
は
、
愛
弟
子
で

も
あ
る
最
大
の
パ
ト
ロ
ン
、
ル
ド
ル
フ
大
公
の

オ
ル
ミ
ュ

ッ
ツ
大
司
教
就
任
の
盛
儀
用
に
滸
想

さ
れ
た
。
大
公
宛
て
の
手
紙
に
こ
う
あ
る
。

「
わ
た
し
の
こ
の
ミ
サ
曲
が
殿
下
の
盛
儀
で

演
奏
さ
れ
る
日
こ
そ
、
わ
が
生
涯
最
良
の
日
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
」

し
か
し
結
局
、
1
8
2
0
年
2
月
9
日
の

就
任
式
に
は
間
に
合
わ
ず
、
浄
書
譜
を
大
公

に
献
呈
し
た
の
は
23
年
3
月
19
日
の
こ
と
だ
っ

こ
。
t
 そ

の
後
、
彼
の
創
作
意
欲
は
再
び
ピ
ア
ノ
・

ソ
ナ
タ
ヘ
と
向
か
い
、
最
後
の
3
つ
の
ソ
ナ
タ
、

作
品
1
0
9
、
作
品
l
l
o
、
作
品
1
1
1
を

ほ
ぽ
同
時
進
行
の
形
で
書
き
進
め
て
い

っ
た
。

作
品
1
0
9
は
間
も
な
く
出
来
上
が

っ
た

“
う
だ
ん

も
の
の
、

1
8
2
1
年
に
は
黄
疸
症
状
が
出
て

残
る
2
曲
の
完
成
は
大
幅
に
遅
れ
る
。
21
年

12
月
25
日
に
脱
稿
し
た
作
品
1
1
0
は
第
3

楽
章
後
半
が
長
大
な
フ
ー
ガ
と
な
っ
て
い
る
点

と
、
前
作
よ
り

一
層
深
い
内
面
性
に
貰
か
れ
て

い
る
点
が
大
き
な
特
色
だ
。

最
後
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
と
な

っ
た
作
品

1
1
1
は
1
8
2
2
年
1
月
に
完
成
し
た
。
2

楽
章
形
式
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
構
成
だ
が
、
両

楽
章
は
著
し
い
対
照
性
を
な
し
、

第
1
楽
章

に
は
ソ
ナ
タ
形
式
の
中
に
対
位
法
や
フ
ー
ガ
の

手
法
が
盛
り
込
ま
れ
、
第
2
楽
章
に
は
変
奏

仙
技
法
の
粋
が
尽
く
さ
れ
て
、
彼
の
ソ
ナ
タ
創

作
の
長
い
歩
み
の
成
果
が
み
ご
と
に
凝
縮
さ
れ

て
い
る
。

1
8
2
4
年
5
月
7
H、
彼
の
人
生
を
象

徴
す
る
よ
う
な

「苦
悩
を
突
き
抜
け
た
歓
喜」

を
テ
ー
マ
と
す
る
交
評
曲
第
9
番
が
ウ
ィ
ー

ン
の
ケ
ル
ン
ト
ナ
ー
ト
ー
ア
削
場
で
初
演
さ
れ

た
。指
揮
し
た
彼
は
、
嵐
の
よ
う
な
喝
采
が
ま
っ

た
＜
聴
こ
え
ず
聴
衆
に
背
を
向
け
た
ま
ま
立

ち
尽
く
し
、
女
性
歌
手
に
蔚
か
れ
て
初
め
て

聴
衆
の
熱
狂
を
知
っ
た
。

そ
の
頃
、
甥
カ
ー
ル
は
ウ
ン
ト
ガ

ッ
セ
の
伯

父
宅
に
同
居
し
て
人
学
へ
通
っ
て
い
た
が
、
伯

父
と
の
仲
は
円
満
と
は
言
え
ず
、
軍
隊
入
り

を
申
し
出
て
伯
父
に

一
蹴
さ
れ
る
と
、
今
度
は

工
芸
学
校
に
転
校
し
た
い
と
言
い
出
し
て
、
こ

れ
ま
た
伯
父
に
難
色
を
示
さ
れ
る
。
よ
う
や

く
工
芸
学
校
に
移
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
カ
ー

あ
つ
れ
さ

ル
で
あ
っ
た
が
、
伯
父
と
の
軋
楳
は
日
増
し
に

昂
じ
、

1
8
2
6
年
7
月
29
日
に
バ
ー
デ
ン
で

ピ
ス
ト
ル
自
殺
を
図
っ
た
。
幸
い
、
荷
馬
車
で

ざ
よ
し
ゃ

通
り
か
か
っ
た
駁
者
に
発
見
さ
れ
て
ウ
ィ
ー
ン

へ
運
ば
れ
、

2
カ
月
間
の
入
院
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、
す
べ
て
甥
の
た
め
に
良
か
れ
と

信
じ
て
無
理
を
重
ね
て
来
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
衝
撃
は
計
り
知
れ
ず
、
彼
自
身
も
体
調
を

悪
化
さ
せ
て
い
た
。

そ
ん
な
心
身
と
も
に
最
悪
の
状
態
の
中

で
、
彼
は
嬰
ハ
短
調
の
弦
楽
四
重
奏
曲
作
品

1
3
1
を
完
成
さ
せ
、
続
い
て
最
後
の
弦
楽
四

重
奏
曲
と
な
る
へ
長
調
作
品
l
3
5
に
取
り

掛
か
る
。

大
西
洋
の
孤
島
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
。
配
流
の

身
と
な
っ
て
も
、
彼
が
去
っ
た
後
の
フ
ラ
ン
ス
、
ヨ
ー
ロ
ッ

バ
の
版
図
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
の
か

（フ
ラ
ン
ツ
・

ヨ
ー
ゼ
フ
・
ザ
ン
ド
マ
ン
画
）

こ
の
年
の
秋
か
ら
、
彼
は
、
偏
跡
が
頭
髪
で

隠
れ
る
ま
で
人
前
に
出
た
く
な
い
、
と
い
う
甥

の
言
を
聞
き
入
れ
て
カ
ー
ル
と
と
も
に
ウ
ィ
ー

ン
西
方
、
弟
ヨ
ハ
ン
の
グ
ナ
イ
ク
セ
ン
ド
ル
フ

の
屋
敷
に
滞
在
し
た
が
、
作
品
1
3
5
は
こ
の

グ
ナ
イ
ク
セ
ン
ド
ル
フ
で
完
成
し
た
。

ヨ
ハ
ン
と
妻
の
テ
レ
ー
ゼ
は
か
つ
て
ベ

ー

し
つ
よ
う

ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
結
婚
を
執
拗
に
妨
害
さ
れ
、
テ

レ
ー
ゼ
を
あ
し
ざ
ま
に
罵
ら
れ
た
苦
い
経
験

が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
夫
婦
は
、
最
初
の
う
ち

は
気
持
ち
よ
く
兄
と
甥
を
遇
し
た
。
と
こ
ろ

さ

さ

い

が、

12
月
1
日
、
些
細
な
こ
と
で
腹
を
立
て
た

兄
は
、「も
う
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
ら
れ
る
も
の

か」
た

ん

か

と
咬
呵
を
切
っ
て
、

真
冬
の
さ
な
か
、
ヨ
ハ

ン
の
屋
敷
を
飛
び
出
す
。
乗
り
心
地
の
よ
い
馬

車
な
ど
見
つ
か
ら
ず
、
屋
根
の
な
い
牛
乳
運

搬
車
で
ウ
ィ
ー
ン
に
戻
る
途
中
、
悪
寒
を
生
じ
、

自
宅
に
着
く
や
ベ

ッ
ド
に
倒

れ
こ
ん
だ
。
ひ
ど
い
肺
炎
を

起
こ
し
て
い
た
の
だ
。
次
い

で
、
肝
硬
変
の
症
状
も
出
た
。

医
師
た
ち
は
手
を
尽
く

し
た
が
、
決
定
的
な
治
療
法

も
な
い
ま
ま
、
病
は
悪
化
し

て
い
く
。
年
が
明
け
て
1
月

2
日
に
カ
ー
ル
は
軍
隊
に
入

隊
し
て
い

っ
た
。

や
が
て
、
多
く
の
見
舞
客

が
訪
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

そ
の
中
に
は
、
か
つ
て
「
エ

リ
ー
ゼ
の
た
め
に
」
を
贈
っ
た
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

で
今
は
フ
ン
メ
ル
夫
人
と
な
っ
て
い
る
エ
リ
ー

ザ
ベ
ト
・
レ

ッ
ケ
ル
や
、
内
気
な
作
曲
家
フ
ラ

ン
ツ
・
ペ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
も
い
た
。

3
月
、
病
床
の
彼
の
も
と
に
か
ね
て
そ
の
到

着
を
待
ち
焦
が
れ
て
い
た
ラ
イ
ン
・
ワ
イ
ン
の

古
酒
が
届
い
た
が
、
彼
は
す
で
に

一滴
も
味
わ

う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

「残
念
、
残
念
、
も
う
手
遅
れ
だ
」

死
は
そ
の

3
日
後
の

3
月

26
日
午
後
5
時

45
分
に
訪
れ
た
。
56
歳
と
3
カ
月
の
苦
悩
も

実
り
も
多
い
生
涯
だ
っ
た
。

初

ウ
ィ
ー
ン
中
央
塞
地
に
あ
る
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
募
標
。
1
8
2
7

年
に
亡
く
な
っ
た
折
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
森
に
あ
る
ヴ
ェ
ー
リ
ン
ク
に

埋
葬
さ
れ
た
が
、
1
8
8
8
年
、
現
在
の
場
所
に
移
さ
れ
た
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気
楽
に
思
わ
れ
が
ち
な
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
の
裏
側
に
は
、
革
命
精
神
が
し
た
た
か
に
脈
打
っ
て
い
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
も
そ
こ
に
、
密
か
な
共
感
を
覚
え
て
い
た
と
は
い
え
な
い
か
。

検
閲
官
相
手
の
う
ん
ざ
り
す
る
よ
う
な
や
り
と
り
の
末
に
初
演
さ
れ
た
「
第
九
」
に
は
、

華
や
か
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
中
に
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
が
弾
圧
し
た
自
由
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
は
っ
き
り
聴
き
取
れ
る
の
だ
か
ら
。

だ
。
バ
リ
ト
ン
独
唱
の
先
樽

に
よ
っ
て
、
混
声
合
唱
団
が

歓
喜
に
満
ち
た
行
進
曲
風

の
旋
律
を
歌
い
上
げ
る
…
つ

ま
り
、
後
の
「
交
押
曲
第

9
番
」
の
第
4
楽
章
に
も
よ

く
似
て
い
る
…
「
ゲ
ル
マ
ニ

（
＜
 

ア
」
が
そ
れ
。
締
め
括
り
に

は
、
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇

帝
フ
ラ
ン
ツ
万
歳
の
歓
呼
が

何
度
も
繰
り
返
さ
れ
る
。

こ
の
出
来
事
は
、

一
体

何
を
物
語
っ
て
い
る
の
だ

ろ
う
？
つ
ま
り
ベ

ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
が
当
時
の
ウ
ィ
ー
ン

に
お
い
て
、
人
気
実
力
と
も

に
大
い
に
認
め
ら
れ
た
音
楽
家
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
。
さ
ら
に
彼
が
、
反
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

代
表
的
存
在
と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

■

真
冬
に
屋
根
な
し
馬
車
に

揺
ら
れ
、
肺
炎
を
起
こ
す

■

最
後
の

3
つ
の
ソ
ナ
タ
、

そ
し
て
第
九
ヘ

■

カ
ー
ル
の
自
殺
未
遂
事
件

‘ 

｀
 
‘
 と

だ
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と
っ
て
も
、
風
向
き
が

大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
っ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
が

ウ
ィ
ー
ン
に
進
駐
し
て
き
た
た
め
に
大
失
敗

に
終
わ
っ
た
オ
ペ
ラ
「
レ
オ
ノ
ー
レ
」
を
改
作

し
：
•
そ
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
前
述
の
ト
ラ
イ

チ
ュ
ケ
が
台
本
の
改
訂
に
当
た
っ
た
…
、

1
8

1
4
年
5
月
23
日
に
「
フ
イ
デ
リ
オ
」
と
し

て
宮
廷
劇
場
で
上
演
。
大
成
功
を
収
め
た
こ

と
は
、
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

実
際
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
快
進
撃
は
続

く
。
同
じ

1
8
1
4
年
、
カ
ン
タ
ー
タ
「
栄

光
の
瞬
間
」
、
管
弦
楽
伴
奏
の
合
唱
曲
「
幸
福

な
国
々
を
治
め
る
賢
明
な
支
配
者
よ
」
等
々

の
、
題
名
も
内
容
も
威
勢
の
良
い
曲
が
次
々

と
生
ま
れ
た
。

さ
ら
に
1
8
1
5
年
に
は
、
い
わ
ば
「
良
き

報
せ
」
の
第
2
弾
と
し
て
、
件
の
ト
ラ
イ
チ
ュ

ケ
が
台
本
を
書
き
、
複
数
の
音
楽
家
が
作
曲

を
行
っ
た
歌
芝
居
「
凱
旋
門
」
の
ト
リ
に
登

場
す
る
バ
リ
ト
ン
独
唱
付
き
の
合
唱
曲
を
手

掛
け
る
。
題
名
は
ず
ば
り
、
「
成
就
せ
り
」
で

あ
る
。

．
 

．
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量I
生誕250年

BEET 
■

ウ
ィ
ー
ン
会
議
開
催

こ
れ
ら
の
曲
は
す
べ
て
、
と
あ
る
イ
ヴ
ェ
ン

ト
と
関
係
が
あ
る
。

1
8
1
4
年
秋
か
ら

15

年
夏
に
か
け
て
行
わ
れ
た
「
ウ
ィ
ー
ン
会
議
」

が
そ
れ
だ
。

こ
の
会
議
で
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ

っ
て
ず

た
ず
た
に
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
秩
序
を
取
り

戻
す
こ
と
を
目
的
に
、
各
国
の
君
主
や
政
治

家
が
ウ
ィ
ー
ン
に
集

っ
た
。
な
お
開
催
地
に

ウ
ィ
ー
ン
が
名
乗
り
を
上
げ
た
の
は
、
ナ
ポ

つ
ぶ

レ
オ
ン
に
よ
っ
て
す
っ
か
り
面
目
を
潰
さ
れ
て

き
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
が
、
同
家
の
伝
統
と

格
式
を
、
自
ら
の
お
膝
元
で
今

一
度
四
界
に

示
そ
う
と
し
た
た
め
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
こ

20
年
来
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
が
も
た
ら
し
た
戦
争
の
恐
怖
に
脅
か
さ

れ
て
き
た
ウ
ィ
ー
ン
に
、
よ
う
や
く
本
格
的

な
平
和
が
訪
れ
た
。
そ
れ
だ
け
で
も
高
揚
し

た
空
気
が
生
ま
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
加
え
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
か
ら
名
だ
た
る
人
物
た
ち

が
一
同
に
集
結
す
る
の
で
あ
る
。
大
勢
の
物
見

高
い
人
々
が
ウ
ィ
ー
ン
に
押
し
寄
せ
、
祝
祭

ム
ー
ド
は

一
挙
に
高
ま
っ
た
。

さ
ら
に
会
議
に
出
席
す
る
君
主
や
政
治
家

向
け
の
公
式
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
だ
け
で
は
な

く、

一
般
の
見
物
人
用
に
も
私
的
な
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
が
次
々
と
催
さ
れ
て
い

っ
た
。

い

か

ん

そ
の
時
、
メ
イ
ン
、
サ
プ
の
如
何
を
問
わ
ず
、

そ
こ
に
嗚
り
響
い
た
の
が
音
楽
だ

っ
た
。

そ
う
な
の
だ
。
ウ
ィ
ー
ン
会
議
の
出
席
者

た
ち
は
皆
、
反
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
い
う
点
で
は

発
散
で
き
た
政
治
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
自
身

の
内
面
へ
と
向
け
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
時
、

い
わ
ゆ
る
後
期
3
大
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
や

「ミ

サ
・
ソ
レ
ム
ニ
ス
」
な
ど
、

今
ま
で
に
な
い
奥

た
た

行
き
を
湛
え
た
曲
が
生
ま
れ
て
い

っ
た
。

市
民
社
会
が
到
来
す
る
こ
と
へ
の
期
待
を

胸
に
、
調
和
の
と
れ
た
音
楽
世
界
を
目
指
し

た
「
古
典
派
」
と
し
て
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、

こ
こ
に
終
焉
を
迎
え
る
。
と
同
時
に
、
精
神

あ
ふ

性
や
幻
想
性
に
溢
れ
た

「
ロ
マ
ン
派
」
と
し

て
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
、
次
第
に
は

っ
き
り

と
姿
を
現
し
て
い
っ
た
。

■

ピ
ー
ダ
ー
マ
イ
ア
ー
の
誕
生

と
こ
ろ
で
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
時
代
以
降
の

ウ
ィ
ー
ン
の
文
化
的
ト
レ
ン
ド
を
語
る
際
の

キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
。
「
ビ
ー
ダ
ー
マ
イ
ア
ー
」

だ
。
当
時
、
経
済
的
活
動
こ
そ
徐
々
に
活
発

に
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
的

自
由
を
奪
わ
れ
た
市
民
階
級
は
、
小
金
を
元

手
に
、
安
逸
で
快
適
な
生
活
を
営
む
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
も
秘
密
警
察
官
が
益
く
「
外
」

で
は
な
く
、
家
族
や
友
人
と
い

っ
た
「
内
」

な
る
空
間
が
、
彼
ら
の
居
場
所
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
生
活
の
あ
り
方
、
あ
る
い
は
そ

れ
が
生
み
出
し
た
文
化
こ
そ
ビ
ー
ダ
ー
マ
イ

ア
ー
で
あ
る
。
な
お
そ
の
代
表
的
音
楽
家
こ

そ
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
で
、
彼
を
囲
ん
で
催
さ
れ
る

音
楽
を
中
心
と
し
た
社
交
的
な
集
い

「
シ
ュ

ー

ベ
ル
テ
ィ
ア
ー
デ
」
が
開
か
れ
た
の
は
、
有
名

な
話
だ
。

一
方
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
ビ
ー
ダ
ー
マ

イ
ア
ー
の
相
貌
と
は

一
線
を
画
し
て
い
る
。
何

し
ろ
彼
は
、

30
歳
近
く
も
年
下
の
シ
ュ
ー
ベ

ル
ト
と
は
異
な
り
、
革
命
世
代
の
人
間
だ

っ

■

「
会
議
は
踊
る
…
」
の
真
相

■

華
や
か
な
高
揚
感
の
裏
側
に

た
。
さ
ら
に
耳
の
病
か
ら
来
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
障
害
が
、
社
交
と
は
異
質
の
孤
高
の

世
界
へ
彼
を
追
い
や

っ
た
。「
弦
楽
四
重
奏
曲

第
14
番
」「
同
第
15
番
」
の
よ
う
に
、
本
来
社

交
の
場
に
う
っ
て
つ
け
の
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
作

品
を
、
演
奏
不
可
能
な
ほ
ど
難
し
く
巨
大
化

さ
せ
た
の
も
、
そ
の
表
れ
に
他
な
ら
な
い
。

ビ
ー
ダ
ー
マ
イ
ア

1
期
の
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、

安
逸
し
か
求
め
な
く
な

っ
た
市
民
が
、
陽
気

な
調
べ
の
ロ

ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
に
熱
狂
し

た
。
だ
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
そ
う
し
た
風

潮
に
批
判
的
で
、
「
第
九
」
初
演
も
当
初
ベ
ル

リ
ン
で
行
お
う
と
考
え
て
い
た
ほ
ど
…
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
晩
年
に
関
し
て
、
必

ず
登
場
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
た
だ
し
、

注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。
ウ
ィ
ー

ン
で
上
演
さ
れ
た
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
は
、

じ
●
ん

喜
劇
よ
り
も
、
理
想
に
殉
じ
る
英
雄
を
描
い

た
悲
劇
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。
し
か
も
聴
き

見 ナポレオン失脚後の流れ

｀ 

.,.. , ,. 一
“ビーダーマイアー”という時代の人々の一つの姿

(F.G. ヴァルトミュラー画）

ジョアキーノ・ロッシーニ
(1792-1868) 

ウィーン会議が行われた頃から、

ウィーンでも大いにもてはやされ

た。1822年、ウィーンを訪れた
彼はベートーヴェンと面会できた

のだろうか？

1814年 ►

翌年にかけウィーン会議が開催。ナポ

レオン率いるフランスの敗北後を見据

え、欧州の首脳がウィーンのシェーンブル

ン宮殿に集まり、“ヨーロッバの秩序と

再建、領土の分割"をテーマに話し合う

（議長はオーストリアのメッテルニヒ外相

〈1773~1859〉)。“ドイツ連邦”が成

立。フランスではルイ18世が復位、王制

が復活する

1821年 ►

メッテルニヒがオーストリア首相に就任、

秘密警察や検閲を駆使して体制の維持を

図っていく。方や、ギリシアのオスマン帝

国からの独立ほか、中南米の独立運動が

盛んになるなど、国際秩序は次第に流動

化していく

1827年 ►ベートーヴェン没

1830年►

フランスの七月革命により、シャルル10

世が退位し、オルレアン公ルイ・フィリッ

プが“国民王"として即位。立憲君主制

が始まる。一方で、 1830年代にはヨー

ロッバの大陸でも鉄道など工業化が盛ん

になって、新興のブルジョワジーの地位

が一層高まっていく

1848年 ►

フランスで二月革命が起こり、共和制に。

フランスでの王制は完全に潰える。オース

トリアもその余波を受け、三月革命が勃

発。民族主義や自由主義の勢いを抑えら

れず、メッテルニヒが退陣、 1815年以

来のウィーン体制が崩壊する。だが、こ

の年皇帝に即位したフランツ ・ヨーゼフ1

世の下、帝国は‘‘時代の黄昏”の中、音楽、

美術、建築、文学などで全く独自の文化

を繁栄させながら、さらに70年ほど続い

ていく

ま
と
ま
っ
て
い
た
。
だ
が
そ
の

一
方
で
、
例
え

ば
彼
に
よ

っ
て
変
え
ら
れ
た
国
境
を
ど
う
す

る
の
か
、
と
い

っ
た
自
国
の
利
害
に
関
す
る
こ

と
で
は
鋭
く
対
立
し
合
い
、
し
ば
し
ば
議
事

が
停
滞
し
た
。

一
方、

会
議
の
開
他
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
支
配
者
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
と
し
て
は
、
同

た

だ

■

保
守
反
動
体
制
の
直
中
で

クレメンス・フォン・
メッテルニヒ
(1773-1859) 

ウィーン会議の議長を務

めたオーストリア帝国外

相。ナボレオン後の世界

秩序、 19世紀前半の保
守反動体制を打ち出した

“ウィーン体制”の主役

であった

ウィーンを舞台に戦勝国が「ナポレオン以後」の世界を策定

すべく、各国首脳が集まったが、それぞれの思わくが絡んで

遅々として進まなかった（ジャン＝マリー ・イザペ画）

家
の
誇
る
文
化
力
を

P
R
し
、
こ
の
機
に
各

す
ご

国
代
表
者
に
凄
い
国
だ
と
思
わ
せ
た
い
。
そ

こ
で

B
中
の
会
議
が
終
わ
っ
た
後
に
は
舞
踏

会
を
催
し
て
は
会
議
参
加
者
を
招
待
し
、
こ

ち
ら
は
大
盛
況
と
な
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
「
会
議
は
踊
る
、
さ
れ
ど
進
ま

ず
」
の
状
況
だ
が
、
実
の
と
こ
ろ
会
議
後
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
舞
踏
会
だ
け
に
限
ら
ず
、

演
奏
会
、
オ
ペ
ラ
な
ど
多
彩
だ
っ
た
。
ま
た
、

ゃ

ゅ

半
ば
椰
楡
さ
れ
た
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
舞
踏
会
…
さ
ら
に
い
え
ば
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

全
般
…
が
、
昼
間
の
会
議
の
緊
張
を
ほ
ど
き
、

参
加
者
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
機
会
を
与
え
、

会
議
を
成
功
に
導
く
た
め
に
不
可
欠
の
催
し

だ
っ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、

音
楽
家
た
ち
も
様
々
な
活

躍
の
場
に
恵
ま
れ
た
。
と
り
わ
け
、
有
名
音

楽
家
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
次
々
と
作
曲
の
お

声
が
か
か
っ
た
の
は
、
当
然
の
成
り
行
き
と

い
え
よ
う
。

だ
が
、

実
の
と
こ
ろ
こ
う
し
た
状
況
は
ベ
ー

ま
ん
じ
ゅ
う

ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と

っ
て
、
蒋
骰
頭
を
食
べ
た
も

同
然
だ

っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
会
議
の
狙
い
、
つ
ま

り
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
登
場
す
る
以
前
の
状
況
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
戻
す
と
い
う
こ
と
は
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
が
錦
の
御
旗
に
掲
げ
た
フ
ラ
ン
ス
革
命

の
精
神
そ
の
も
の
を
潰
す
、
と
い
う
こ
と
だ

っ

た
の
で
あ
る
。

若
き
日
か
ら
革
命
精
神
に
深
く
共
鳴
し
て

う

わ

ぺ

お
り
、
ま
た
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
を
上
辺
だ

け
利
用
し
よ
う
と
し
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
深
く

失
望
し
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
こ
と
。
反
ナ
ポ

も

く

ろ

レ
オ
ン
11

反
革
命
を
目
論
む
ウ
ィ
ー
ン
会
議

い
や
お
う

手
の
気
持
ち
を
否
応
な
く
高
揚
さ
せ
る
彼
の

作
曲
手
法
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
」

の
終
結
部
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
_
o

つ
ま
り
、
気
楽
に
思
わ
れ
が
ち
な
ロ
ッ
シ
ー

二
の
オ
ペ
ラ
の
裏
側
に
は
、
革
命
精
神
が
し

た
た
か
に
脈
打
っ
て
い
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

■

「
ロ
マ
ン
派
」
と
し
て
の

後
期
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

（編集部）

は
、
彼
の
来
し
方
を
否
定
す
る
催
し
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
だ
が
、
少
な
く
と
も
「
反
ナ
ポ

レ
オ
ン
」
と
い
う
点
で

一
致
し
て
し
ま
っ
た
の

は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
不
覚
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
の
開
催
国
だ
っ

た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
中
心
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

全
土
に
は
保
守
反
動
体
制
が
敷
か
れ
て
ゆ
く
。

と
り
わ
け
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
秘
密
警
察
官
が

街
の
そ
こ
か
し
こ
に
配
備
さ
れ
、
市
民
に
よ

る
政
治
的
な
発
言
は
徹
底
的
に
封
じ
込
め
ら

れ
た
。
市
民
階
級
に
し
て
み
れ
ば
、
い
わ
ば

暗
黒
世
界
の
始
ま
り
だ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
歴
史
の
本
を
め
く
っ
て
も
、
政
治
的
な

動
き
が
停
滞
し
た
た
め
、
決
ま
っ
て
ペ
ー
ジ

数
の
少
な
い
時
代
で
あ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
創
作
活
動
も
、
ウ
ィ
ー

ン
会
議
後
に
は
変
化
を
遂
げ
る
。
自
ら
の
理

念
を
、
大
勢
の
聴
衆
に
向
か
っ
て
訴
え
る
交

聾
曲
や
管
弦
楽
曲
は
激
減
。
か
わ
り
に
、
ピ

ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
や
弦
楽
四
重
奏
曲
と
い
っ
た
、

ご
く
少
人
数
の
聴
き
手
を
相
手
に
静
か
に
説

く
よ
う
な
作
品
が
増
え
て
行
っ
た
。

お
い

も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
、
甥
の
カ
ー
ル
の
親

権
や
養
育
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
や
、
耳
の
病
の

さ
ら
な
る
悪
化
を
は
じ
め
と
し
た
自
ら
の
健

康
不
調
の
影
響
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
さ
ら

に
後
押
し
し
た
の
が
、
「
政
治
的
に
物
言
え
ぬ
」

社
会
の
到
来
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

た
だ
し
こ
う
し
た
状
況
が
、
「
深
化
」
や
「
深

遠
」
と
い
う
言
業
で
表
現
さ
れ
る
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
後
期
作
品
の
特
徴
を
も
た
ら
し
た

の
も
確
か
で
あ
る
。
世
が
世
で
あ
れ
ば
外
に

も
そ
こ
に
、
密
か
な
共
感
を
覚
え
て
い
た
と

は
い
え
な
い
か
。
検
閲
官
相
手
の
う
ん
ざ
り

す
る
よ
う
な
や
り
と
り
の
末
に
初
演
さ
れ
た

「
第
九
」
に
は
、
華
や
か
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
中

に
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
が
弾
圧
し
た
自
由
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
は
っ
き
り
聴
き
取
れ
る
の
だ
か
ら
。

ウ
ィ
ー
ン
会
議
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
保
守

反
動
体
制
が
最
終
的
に
崩
壊
し
た
の
は
、

1
8

4
8
年
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
死
か
ら
、
実
に

20
年
以
上
が
経
っ
て
い
た
。

m-

※
追
記

;
2
0
2
0
年
3
月
29
日
、
東
京
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
る
「
東
京

・
春

・
音
楽
祭
マ
ラ
ソ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
、

筆
者
の
企
画
構
成
解
説
の
下
、
歌
芝
居
「
良
き
報
せ
」
が
全
曲
上
演

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

w
w
w
.t
o
k
y
o
‘
h
a
r
u
s
a
i
.
c
o
m
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圏
生誕250年

BEET 
遠
く
か
ら
憧
れ
て

僕
は
そ
の
後
、
変
声
期
が
く
る
ま
で
コ
ン

ヴ
ィ
ク
ト
に
在
藉
し
、
ボ
ー
イ
・
ソ
プ
ラ
ノ
と

し
て
宮
廷
礼
拝
堂
で
歌
い
な
が
ら
、
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
で
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
き
、
自
由

な
時
間
に
は

rulも
普
い
て
音
楽
に
没
頭
し
た
。

変
声
期
を
迎
え
て
コ
ン
ヴ
ィ
ク
ト
を
退
団
し

た
あ
と
は
、
父
の
私
熟
の
補
助
教
員
を
務
め

る

一
方
、
好
き
な
作
曲
に
打
ち
込
ん
だ
。
当

時
は
歌
曲
に
の
め
り
こ
み
、

17
歳
の
年
に
は

「
糸
を
紡
ぐ
グ
レ
ー
ト
ヒ

ェ
ン
」
を
、
翌
年
に

は
「
魔
王
」
「
野
ば
ら
」
な
ど
を
書
い
た
。

そ
の
頃
、
憧
れ
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
先
生
は
、

交
評
曲
第
7
番
、
第
8
番
、
「
戦
争
交
細
茸
曲
」

の
通
称
で
知
ら
れ
る
「
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
の
勝
利
」

を
成
功
さ
せ
、
生
涯
唯

一
の
オ
ペ
ラ
・
「
フ
イ
デ

リ
オ
」
の
改
訂
版
の
上
演
に
よ
り
こ
の
オ
ペ

ラ
の
声
価
を
決
定
的
な
も
の
と
し
て
お
ら
れ

た
。
僕
は
先
生
の
新
作
が
評
判
に
な
る
た
び

に
、
わ
が
こ
と
の
よ
う
に
妍
し
か
っ
た
が
、
同

て
あ
げ
よ
う
」

ー

•

'

o
.

＂ シューベルト略歴

1797年 1 月31 日 ►ウィーン近郊リヒテ
ンタールに生まれる。既に92年にウィー

ンに出て活躍していたベートーヴェンは｀

この年、ピアノ・ソナタ第4~6番を発表。

1805年►教会オルガニスト、ミハイル・

ホルツァーに師事。ベートーヴェンは

「英雄」を公開初演。

1808年 ►コンヴィクトに入学、ソプラ
ノ児童として活躍。ペートーヴェンは

「運命」「田園」などを初演。

1812年 ►母エリーザベトが腸チフスの

ため没。合唱団を退団。ペートーヴェ

ンは交響曲第7、8番を作曲。

1814年 ►父親の学校の補助教員とな

り、翌年から正規教員となる。ベートー

ヴェンは「フイデリオ」が成功。

1816年 ► 教員を休職、父親の家を出

て友人宅を転々とする。

1818年 ►夏、ハンガリー貴族エステ

ルハージ伯爵家の音楽教師としてゼレ

チュ滞在。ペートーヴェンは 「ハンマー

クラヴィ—ア・ソナタ」を完成

1819年 ►フォーグルの誘いで彼の故郷

オーバーエスターラィヒヘの旅に出る。

1821 年 4月 ►最初の出版譜 「魔王 」
D.326が世に出て初版100部を完売。

1822年 ►没後37年を経て発見される

「未完成交響曲」が作曲される。

1823年 ►秋に数週間の入院加療。 水

銀蒸気浴という治療を受ける。ベートー

ヴェンは「ミサ・ソレムニス」初演。

1824年► 「美しき水車小屋の娘J 出版。
弦楽四重奏曲 「ロザムンデj「死と乙女j

作曲。ベートーヴェンは 「第九」初演。

1827年3月26日 ►ベー トーヴェン没。

葬列に加わる。「冬の旅J作曲。

1828年3月26日 ► 3月 26日、生涯唯

ーの自作品公開演奏会開催。秋に3大
ピアノ・ソナタ作曲。

1828年11 月 19日 ►午後3時永眠。 31

歳9カ月と19日。

「
こ
の
次
に
逝
く
者
の
た
め
に
1
・」

「
七
重
奏
曲
」
を
手
本
と
し
て
書
い
た

「
八
重
奏
曲
」

じ
ウ
ィ
ー
ン
の
街
に
住
み
な
が
ら
、
お
会
い
し

て
感
動
を
お
伝
え
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

僕
の

一
方
的
な
思
い
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
う
そ
う
、
室
内
楽
曲
の
分
野
で
も
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
先
生
は
僕
の
お
手
本
だ
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
、
弦
楽
四
重
奏
仙
を
書
く
と
き
も
先

生
を
意
識
し
た
が
、
も
っ
と
も
先
生
か
ら
影

1
8
2
7
年
の
春
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
先
生

ウィーン・アルザーシュトラーセのトリニテ教会に運ばれた

ベートーヴェンの棺は、ヴェーリンク司教区教会に移された。

200台の馬車、数千人もの人々が集まったという

僕
が
、
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
・ヴ
ァ
ン
・
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
名
前
と
作
品
を
知
っ
た
の
は
ウ
ィ
ー

ン
の
国
立
神
学
校
コ
ン
ヴ
ィ
ク
ト
に
入
学
し

た
11
歳
の
と
き
、

1
8
0
8
年
の
こ
と
だ

っ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
郊
外
で
小
さ
な
私
熟
を
営
む
僕

の
父
は
、
毎
晩
ベ
ッ
ド
に
入
る
前
に
チ
ェ
ロ

を
1
曲
弾
い
て
神
に
感
謝
を
捧
げ
る
よ
う
な
、

音
楽
大
好
き
人
間
だ
っ
た
。
そ
ん
な
父
の
も

と
、
兄
た
ち
も
僕
も
、
気
が
つ
く
と
楽
器
を

手
に
し
て
い
た
。
僕
の
進
歩
が
速
か
っ
た
の
で
、

父
は
僕
に
よ
り
良
い
音
楽
教
育
の
機
会
を
与

え
た
い
と
考
え
た
ら
し
い
。

そ
ん
な
と
き
、
コ
ン
ヴ
ィ
ク
ト
の
生
徒
募

コ
ン
ヴ
ィ
ク
ト
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
を
知
る

集
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
父
は
、
ぽ
く
に

試
験
を
受
け
さ
せ
た
。
入
学
で
き
れ
ば
、
学

費
か
ら
衣
食
住
ま
で
す
べ
て
官
費
で
面
倒
を

見
て
い
た
だ
け
る
。
僕
は
運
よ
く
、

3
名
の

合
格
者
の

1
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

コ
ン
ヴ
ィ
ク
ト
は
全
寮
制
だ
っ
た
。
親
元
を

離
れ
た
の
は
寂
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
音
楽
を

存
分
に
勉
強
で
き
て
僕
は
幸
せ
だ
っ
た
。
肩

え

ん

び

章
の
つ
い
た
黒
の
燕
尾
服
に
チ
ョ
ッ
キ
、
白
の

乗
馬
ズ
ボ
ン
に
プ
ー
ツ
と
い
う
制
服
も
誇
ら

し
か

っ
た
。

コ
ン
ヴ
ィ
ク
ト
に
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
あ
っ

た
。
新
入
り
の
僕
は
第
1
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

一

番
後
ろ
の
席
だ
っ
た
が
、

1
年
後
に
は
最
前

列
に
座
る
こ
と
が
で
き
た
。
演
奏
曲
目
は
宮

廷
オ
ペ
ラ
作
曲
家
の
ヴ
ァ
イ
ク
ル
や
、
宮
廷

文萩谷由喜子◎音楽評論家
text by Yukiko Hagiya 

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
逝
去
し
た
翌

1
8
2
8
年
に

亡
く
な
っ
て
い
る
。
享
年

31
0

共
に
ウ
ィ
ー
ン
に
住
み
な
が
ら
、

濃
密
な
接
点
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

と
は
い
え
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
創
作
時
期
は

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
後
期
と
重
な
っ
て
い
る
。

後
輩
の
彼
が
、
同
じ
街
で
敬
愛
さ
れ
て
い
る
巨
匠
と
そ
の
仕
事
を

意
識
し
な
か
っ
た
わ
け
は
な
い
。

確
実
な
事
実
に
基
づ
い
て
、
愛
す
べ
き
フ
ラ
ン
ツ
に

楽
聖
へ
の
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
こ
う
。

圃
じ
街
に
住
む

そ
の
人
は
遥
か

遠
く
て
輝
き
…

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
あ
と
で
、

い
っ
た
ん
ど
ん
な
曲
が
…
…

1827年の
フランツ・シューベルト

ー
シ
ュ
ー
ペ
ル
ト
、
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
語
る
ー

作
曲
家
の
コ
ジ
ュ
ロ
フ
の
作
品
、
そ
れ
に
ハ
イ

ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
の
交
響
曲
も
と
り
あ
げ

た
。
そ
し
て
あ
る
日
、

「
こ
の
人
は
今
、
も
っ
と
も
有
望
な
交
響
曲

作
曲
家
だ
よ
」

指
揮
者
の
ヴ
ェ
ン
ツ
ェ
ル
・
ル
ジ
チ
ュ
カ
教

授
が
言
わ
れ
て
、
み
ん
な
に
配
っ
て
く
だ
さ
っ

は

つ
ら
っ

た
の
は
二
長
調
（
第
2
番
）
の
溌
溺
と
し
た

交
評

lla
の
譜
面
で
、
そ
の
書
き
手
こ
そ
、
ぽ

く
の
憧
れ
の
人
と
な
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
先
生

だ
っ
た
。

主
音
の
二
音
の

5
オ
ク
タ
ー
ヴ
に
わ
た
る

全
合
奏
か
ら
始
ま
る
こ
の
曲
は
、
長
大
な
序

奏
そ
れ
自
体
が
ソ
ナ
タ
形
式
で
書
か
れ
て
い

た
。
主
部
で
は
ヴ
ィ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、
コ
ン

ト
ラ
バ
ス
が
示
す
堂
々
と
し
た
第
1
主
題
と、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
が
歌
う
行
進
訓

調
の
第
2
主
題
が
緊
密
に
絡
み
合
っ
て
い
た
。

平
和
な
情
趣
に
満
ち
た
第
2
楽
章
も
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
が
活
躍
す
る
第

4
楽
章
も
い
っ
ぺ

ん
で
好
き
に
な
っ
た
け
れ
ど
、
僕
が
あ
っ
と
驚

い
た
の
は
第
3
楽
章
だ
っ
た
。
だ
っ
て
、
ハ
イ

ド
ン
も
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
も
第
3
楽
章
に
は
メ
ヌ

エ
ッ
ト
を
置
い
て
い
る
の
に
、
こ
の
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
先
生
は
「
ス
ケ
ル
ツ
ォ
」
と
題
し
た
、

気
ぜ
わ
し
く
ど
こ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
、
生
き
生

き
と
し
た
音
楽
を
書
い
て
い
た
か
ら
だ
。

な
ん
て
豊
か
な
発
想
な
ん
だ
ろ
う
。
す
べ

て
の
音
符
が
炭
を
得
て
、

音
楽
を
前
へ
前
へ

と
進
め
て
い
る
。
僕
も
こ
う
い
う
交
評
曲
が

書
け
た
ら
い
い
な
、
と
、
体
が
熱
く
な
っ
た
。

僕
は
家
に
い
た
時
か
ら
曲
を
書
い
て
い
た
。

コ
ン
ヴ
ィ
ク
ト
で
も
思
い
つ
く
ま
ま
に
五
線
紙

響
を
受
け
、
少
し
で
も
先
生
に
近
づ
き
た
い

と
願
っ
て
書
い
た
の
は

「
八
重
奏
曲
」
だ
っ
た
。

お
察
し
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
先
生
が

1
8
0
0
年
に
完
成
さ
せ
同
年
に

初
演
さ
れ
た
「
七
重
奏
仙
」
を
規
範
と
し
て

い
る
。
先
生
は
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
、
フ
ァ

ゴ
ッ
ト
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、

コ
ン
ト
ラ
バ
ス
と
い
う
編
成
で

6
つ
の
楽
京
か

ら
な
る
あ
の
名
鼎
を
書
き
、
た
い
へ
ん
な
評

判
を
と
ら
れ
た
。

僕
も
い
つ
か
は
あ
の
よ
う
な
作
品
が
書
け

た
ら
、
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る

H
、
そ

の
チ
ャ
ン
ス
が
来
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
先
生

と
深
い
縁
の
あ
る
ル
ド
ル
フ
大
公
の
侍
従
長

ト
ロ
イ
ヤ
ー
伯
爵
が
僕
に
、
あ
の
名
作
に
匹

敵
す
る
よ
う
な
作
品
を
、
と
注
文
し
て
く
だ

さ
っ
た
の
だ
。
僕
が
ど
ん
な
に
嬉
し
か
っ
た
か
、

想
像
し
て
欲
し
い
。
僕
は
お
こ
が
ま
し
く
も
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を

2
部
に
し
、
楽
章
数
は
同

じ
6
楽
章
と
し
て

1
8
2
4
年
に
「
八
重
奏

曲
」
を
書
き
上
げ
た
。

に
ペ
ン
を
走
ら
せ
た
。
で
も
、
高
価
な
五
線

紙
は
な
か
な
か
買
え
な
い
。
そ
ん
な
ぽ
く
に
、

い
つ
も
気
前
よ
く
、
上
等
の
五
線
紙
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
の
は
、

8
歳
も
年
上
の

友
人
シ
ュ
パ
ウ
ン
だ
っ
た
。

あ
る
日
、
僕
は
、
も
う
誰
も
い
な
く
な
っ
た

放
課
後
の
教
室
で
、
シ
ュ
パ
ウ
ン
に
買
っ
て
も

ら
っ
た
五
線
紙
を
夢
中
に
な
っ
て
埋
め
て
い
た
。

あ
ま
り
に
熱
中
し
て
い
た
の
で
、
い
つ
の
ま
に

か
、
傍
ら
に
誰
か
が
立
っ
て
ほ
く
の
手
元
を

の
ぞ
き
こ
ん
で
い
る
の
に
気
づ
か
な
か
っ
た
。

「
ほ
ほ
う
、
な
か
な
か
よ
く
書
け
て
い
る

じ
ゃ
な
い
か
」

ふ
い
に
声
を
掛
け
ら
れ
て
、
ぼ
く
は
飛
び

上
が
っ
た
。
ル
ジ
チ
ュ
カ
教
授
だ
っ
た
。
僕
は

真
っ
赤
に
な
り
、
思
わ
ず
手
で
五
線
紙
を
覆
っ

こ
。
t
 「恥
ず
か
し
が
る
こ
と
は
な
い
。
君
は
作
曲

が
で
き
る
の
だ
ね
」

「
い
え
、
あ
の
、
ほ
、
ほ
ん
の
少
し
で
す
」

僕
は
こ
う
答
え
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
。
で
も
、
こ
れ
だ
け
は
言
わ
な
け
れ
ば
、
と

思
い
｀
蚊
の
な
く
よ
う
な
声
で
付
け
加
え
た
。

「
で
、
で
も
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
先
生
の
あ

と
で
…
…
い

っ
た
い
、
ど
ん
な
曲
が
作
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
？
」

ル
ジ
チ
ュ
カ
教
授
は
驚
い
た
よ
う
す
だ
っ
た

が
、
温
か
く
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
よ
。
作
曲
が
好
き
な

ら
こ
れ
か
ら
も
書
き
な
さ
い
。
わ
た
し
が
み

は
軍
い
病
の
床
に
就
か
れ
た
。
僕
は
そ
れ
ま

で
、
遠
く
か
ら
先
生
の
背
を
仰
ぎ
見
る
だ
け

で
一
度
も
お
会
い
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

し
ら

こ
の
報
せ
に
接
し
、
勇
気
を
振
り
絞
っ
て
知

人
に
案
内
を
頼
み
、
病
床
の
先
生
を
見
舞
っ

た
。
た
し
か
、

3
月
19
日
の
こ
と
だ

っ
た
と
思

う
。
先
生
は
そ
の
何

H
か
前
に
僕
の
歌
曲
の

譜
面
を
ご
買
に
な
ら
れ
て
褒
め
て
く
だ
さ
っ

た
、
と
お
弟
子
の
方
に
う
か
が
っ
た
。
こ
れ
が

僕
の
、
先
生
と
の
た
だ
一
度
の
出
会
い
と
な
っ

こ
。
t
 3月
2
6
H、
先
生
は
永
遠
の
旅
路
に
就
かたい

れ
た
。

2
9
H
の
葬
儀
で
は
、
僕
は

36
人
の
松

ま
つ明
持
ち
の

一
人
と
し
て
ヴ
ェ
ー
リ
ン
グ
墓
地
ま

で
葬
列
に
同
行
し
た
。

そ
の
あ
と
、
仲
間
た
ち
と
酒
場
で
酒
を
酌

み
交
わ
し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
先
生
の
冥
福
を

祈
っ
た
。
そ
の
と
き
、
僕
は
悲
し
み
の
あ
ま
り
、

泣
き
な
が
ら
叫
ん
だ
。

「
わ
れ
わ
れ
の
中
で
、
こ
の
次
に
逝
く
者
の

さ
か
ず
き

た
め
に
こ
の
盃
を
1
・」

僕
は
も
し
か
し
た
ら
、
そ
れ
が
自
分
で
あ

る
こ
と
を
予
感
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

翌
1
8
2
8
年

11
月
19
日
、
僕
は
敬
愛
す

る
先
生
の
も
と
に
旅
立
っ
た
。

m-
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ー
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いつもシューペルトに五線紙

をプレゼントしてくれたヨーゼ

フ・フォン・シュパウン (1788
-1865) 
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生誕250年

BEET 
使
っ
て
い
た
全
74
業
全
1
4
8
ペ
ー
ジ
の
五
線

紙
帳
（
所
有
者
G
.
A
・
ペ
ッ
タ
ー
1
8
2
8

¥
6
8
の
名
前
に
由
来
）
の
第
69
ー
1
4
2
ペ
ー

ジ
ま
で
に
、
第
1
楽
章
か
ら
第
4
楽
章
の
主

要
楽
想
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
帳
で

興
味
深
い
の
は
、
交
評
鼎
第
8
番
と
な
る
ス

ケ
ッ
チ
が
初
期
段
階
で
は
「
ピ
ア
ノ
協
奏
仙
」

と
し
て
の
発
想
か
ら
出
発
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
だ
。

さ
て
、
「
3
曲
の
新
し
い
交
秤
曲
」
と
手
紙

お
ぼ

で
言

っ
て
い
る

3
曲
目
の
作
品
と
思
し
き
ス

ケ
ッ
チ
は
、
可
能
性
と
し
て
は
ほ
ん
の

一
瞬
現

れ
て
、
す
ぐ
消
え
て
い
る
。『
ペ
ッ
タ
ー
・ス
ケ
ッ

チ
帳
』
第
45
菓
の
表
ペ
ー
ジ
、
つ
ま
り
第
89

ペ
ー
ジ
に
「
二
短
調
」
の
交
押
曲
と
推
察
さ

れ
る
ご
く
短
い
ス
ケ
ッ
チ
が
見
ら
れ
る
が
、
そ

れ
以
上
の
発
展
は
な
い
。
従
っ
て
、

1
8
1
2

年
夏
以
降
に
交
響
鼎
第
8
番
の
作
曲
を
進
め

る
う
ち
に
、
こ
れ
に
続
く
「
3
番
目
」
の
交

評
曲
を
作
曲
す
る
意
図
は
失
わ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
、
気
に
な
る
の
は
、
わ
ず

か
の
ス
ケ
ッ
チ
楽
想
が
、
全
く
異
な
る
音
形

は
別
と
し
て
も
、
7
年
後
に
着
想
す
る

《第
九
》

と
同
じ
「
二
短
調
」
で
あ
る
こ
と
だ
。

結
果
的
に
《
第
九
》
に
使
わ
れ
る

ス
ケ
ッ
チ
の
出
現

~

1
8
1
5
¥
19年

そ
き
＊
う

結
果
か
ら
遡
及
す
れ
ば
、

《第
九
》
の
ス
ケ

ル
ツ
ォ
楽
章
や
第
1
楽
章
に
見
ら
れ
る
素
材

の
ス
ケ
ッ
チ
は
散
発
的
に
で
は
あ
る
が
、

1
8

1
5
年
以
降
に
他
の
作
品
の
ス
ケ
ッ
チ
の
隙

間
に
思
い
出
し
た
よ
う
に
現
れ
て
く
る
の
だ

が
、
そ
の
時
点
で
は
海
の
も
の
と
も
山
の
も

シラーの原詩は18世紀啓蒙思想を根底に置きながらも、友愛や兄弟愛や崇高

な理念などが謳われていて、 《第九》誕生までに、シューベルトほか40人以上も

の作曲家たちがそうした歌曲や合唱曲として作曲していたが、ベートーヴェン1人

だけが「共和主義」と「世界平和」を祈念するようなメッセージとして仕立てたのだ。

の
と
も
つ
か
ず
、
ま
し
て
や
交
押
曲
の
構
想

と
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
交
評
曲

を
作
鼎
し
よ
う
と
い
う
立
識
が
再
び
起
き
て

く
る
の
は
、
恐
ら
く
17
年
6
月
9
日
付
の
ロ

ン
ド
ン
か
ら
届
い
た
1
通
の
手
紙
が
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

1
8
1
3
年
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
住
み
、
今
や

ロ
ン
ド
ン

・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
協
会
の
理
事

の
ひ
と
り
と
な
っ
て
い
た
、
か
つ
て
の
ピ
ア
ノ

の
弟
子
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
リ
ー
ス

(
1
7

8
4
¥
1
8
3
8
)
か
ら
の
手
紙
で
あ
っ
た

(
B
B
1
1
2
9
)。
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
協
会

の
代
弁
者
と
し
て
の
リ
ー
ス
か
ら
、
ベ
ー
ト
ー

し
ょ
う
へ
い

ヴ
ェ
ン
の
イ
ギ
リ
ス
招
聘
に
関
す
る
内
容
で

あ
っ
た
。
金
貨
3
0
0
ギ
ニ
ー
と
い
う
高
額
の

報
酬
が
呈
示
さ
れ
た
う
え
で
次
の

3
つ
の
契

約
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

①
次
の
冬
の
演
奏
会
シ
ー
ズ
ン
に
ロ
ン
ド
ン

を
来
訪
し
て
ほ
し
い
。

②
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
協
会
の
た
め
に
2
鼎
の

大
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を
作
曲
し
て
ほ
し
い
、
こ

の
作
品
の
所
有
権
は
当
協
会
の
も
の
と
す

る
。

③
2
月
末
に
始
ま
り
6
月
前
半
ま
で
続
く
当

協
会
の

8
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
前
及
び
こ

の
期
間
中
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
ど
ん
な
ほ
か
の

演
奏
会
に
も
大
編
成
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
作
品

を
作
訓
提
供
し
た
り
、
そ
れ
を
自
ら
指
揮

し
た
り
し
な
い
こ
と
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
難
敬

す
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
ス
マ
ー
ト
卿
に
会
え
る
こ

と
や
ニ
ー
ト
や
リ
ー
ス
と
い
う
旧
知
の
友
と

「第九上こインスピレーショ

ンを受けた芸術は後世、

少なくないが、グスタフ・

クリムトの壁画 「ペートー

ヴェン・フリーズ」はその

代表的な作品の一つ。

1902年の第14回ウィー
ン分離派展示会のため

に制作された

交響曲第9番

文平野昭◎音楽学 ・評論家

text by Akiro Hirano 

ペートーヴェンが尊敬した英国の友人、 ジョージ・スマー

ト卿(1776-1867)。ヴァイオリニスト、オルガニスト、
指揮者で、ヘンデルに詳しかった。ウェーバーとも親しく、

彼がロンドンで客死したのはスマートの家だった

1
8
1
2
年
5
月

(
2
5
H
頃
）
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
ブ
ラ
イ
ト
コ
ッ
プ

フ
・
ウ
ン
ト

・
ヘ
ル
テ
ル
社
に
宛
て
た
作
品
出

版
交
渉
の
手
紙
で
、
「
3
曲
の
新
し
い
交
評
曲

を
古
い
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
1

曲
は
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
削
場
の
た
め
の
音
楽
も
書
き
あ

が
っ
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
（
『
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン

書
簡
全
集

(
B
e
e
t
h
o
v
e
n
Briefe)
』

第
2
巻
2
6
3
ペ
ー
ジ、

B
B
5
7
7
)
。

ち
ょ
う
ど
ナ
ポ
レ
オ
ン
が

60
万
と
も
70
万

と
も
い
わ
れ
る
大
軍
で
ネ
マ
ン
（
ネ
ー
メ
ン
）

川
を
渡
河
し
、
モ
ス
ク
ワ
に
侵
攻
し
よ
う
と

し
て
い
た
こ
ろ
の
話
だ
。
も
う
手
紙
で
す
で

に
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
言

っ
て
い
る
の
は

「
交
評
仙
第
7
番
」
の
こ
と
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
か

ら
依
頼
の
作
品
は
ペ
シ
ュ
ト
に
新
設
さ
れ
た

こ
＂
，ら

ド
イ
ツ
劇
場
柿
落
と
し
公
演
の
た
め
の
祝
典

再
会
す
る
こ
と
を
喜
び
な
が
ら
、
こ
の
招
聘

を
承
諾
し
た
い
と
い
う
返
事
を
ち
ょ
う
ど
ひ

と
月
後
の

7
月
9
日
に
書
い
て
い
る

(
B
B

1
1
4
 o)。

た
だ但
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
こ
の
手
紙
で
契

約
内
容
に
つ
い
て
の
希
望
を
箇
条
書
き
で

7

項
目
挙
げ
て
い
る
。

①
私
は
遅
く
と
も
1
8
1
8
年
1
月
前
半
に

は
ロ
ン
ド
ン
に
参
り
ま
す
。

②
2
仙
の
大
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
は
、

全
く
新
し
く

作
仙
す
る
も
の
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
完

成
さ
せ
ま
す
し
、
そ
の
所
有
権
は
協
会
が

持
ち
続
け
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。

③
そ
の
作
品
所
有
権
に
対
し
て
協
会
は
私
に

3
0
0
ギ
ニ
ー
と
旅
牝
1
0
0
ギ
ニ
ー
、
こ

れ
は
か
な
り
高
額
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う

が
、
私
に
は
同
伴
者
を
連
れ
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
あ
る
か
ら
で
す
。

こ
の
他
に
ロ
ン
ド
ン
で
収
益
に
つ
な
が
る
演

奏
会
の
開
催
の
許
諾
と
支
援
な
ど
に
つ
い
て

記
し
て
い
る
。
協
会
側
が
報
酬
の
増
額
や
旅

23 MOSTLY cuss1c 

ベートーヴェンが「第九」を捧げる人物として考えたのが、まずロシア皇帝、

アレクサンドル1世(1777-1825、写真右）。だが1825年暮れに急逝し

たため、プロイセン王のフリードリヒ•ヴィルヘルム3世 (1770-1840、左）
に献呈することになった。2人ともナポレオン時代を経験した君主という

こともあり、保守反動的な存在だったが・・・

3
つ
の
新
し
い
交
響
曲
構
想

1
8
1
2
年

劇

《
ア
テ
ネ
の
廃
墟
》
伽
（
作
品
）

1
1
3
と

《
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
王
》
⑳
1
1
7
で
あ
り
、
す

で
に
1
8
1
1
年
夏
ま
で
に
仕
上
げ
て
い
た
。

そ
の
直
後
、

1
8
1
1
年
の
9
月
か
ら
作
曲

に
取
り
か
か
っ
て
い
た
交
評
曲
第
7
番
を
、

12

年
4
月
ま
で
に
お
お
む
ね
完
成
さ
せ
て
い
た
。

そ
の
後
も
細
部
の
手
直
し
は
続
く
が
、
自
筆

ス
コ
ア
に
「
1
8
1
2
年
4
月
13
日
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、

5
月
下
旬
の
手
紙
で
完
成
し
て

い
る
と
い
っ
て
い
る
の
が
交
響
曲
第
7
番
で
あ

る
の
は
間
違
い
な
い
。

こ
こ
で
言
う
2
曲
目
の
交
特
曲
と
な
る
「
第

8
番
」
の
作
曲
も
1
8
1
2
年
の
春
か
ら
進

め
ら
れ
て
い
て
、
現
存
す
る
自
錐
ス
コ
ア
に
は

「
リ
ン
ツ
、

1
8
1
2
年

10
月
」
と
い
う
記
入

が
見
ら
れ
る
。
5
月
段
階
で
は
ま
だ
ま
だ
全

容
は
現
れ
て
こ
な
い
が
、
第
1
楽
章
の
ス
ケ
ッ

チ
は
か
な
り
進
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

交
欝
曲
第
8
番
の
創
作
プ
ロ
セ
ス
は

「ペ
ッ

タ
ー・

ス
ケ
ッ
チ
帳
』
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
1
8
1
1
年
9
月
か
ら
12
年
12
月
ま
で

費
滞
在
費
の
要
求
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
こ

と
も
原
因
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ロ
ン
ド
ン

行
き
の
計
画
は

1
8
1
9
年
1
月
、
さ
ら
に

は
20
年
初
頭
に
も
再
燃
し
た
の
だ
が
、
結
局

渡
英
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
大
き
な
理
由
は

お
そ
ら
く
難
聴
と
健
康
と
体
力
的
な
事
情
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。
か
つ
て
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や
ハ

イ
ド
ン
を
熱
狂
的
に
受
け
入
れ
た
憧
れ
の
イ

ギ
リ
ス
ヘ
の
旅
は
生
涯
実
現
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

1
8
1
8
年、

19
年
の
ス
ケ
ッ
チ
に
も

《第

九
》
で
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
素
材
が
散
見

さ
れ
る
が
、

ま
と
ま
っ
た
形
で
ス
ケ
ッ
チ
の
進

展
が
見
ら
れ
る
の
は

『
ア
ル
タ
リ
ア
2
0
1
』

と

『エ
ン
ゲ
ル
マ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
22
年
初
頭

か
ら
23
年
初
頭
ま
で
使
っ
て
い
た
ス
ケ
ッ
チ

帳
に
な
っ
て
か
ら
で
、
ス
ケ
ッ
チ
の
開
始
時
期

（
＇
 

,;• 

＼
《
ミ
サ
・
ソ
レ
ム
ニ
ス
》
と
の
ベ
ア
作
品
と
見
る
こ
と
で
、

見
え
て
く
る
も
の
と
は
ー

第

冗
は
交
響
曲
な
の
か
？
・

創
作
意
図
と
意
義
は
ど
こ
に
？
・

1818年のペートー
d ヴェン（アウグスト・

'; クレーパ＿画）。

■ DATA 
交響曲第9番
ニ短調作品125《合唱付き》
作曲：1818、22-24年

初演： 1824年5月7日、

ウィーン・ケルントナートーア劇場。

ミヒャエル•ウムラウフ、ルートヴィ ヒ・ヴァン・ペー
トーヴェン （指揮）、ケルン トナート—ア・ハウス
管弦楽団、ウィーン楽友協会合唱団、ヘンリエッ

テ ゾンターク（ソプラノ）、カロリーネ・ウンガー

（アルト）、アントン ・ハイツィンガー（テノール）、

ヨーゼフ・ザイベルト（バス）

出版 1826年、ショット社
献呈：ブロイセン玉

フリードリヒ・ヴィルヘルム3世
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は
22
年
10
月
こ
ろ
と
考
え
て
良
い
。

つ
ま
り
、

3
年
以
上
に
わ
た
っ
て
作
曲
し

て
き
た

《
ミ
サ
・
ソ
レ
ム
ニ
ス
》
の
終
着
点
に

め

ど
目
処
が
立
っ
た
こ
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
約
束
で

あ
る
交
評
血
に
も
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

シ
ラ
ー
の
頌
詩

『歓
喜
に
寄
す
』
と

交
響
曲
と
の
合
体
構
想

~

1
8
2
2
¥
2
3年

し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

残
し
た
1
8
1
8
年
の
メ
モ
が
あ
る
。
こ
の
年

《
ハ
ン
マ
ー
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
》
ソ
ナ
タ
を
完
成

さ
せ
た
後
に
「
二
短
調
」
交
押

lm
の
第
1
楽

章
の
た
め
の
い
く
つ
か
の
ス
ケ
ッ
チ
を
書
き
、

さ
ら
に
他
の
楽
章
の
た
め
の
楽
想
も
現
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の

「
二
短
調
」
の
交
評
曲
の

他
に
「
ア
ダ
ー
ジ
ョ
の
カ
ン
テ
ィ
ー
ク
（
聖
歌
）

け
い
け
ん

＼
古
い
旋
法
に
よ
る
交
響
曲
に
敬
虔
な
歌
、

神
よ
、
我
ら
御
身
を
讃
え
奉
ら
ん
＼
ア
レ
ル

ヤ
」
と
い
っ
た
、
教
会
旋
法
に
よ
る
声
楽
付

き
の
交
特
曲
の
ア
イ
デ
ア
が
文
字
で
残
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
メ
モ
は
宗
教
的
な
性
格
と
い
う
こ
と

で
は

《
ミ
サ
・
ソ
レ
ム
ニ
ス
》
に
も
通
じ
る

と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
の
古
い
旋
法
に
よ
る

交
縛
曲
の
構
想
は
無
く
な
り
、
声
楽
付
き
の

交
評
仙
と
い
う
ア
イ
デ
ア
が
「
二
短
調
」
交

評
曲
と
合
体
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
1
8
2
3
年
に
な
っ
て
か
ら

● DISC 

クラウディ・アバド（指揮）

ペルリン・フィル

スウェーデン放送合唱団、エリック • エリクソン
室内合唱団、カリタ・マッティラ（ソプラノ）、ヴィ
オレッタ• ウルマーナ （メゾ•ソプラノ）、 トーマス・
モーザー（テノール）、 トーマス・クヴァストホフ

（バス）
収録 ・2000年
（ユニバーサル） UCCG-51005※DG原盤

サイモン・ラトル（指揮）

ウイーン・フィル

バーミンガム市交響楽団合唱団、バーバラ・ポニー
（ソブラノ）、ピルギット・レンメルト（コントラルト）、
カート• ストレイト（テノール）、 トーマス・ハンプ
ソン（バリトン）
収録： 2002年
（ワーナー） WPCS-51113※EMI原盤

ヘルペルト・フォン・カラヤン（指揮）

ペルリン・フィル

ウィーン楽友協会合唱団、アンナ ・トモワ＝シン
トウ（ソプラノ）、アグネス・バルツァ（メゾ • ソプ
ラノ）、ペーター •シュライアー（テノール）、 ジョゼ
ヴァン・ダム（バリトン）
収録： 1976, 77年
(DG) 4776325※輸入盤

ダニエル・バレンポイム（指揮）

シュターツカベレ・ペルリン

ペルリン国立歌劇場合唱団、アレッサンドラ •マー
ク（ソプラノ）、イリス・フェルミリオン（メゾ・ソ
プラノ）、ジークフリート •イェルザレム（テノール）、
ファルク・シュトルックマン（バリトン）
収録 ：1992年
（ワーナー） WPCS-21004※Apex原盤

。感`
""'"""ヽ. () 
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の
こ
と
で
、
「
二
短
調
」
交
牌
鼎
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
は
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
純
粋
な
器
楽
に
よ
る

終
楽
章
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
。

ふ
た
つ
の
二
長
調
作
品

《
ミ
サ

・
ソ
レ
ム
ニ
ス
》
と
《
第
九
》
は

セ
ッ
ト
作
品

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
最
も
身
分
の
高
い
パ
ト

ロ
ン
で
あ
り
、
唯

一
の
作
仙
の
弟
子
で
も
あ
っ

た
ル
ド
ル
フ
大
公
が
オ
ル
ミ
ュ

ッ
ツ
（
現
オ
ロ

モ
ウ
ツ
）
大
司
教
に
就
任
す
る
に
際
し
て
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
ら
作
曲
を
申
し
出
た
盛
俵
式

典
用
の

《
ミ
サ
・
ソ
レ
ム
ニ
ス
》
の
自
筆
譜
第

1
ペ
ー
ジ
に
は
「
心
よ
り
出
で
、
願
わ
く
ば
、

再
び
人
の
心
に
至
ら
ん
こ
と
を
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

こ
こ
に
は
人
間

一
人
ひ
と
り
の
心
の
平
安
や

相
互
の
思
い
や
り
が
祈
念
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

か
か

に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
ミ
サ
曲
の
最
終
章

「
ア

ニ
ュ
ス

・
デ
イ
」
の
後
半
「
ド
ナ

・
ノ
ー
ビ
ス
・

パ
ー
チ
ェ
ム
（
わ
れ
ら
に
平
和
を
与
え
給
え
）
」

（第
96
小
節
以
降
）
に
は
ド
イ
ツ
語
で
「
内
な

る
平
和
と
外
な
る
平
和
へ
の
祈
り
Bitte

um 

i
n
n
e
r
n
 u
n
d
 n
 us
s
e
r
n
 F
r
i
e
d
e
n
」
と
記
さ

れ
て
い
る
の
だ
が
、
第
1
6
4
小
節
か
ら
テ
ィ

ン
パ
ニ
が
行
進
曲
調
の
リ
ズ
ム
を
静
か
に
打

つ
中
に
第
1
7
0
小
節
か
ら
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
2

管
が
戦
闘
的
軍
楽
を
評
か
せ
る
。

激
し
い
怒
り
に
も
似
た
音
楽
の
後
に
再
び

増
強
さ
れ
た
軍
楽
が
第
2
3
5
小
節
以
降
に

鳴
り
評
く
。
平
和
へ
の
祈
り
の
背
景
に
戦
闘

が
あ
る
の
で
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
敢
て

「
内
な
る
平
和
と
外
な
る
平
和
」
と
記
し
た
意

味
は
こ
こ
に
あ
る
。

一
方
、
シ
ラ
ー
の
頌
詩

「歓
喜
に
寄
す
』
か

ら
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
選
択
し
て
、
原
詩
を
並

び
替
え
て
ま
で
使
っ
た
歌
詞
内
容
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
は

「歓
喜
と
博
愛
と
自
然
崇
拝
と

創
造
主
」
で
あ
っ
て
、
総
合
的
に
考
え
れ
ば
「
共

和
キ
義
」
と
「
世
界
平
和
」
（
つ
ま
り
、
外
な

る
平
和
）
で
あ
る
。

シ
ラ
ー
の
頌
詩
は
1
7
8
6
年
に
シ
ラ
ー

の
中
宰
す
る
同
人
誌

「ラ
イ
ン
の
タ
ー
リ
ア
j

第
2
号
巻
頭
に
、
友
人
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・

ケ
ル
ナ
ー
に
よ
る
付
曲
楽
譜
付
き
で
発
表
さ

れ
た
も
の
だ
。
頌
詩
は
全
9
節
か
ら
な
り
、

各
節
は
8
行
の
詩
節
と
4
行
の
応
答
句
（
コ
ー

ラ
ス
）
に
よ
る

12
行
か
ら
な
り
、

9
節
全
体

で
は

1
0
8
行
と
な
る
の
だ
が
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
が

《
第
九
》
で
用
い
た
の
は

36
行
だ

け
な
の
で
あ
る
。

し
か
も
第
1
節
か
ら
第
3
節
ま
で
の
詩
節

8
行
を
順
次
並
べ
、
そ
の
あ
と
に
第
4
節
の

コ
ー
ラ
ス

4
行
、
第
1
節
の
コ
ー
ラ
ス

4
行、

最
後
に
第
3
節
の
コ
ー
ラ
ス

4
行
を
続
け
て

い
る
。
従
っ
て
、
本
来
あ
る
べ
き
第
2
節
の
コ
ー

ラ
ス
は
使
わ
れ
ず
、
第
4
節
の
詩
節
8
行
も

使
わ
れ
て
い
な
い
の
だ
。

シ
ラ
ー
の
原
詩
は

18
世
紀
啓
蒙
思
想
を
根

底
に
置
き
な
が
ら
も
、
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
集

会
と
か
結
婚
式
披
露
宴
の
酒
盛
り
歌
（
ト
リ

ン
ク
・
リ
ー
ト
）
に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
友
愛
や

う
た

兄
弟
愛
や
崇
高
な
理
念
な
ど
が
謳
わ
れ
て
い

て、

《
第
九
》
誕
生
ま
で
に
40
人
以
上
も
の
作

曲
家
た
ち
が
（
シ
ュ

ー
ベ
ル
ト
も
そ
の

1
人）

そ
う
し
た
歌
曲
や
合
唱
曲
と
し
て
作
曲
し
て

い
た
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

1
人
だ
け
が
「
共

和
主
義
」
と
「
世
界
平
和
」
を
祈
念
す
る
よ

う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
仕
立
て
た
の
だ
。
5
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シラーの頌詩 『歓喜に寄す "Andie Freude''.』より

儘：平野 II({)

墳 II I:】

0 Freunde , nicht diese Tone ! 
Sondern laBt uns angenehmere anstimmen , 

und freudenvollere . 
(Beethoven) 

【第1節：，l-t節】

Freude, schoner Gotterfunken, 
Tochter aus Elysium, 

Wir betreten feuertrunken 
Himmlische, dein Heiligtum ! 
Deine Zauber binden wieder, 

was die Mode streng geteilt; 
Alle Menschen werden Bruder, 

wo dein sanfter Fliigel weilt. 
【第2節：詩節】

Wern der groBe Wurf gelungen, 
eines Freundes Freund zu sein; 
Wer ein holdes Weib errungen, 
mische seinen Jubel ein ! 

Ja,wer auch nur eine Seele 
sein nennt auf dem Erdenrund ! 
Und wer's nie gekonnt, der stehle 

weinend sich aus diesem Bund ! 
【第3節：，l.f節】

Freude trinken a11e Wesen 

An den Briisten der Natur, 
Alie Guten, alle Bosen 
folgen ihrer Rosenspur. 

KiiBe gab sie uns und Reben, 

einen Freund, gepriift im Tod. 
Wollust ward dem Wurm gegeben, 
und der Cherub steht vor Gott. 

【第4節 ：コーラス】

Froh, wie seine Sonnen fliegen, 
<lurch des Himmels prachtgen Plan, 
Laufet, Bruder, eure Bahn, 

freudig wie ein Held zum siegen. 

【第 1節：コーラス】

Seirl 11msr.hhmgen Millionen ! 

Diesen KuB der ganzen Welt ! 
Bruder ! iiberm Sternenzelt 
muB ein lieber Yater wohnen. 

【第3節：コーラス】

Ihr stiirzt nieder, Millionen ? 

Ahnest du den Schopfer, Welt ? 
Such'ihn iiberm Sternenzelt ! 

Uber Stemen muf3 er wohnen. 

おお、友よ、これらの調べではない！

もっと快い調べをともに歌おうではなか、

もっと嘉びあふれる調べを。

（ベートーヴェン）

さら

~·::: びよ、 美しい神々の灼めきよ、
エリ ジオン（楽園）の娘よ、

われら炎に酔いしれ、

犬 卜なるものよ、あなたの神殿に人り奉る ！

あなたの不思議な）Jが再び結びつける、

litの仕＇！わしが厳しく分け I堀てていたものを。
すべての人々が兄弟となる、

あなたの俊しい製の憩うところで。

大きな賜物に恵まれ、

ひとりの友の友となりえた者は

俊しい妻をかちえた者は

歓 ~'J,の声に加わるが良い！

そう、また、ただのひとりでも

この地ヒに友と呼べる者がいる者も！

だが、それを成しえなかった者は、そっと

涙を流してこの集まりから去るがよい！

生きとし生けるものすべては

自然の乳房から歓喜を飲み、

すべての善なる者、すべての應なる者も

そのバラの花道をたどる。

歓喜は私たちに口づけと葡萄洒と、

死の試練にも奪われぬ一人の友を与えた。

快楽は虫けらにも与えられ、

ケルビム（智天使）は神の前に立つ。

ひしょう

楽しげに、星々が飛翔するように、

天空の壮麗な軌跡を描くように、

走れ、兄弟たちょ、お前たちの道を、

歓喜して英雄が勝利に向かうように。

抱きあえ、屯ろびとよ（百月の人々よ）！

このくちづけを全世界に！
かなた

兄弟たちよ！星空の彼方には

必ずや愛しき父が住んでいる。

ひざまずくのか、もろびとよ？

創造主の存在を予感しないのか、世界よ？

尾空の彼方に創造主を求めよ！

足々 の彼方に必ずやかれは住んでいる。
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こ
こ
で
扱
う
の
は
別
項
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
ピ
リ
オ
ド
・
ア
プ
ロ
ー
チ
が
影
響
を
及
ぽ

す
前
、
概
ね

1
9
8
0
年
代
ま
で
の
演
奏
で

あ
る
。
こ
の
曲
の
録
音
は
S
P
時
代
の
も
の

も
残
さ
れ
て
は
い
る
が
、

音
質
も
考
慇
に
入

れ
る
な
ら
ば
戦
後
の
モ
ノ
ラ
ル
録
音
か
ら
始

め
る
が
妥
当
だ
ろ
う
。

こ
の
時
代
の
名
盤
と
い
う
く
く
り
を
外
し

て
も
、

今
日
ま
で
不
滅
の
輝
き
を
放
っ
て
い
る

の
が
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
の
バ
イ
ロ
イ
ト
音

楽
祭
再
開
記
念
の

1
9
5
1
年
の
ラ
イ
ヴ
だ
。

51
年
7
月
29
日
に
バ
イ
ロ
イ
ト
祝
祭
劇
場
で

の
位
置
に
あ
る
も
の
の
、

圧
倒
的
な
説
得
力

を
も
つ
の
が
ト
ス
カ
ニ
ー
ニ
と

N
B
C
交
押
楽

ぜ
い

団
の
演
奏
だ
。一

切
の
咬
肉
を
そ
ぎ
落
と
し
、

音
楽
の
骨
格
の
み
に
し
た
趣
の
あ
る
演
奏。

こ
び

い
わ
ゆ
る
ロ
マ
ン
性
や
、
聴
き
手
に
媚
を
売
る

要
素
は
皆
無
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
と
つ
つ
き
に

く
い
演
奏
だ
が
、
そ
の
畳
み
掛
け
る
よ
う
な

語
り
口
に
は
と
に
か
く
圧
倒
さ
れ
る
。
ド
イ

ツ
的
で
は
な
い
が
、
そ
の
語
り
口
は
こ
の
上
な

＜
雄
弁
だ
。
1
9
5
2
年
の
録
音
で
古
め
か

し
さ
は
否
め
な
い
。
し
か
し
、

「第
九
」
の
演

奏
史
を
語
る
う
え
で
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な

い
デ
ィ
ス
ク
だ
。

ワ
ル
タ
ー
が
最
晩
年
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
評
と
い

れ
た

一
連
の
録
音
は、

C
D
時
代
に
入
っ
て
あ

ま
り
顧
み
ら
れ
な
い
印
象
も
あ

っ
た
が
、

最

近
、
リ
マ
ス
タ
ー
盤
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
る
な

ど
再
評
価
の
動
き
が
あ
る
。
な
に
よ
り
ロ
マ

ン
テ
ィ
ッ
ク
な
香
り
と
叙
情
味
が
涙
う
演
奏

は
こ
の
巨
匠
な
ら
で
は
。「
第
九
」
に
つ
い
て

は
第
4
楽
章
の
一
部
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
他
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
起
用
し
た
録
音
だ
が
、
違

和
感
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
声
楽
の
一
部
に
不
満

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
や
は
り
他
の
指

揮
者
か
ら
得
ら
れ
な
い
個
性
と
い
う
べ
き
だ

ろ
う
。

バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
と
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の

演
奏
は
異
質
の
僻
大
な
個
性
の
ぶ
つ
か
り
あ
い

ベ
ー
ム
は
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
と
は
、

2
つ

バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
と

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル

一
ベ
ー
ム
と

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル

収
録
さ
れ
た
こ
の
演
奏
は
、
有
無
を
言
わ
さ

ぬ
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
年
末
恒
例
の
行
事
と
な

っ
て
い

る
こ
の
作
品
の
派
奏
だ
が
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
で
は
、
特
別
の
機
会
で
の
み
取
り
上

げ
ら
れ
る
別
格
の
曲
と
い
う
位
骰
づ
け
は
今

日
で
も
変
わ

っ
て
い
な
い
。
ド
イ
ツ
語
圏
の
名

門
楽
団
が
来
日
公
演
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

交
評
曲
全
曲
演
奏
を
し
ば
し
ば
行
っ
て
い
る

の
で
誤
解
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ベ
ル
リ
ン

・フ
ィ
ル
や
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
が
定
期
演
奏

会
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
孵
曲
を
取
り
上

に
よ

っ
て
大
き
な
成
果
が
生
ま
れ
た
典
型
的
な

例
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
出
身
の
天
才
音
楽
家

は
作
血
家
、
指
揮
者
と
し
て
自
国
の
文
化
の

枠
内
で
極
め
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
。
そ

れ
が
、
ヨ
ー
ロ

ッ
バ
の
伝
統
の
最
良
の
継
承
者

で
あ
る
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
と
出
会
い
、
そ
の

特
性
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
も
、
自
ら

の
比
類
な
い
ヴ
ィ
ヴ
ィ

ッ
ド
な
感
性
を
投
影

し
、
そ
の
化
学
反
応
に
よ
っ
て
次
々
と
名
演
が

生
ま
れ
た
。
最
良
の
例
の

一
っ
が

「第
九
」
だ

ろ
う
。
包
容
力
が
大
き
く
、
人
間
性
を
感
じ

さ
せ
る
音
楽
は
こ
の
巨
匠
な
ら
で
は
だ
。

げ
る
機
会
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
な
か
で

も
「
第
九
」
は
別
格
の
存
在
だ
。

ワ
ー
グ
ナ
ー
は
1
8
7
2
年
に
バ
イ
ロ
イ

ト
に
移
住
。
祝
祭
劇
場
定
礎
式
を
行
う
。

そ

の
際
に
、
辺
境
伯
劇
場
で
の
記
念
演
奏
会
で

「
第
九
」
を
指
揮
。
そ
れ
が
バ
イ
ロ
イ
ト
音
楽

祭
で
の
節
目
の
年
に
同
作
品
を
取
り
上
げ
る

慣
習
の
始
ま
り
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

1
9

3
3年
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
の
せ
ら
れ
、
そ
の
次

が
51年
で
あ
る
。

ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
急
逝

後、

1
9
3
0年
代
よ
り
総
帥
と
な
っ
た
ヴ
ィ

ニ
フ
レ
ッ
ド
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
ア
ド
ル
フ
・
ヒ

ト
ラ
ー
に
急
接
近
し
、
バ
イ
ロ
イ
ト
音
楽
祭

の
録
音
を
残
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は

1
9
7
0

年
の
全
集
に
含
ま
れ
る
も
の
。
も
う
ひ
と
つ

が
80
年
の
最
晩
年
の
記
録
だ
。
い
ず
れ
も

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
か
ら
全
幅
の
信
頼
を
得
た

指
揮
者
が
、
そ
の
持
ち
味
を
あ
り
の
ま
ま
に

引
き
出
し
た
演
奏。

ウ
ィ
ー
ン
の

ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
様
式
を
あ
り
の
ま
ま
に
反
映
し
た

レナード・バーンスタイン
(1918-90) 

ワルター（指揮）コロンピア交響楽団

エミリア・クンダリ（ソプラノ）
ネル・ランキン（メゾ・‘ノブラノ）
アルペルト• ダ • コスタ（テノール）
ウィリアム • ウィルダーマン（バリトン）
ウエストミンスター•シンフォニック合唱団
（録音： 1959年）
（ソニー） SICC-10286 
(SACOハイブリッド）

バーンスタイン（指揮）
ウィーン・フィル

ギネス• ジョーンズ（ソプラノ）
ハンナ・シュヴァルツ（アルト）
ルネ • コロ（テノール）
クルト・モル（バス）
ウィーン国立歌劇場合唱団
（録音： 1979年）
（ユニヴァーサル） UCCG-5206 

が
第
三
帝
国
あ
げ
て
の
祝
典
に
な
っ
た
の
は

周
知
の
と
お
り
。
ヒ
ン
デ
ミ

ッ
ト
事
件
な
ど
で

当
局
と
対
立
し
な
が
ら
も
、
要
職
に
と
ど
ま
っ

た
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
は
、
戦
後
活
動
禁
止

を
命
じ
ら
れ
、

47
年
の
「
非
ナ
チ
化
」
裁
判

ま
で
活
動
を
禁
じ
ら
れ
た
。

大
戦
で
命
を
落
と
し
た
楽
員
も
少
な
く
な

く
、
収
容
所
で
没
し
た
歌
手
も
い
た
。
そ
う

し
た
暗
黒
の
歴
史
を
経
て
、
よ
う
や
く
音
楽

祭
を
開
催
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
が

1
9

5
1
年
だ
。
そ
の
演
奏
は
演
奏
に
か
か
わ
る

も
の
す
べ
て
の
思
い
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
究
極

の
一
期
一
会
の
機
会
だ
。

ま
さ
に
鬼
気
迫
る
ば
か
り
の
音
楽
。
空
前

絶
後
の
音
楽
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

筆
者
が
初
め
て
聴
い
た
の
は
中
学
1
年
の
頃
。

当
初
か
ら
こ
れ
は
た
だ
も
の
で
は
な
い
と
感

せ
ん
り
つ

じ
、
あ
る
種
の
戦
慄
を
覚
え
た
の
を
昨
日
の

事
の
よ
う
に
覚
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は

頻
繁
に
聴
い
て
聴
き
つ
ぶ
す
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
と
実
感
し
た
次
第
で
あ
る
。
そ
れ
は

今

H
ま
で
変
わ
ら
ず
、
決
し
て
「
愛
聴
」
な

ど
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
言
い
方
を
す
る
と
反
感
を
買

う
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は

B
G
M
と
し
て

聴
く
類
の
も
の
で
は
な
い
。「
足
音
入
り
」
な

ど
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
た
新
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が

出
て
も
す
ぐ
に
飛
び
つ
く
こ
と
は
な
か

っ
た
。

演
奏
ス
タ
イ
ル
と
し
て
は
今
日
と
は
か
け
離

れ
て
い
る
が
、
そ
の
存
在
感
に
は
唯

一
無
二
の

絶
対
的
な
も
の
が
あ
る
。

も
の
で
あ
る
。

1
9
7
0
年
盤
が
や
や
ド
イ
ツ
風
の
堅
固

な
面
を
持

っ
て
い
る
の
に
対
し
、

80
年
盤
は

統
率
力
に
つ
い
て
は
や
や
衰
え
た
感
も
あ
る

が
、
か
つ
て
の
厳
し
さ
に
柔
和
な
表
情
も
加

わ
り
、
す
っ
か
り
力
が
抜
け
た
自
然
な
音
楽

を
聴
か
せ
て
い
る
。
ベ
ー
ム
は
ラ
イ
ヴ
で
本
領

を
発
揮
し
た
人
で
、
セ

ッ
シ
ョ
ン
録
音
で
は
高

揚
感
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
多
く
を
望
め
な
い

が
、
純
然
た
る
ウ
ィ
ー
ン
・
ス
タ
イ
ル
に
よ
る

最
後
の
記
録
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ

ろ
う
。

カ
ラ
ヤ
ン
は
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
と
の
組
み

合
わ
せ
で

3
種
類
の
録
音
（
映
像
を
併
録
し

た
も
の
も
あ
り
）
を
残
し
て
い
る
。
い
ず
れ

じ
ょ
う
ぜ
つ

も
こ
の
帝
王
な
ら
で
は
の
饒
舌
の

一
歩
前
で

踏
み
と
ど
ま
る
絶
妙
な
語
り
口
に
よ
る
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
で
、
聴
き
手
の
心
を
つ
か
む
わ
ざ

は
こ
の
指
揮
者
な
ら
で
は
。

そ
の
中
で
は

1
つ
と
い
う
な
ら
ば
、

1
9

8
3
年
の
最
後
の
も
の
を
取
り
上
げ
た
い
。

壮
年
期
に
時
と
し
て
感
じ
ら
れ
た
作
為
的
な

と
こ
ろ
は
影
を
潜
め
、
晩
年
の
枯
淡
の
味
わ

い
が
源
う
名
演
だ
。
20
世
紀
後
半
の

「第
九
」

の
演
奏
の
典
型
と
い
う
べ
き
存
在
で
、
改
め
て

聴
き
直
す
と
、
思
わ
ず
そ
の
音
楽
に
改
め
て

ひ惹
き
こ
ま
れ
る
。
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
も
今
B

の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
的
な
物
分
か
り
の
よ

い
最
高
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
い
う
性
格
よ
り

も、

昔
な
が
ら
の
ド
イ
ツ
的
な
楽
団
と
い
う

部
分
が
際
立
っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
カ
ラ

ヤ
ン
は
そ
れ
を
意
の
ま
ま
に
操
っ
て
い
る
。

m-
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ワ
ル
タ
ー
と

コ
ロ
ン
ピ
ア
響

カ
ラ
ヤ
ン
と

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル

ブ
ル
ー
ノ
・
ワ
ル
タ
ー

(l
8
7
6
¥
1
9
6
2
)
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み
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ヘルペルト・フォン・カラヤン（指揮）

ペルリン・フィル

アンナ • トモワ＝シントウ（ソブラノ）
アグネス・バルツア（メゾ・ソプラノ）
ベーター• シュライアー（テノール）
ジョゼ• ヴァン・ダム（バス・バリトン）
ウィーン楽友協会合唱団
（録音： 1983年）
（ドイツ・グラモフォン） 4777578 

カール・ペーム（指揮）ウィ＿ン・フィル

ジェシー・ノーマン（ソプラノ）
ブリギッテファスペンダー（メゾヅブラノ）
プラシド・ドミンゴ（テノール）
ワルター・ペリー（バリトン）
（録音： 1980年）
（タワーレレコード／ユニヴァーサル） PROC-1992 
一9H
 

フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
と

バ
イ
ロ
イ
ト
祝
祭
管
弦
楽
団

ヴィルヘルム・フルトヴェングラー
(1886-1954) 

。一

フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
の
解
釈
と
は
対
極

フルトヴェングラー（指揮）

バイロイト祝祭合唱団＆管弦楽団

エリーザペト・シュヴァルッコッブ（ソブラノ）

エリーザペト・ヘンゲン（アルト）
ハンス・ホップ（テノール）
ォットー・エーデルマン（バス）
（録音 :1951年）
（ワーナー） WPCS-12895 
(SACOハイブリッド）

トスカニーニ（指揮）
NBC交響楽団
アイリ・ン・ファーレル（ソプラノ）
ナン • メリマン（メゾ• ソブラノ）
ジャン • ピアース（テノール）
ノーマン • スコット（バス）
ロバート・ショウ合唱団
（録音： 1952年）
(Sony Classical) 19075964772 

一
ト
ス
カ
ニ
ー
ニ
と

N
B
C交
響
楽
団

フルトヴェングラー指揮

バイロイト音楽祭再開記念ライヴ

「これはBGMとして聴く類の

ものではない。演炎スタイルとしては

今Hとはかけ離れているが、
その11-在感には
唯一無二の

絶対的なものがある」

アルトゥーロ・トスカニーニ
(1867-1957) 

生誕250年

BEET 

の
名

文岡本稔◎音楽評論家

text by Minoru Okamoto 

年
代まで

盤
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クリスティアン・ティーレマン
(1959-) 

ピ
リ
オ
ド
派
の
台
頭
に
、
「
お
お
友
よ
、
こ
の

よ
う
な
音
で
は
な
い
！
」
と
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を

突
き
つ
け
た
の
が
、
テ
ィ
ー
レ
マ
ン
と
ウ
ィ
ー

ン
・
フ
ィ
ル
に
よ
る

2
0
1
0
年
の
録
音
。
冒

頭
楽
章
の
空
虚
五
度
か
ら
し
て
、
す
で
に
滑

ら
か
。
悠
々
と
し
た
テ
ン
ポ
で
、
と
き
お
り

不
思
議
な
ル
バ
ー
ト
や
リ
タ
ル
ダ
ン
ド
で
、
聴

き
手
を
ハ
ッ
と
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
テ
ン
ポ
操
作

は
、
ま
さ
し
く
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
美
学
。
第

1

楽
章
コ
ー
ダ
直
前
、

一
度
言
っ
た
こ
と
を
念
を

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
と
い
え
ば
、
ラ
ト
ル
と

の
演
奏
も
ユ
ニ

ー
ク
だ
。
こ
ち
ら
は

19
世
紀

か
ら
続
く
伝
統
に
、
ピ
リ
オ
ド
派
の
エ
ッ
セ
ン

ス
を
組
み
合
わ
せ
る
。
テ
ン
ポ
は
や
や
速
め
だ

が
、
ア
ダ
ー
ジ
ョ
楽
章
で
は
た
っ
ぷ
り
と
時
間

を
か
け
て
歌
う
。
と
く
に
、
終
楽
章
の
合
唱

が
入
っ
て
き
て
か
ら
の
部
分
が
デ
ュ
ナ
ー
ミ
ク

し
●
ん
れ
つ

の
幅
を
存
分
に
生
か
し
た
峻
烈
な
表
現
に
な

る
。
合
唱
が
「
厳
し
く
分
け
隔
て
て
」
と
い

う
部
分
を
は
っ
き
り
と
分
か
る
よ
う
に
強
く

明
瞭
に
発
声
さ
せ
た
り
、
コ
ー
ダ
の
「
世
界
！
」

は
叫
ぶ
よ
う
に
強
調
す
る
。
こ
れ
ら
の
歌
詞

が
も
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
た
だ
心
地
良
く
歌
い

ジョヴァンニ・アントニーニ
(1965-) 
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楽
器
や
奏
法
だ
け
で
な
く
、
初
演
さ
れ
た

場
所
の
空
気
感
ま
で
再
現
し
よ
う
と
す
る
の

が
、
ハ
ー
ゼ
ル
ベ
ッ
ク
と
ウ
ィ
ー
ン
・
ア
カ
デ

ミ
ー
管
弦
楽
団
の
演
奏
だ
。
彼
ら
の
演
奏
は
、

ピ
リ
オ
ド
系
な
ら
で
は
の
推
進
力
は
な
く
、

ず
い
ぶ
ん
と
落
ち
着
い
た
テ
ン
ポ
。
陰
影
感

は
よ
り
深
く
、
歌
い
回
し
は
力
が
脱
け
て
い

る
。
ア
ン
サ
ン
プ
ル
も
強
固
で
は
な
い
の
だ
け

テ
ィ
ー
レ
マ
ン
と

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル

ハ
ー
ゼ
ル
ベ
ッ
ク
と

ウ
ィ
ー
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
管

れ
ど
、
そ
の
ひ
な
び
た
サ
ウ
ン
ド
が
な
か
な

か
い
い
の
だ
。
こ
の
曲
に
多
く
の
人
が
求
め
る

至
翡
さ
よ
り
も
、
ま
だ
観
念
化
さ
れ
て
い
な

い
、
も
っ
と
生
々
し
く
聴
き
手
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
伝
え
よ
う
と
す
る
、
ロ
ー
カ
ル
な
第
九
と

い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

一
ラ
ト
ル
と

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル

押
す
よ
う
な
テ
ン
ポ
設
定
な
ど
に
そ
れ
が
よ

く
現
れ
て
い
る
。
じ
っ
く
り
と
ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ

ル
の
聾
き
を
堪
能
で
き
る
演
奏
で
も
あ
る
。
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匿

ロジャー・ノリントン（指揮）

ロンドン・クラシカル・プレイヤーズ

イヴォンヌ・ケニー（ソブラノ）
サラ・ウォーカー（メゾ• ソブラノ）
バトリック・バワー（テノール）
ペッテリ・サロマー（バス）
（ワーナー） WPCS-23115 

ジョン・エリオット・ガーディナー（指揮）

オルケストル・レヴォリューショネル・

エ・ロマンティーク

モンテヴェルディ合唱団
リューバ・オルゴナソヴァ（ソブラノ）
アンネ・ゾフィー • フォン ・ オッター

（メゾ・'ノブラノ）
アンソニー• ロルフ• ジョンソン（テノール）
ジル•カシュマイユ（バリトン）
（ユニバーサル） UCCA-5063 

フランス・ブリュッヘン（指揮）

18世紀オーケストラ

ラウレンス・コレギウム＆カントライ
レペッカ・ナッシュ（ソブラノ）
ウィルケ・テ・ブルンメルストローテ
（メゾ・ソブラノ）
マルセル• ピークマン（テノール）
ミヒャエル • テ—フス（バス）
(Glossa) GCDC-81120 

マルティン・ハーゼルペック（指揮）

ウィーン・アカデミー管弦楽団

シネ・ノミネ合唱団
ローラ・エイキン（ソプラノ）
ミカエラ • ゼリンガー（メゾ・ソブラノ）
スティーヴ・デイヴィスリム（テノール）
ホセ・アントニオ・ロペス（バリトン）
(Alpha) ALPHA476 

クリスティアン・ティーレマン（指揮）
ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団

ウィーン楽友協会合唱団
アネッテ・ダッシュ（ソプラノ）
藤村実穂子（アルト）
ピョートル・ペチャーワ（テノール）

ゲオルク・ツェッベンフェルト（バス）
（ソニー） SICC30337 

サイモン・ラトル（指揮）

ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団

バーミンガム市交響楽団合唱団
バーバラ • ポニー（ソプラノ）
ピルギット ・レンメルト（コントラルト）
カート・ストレイト（テノール）
トーマス・ハンブソン（バリトン）
(Warner) 2564622083 

ジョヴァンニ・アントニーニ（指揮）

パーゼル室内管弦楽団

ヴロツワフフィルハーモニー合唱団
レグラ ・ミューレマン（ソブラノ）
マリー ・クロード・シャピュイ
（メゾ・’ノブラノ）
マクシミリアン・シュミット（テノール）
トーマス・E・バウアー（バリトン）
u--) SICC-30498 

一
ア
ン
ト
ニ
ー
ニ
と

バ
ー
ゼ
ル
室
内
管

文鈴木淳史OO楽評論家
text by Atsufumi Suzuki 

ロジャー・ノリントン
(1934-) 

ジョン・エリオット・ガーディナー
(I 943-) 

名
の

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
リ
オ
ド
楽
器
に
よ
る

こ

う

し

演
奏
の
咄
矢
と
な
っ
た
の
が
、
ノ
リ
ン
ト
ン
指

揮
ロ
ン
ド
ン
・
ク
ラ
シ
カ
ル
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ

に
よ
る

1
9
8
7
年
の
録
音
だ
。
弦
の
鋭
い
ア

ク
セ
ン
ト
、
柔
ら
か
な
木
管
と
、
つ
ん
ざ
く

よ
う
に
嗚
る
金
管
。
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ホ
ル
ン
の

盤
これまでのロマン派の路線を引き継ぐスタイル、

あるいは20llt紀ならでは(J)UIJ物的な解釈からは兄えにくかった、
この1111(])'り破りな lfii 、 •Yi新性、あるいは~ll船といったものが

ピリオド系の{'-場によって、 1り1確になっていく。

一
ノ
リ
ン
ト
ン
と

ロ
ン
ド
ン
・
ク
ラ
シ
カ
ル
・

プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ

生誕250年
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1990年代以降

1
9
9
0
年
代
頃
か
ら
ピ
リ
オ
ド
楽
器
に

よ
る
、
あ
る
い
は
ピ
リ
オ
ド
・
ス
タ
イ
ル
で
の

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
演
奏
が
本
格
的
に
始
ま
る
。

古
典
派
か
ら
ロ
マ
ン
派
へ
の
道
筋
を
切
り
開

い
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
だ
が
、
彼
の
作
品
の
な

か
で
も
、
交
評
曲
第
9
番
は
や
は
り
特
殊
な

作
品
だ
。
規
模
が
大
き
く
な
り
、
最
終
楽
章

に
声
楽
が
加
っ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
も
強
く
な

る
。
こ
れ
ま
で
の
ロ
マ
ン
派
の
路
線
を
引
き
継

ぐ
ス
タ
イ
ル
、
あ
る
い
は

20
世
紀
な
ら
で
は

の
即
物
的
な
解
釈
か
ら
は
見
え
に
く
か
っ
た
、

こ
の
曲
の
型
破
り
な
面
、
革
新
性
、
あ
る
い

は
細
甑
と
い
っ
た
も
の
が
ピ
リ
オ
ド
系
の
登

場
に
よ
っ
て
、
明
確
に
な
っ
て
い
く
。

ゲ
シ
ュ
ト

ッ
プ
奏
法
に
、
厳
し
く
硬
く
秤
＜

テ
ィ
ン
パ
ニ
。
ピ
リ
オ
ド
楽
器
な
ら
で
は
の
ア

グ
レ
ッ
シ
ヴ
な
サ
ウ
ン
ド
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
す
さ
ま
じ
い
ス
ピ
ー
ド
感
。

ノ
リ
ン
ト
ン
は
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
メ
ト
ロ

ノ
ー
ム
表
示
を
忠
実
に
守
る
。
よ
っ
て
最
初

の
3
楽
章
は
従
来
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

ほ
ど
の
高
速
。
逆
に
、
終
楽
章
は
「
ア
ラ
・

マ
ル
チ
ア
」
な
ど
不
自
然
に
も
遅
い
部
分
が

目
立
ち
、
全
体
の
統

一
感
よ
り
も
最
終
楽
章

の
特
殊
性
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

こ
の
時
期
の
ピ
リ
オ
ド
楽
器
に
よ
る
演
奏

は
、
現
在
こ
の
曲
の
演
奏
で
も
っ
と
も
権
威

を
も
つ
ベ
ー
レ
ン
ラ
イ
タ
ー
版
が
出
版
さ
れ
る

10
年
近
く
前
の
こ
と
。
そ
の
版
の
基
に
も
な
っ

た
デ
ル
・
マ
ー
の
研
究
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
独

自
の
視
点
で
当
時
は
こ
う
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
模
索
の
時
期
で
も
あ
っ
た
。

翌
年
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
グ
ッ
ド
マ
ン
と
ハ

ノ
ー
ヴ
ァ
ー
・
バ
ン
ド
、
そ
の
ま
た
翌
年
の
ホ

グ
ウ
ッ
ド
と
エ
ン
シ
ェ
ン
ト
室
内
管
に
よ
る
浙

奏
も
同
様
の
路
線
だ
（
ホ
グ
ウ
ッ
ド
は
第

7

番
以
降
は
倍
管
が
正
し
い
と
主
張
、
第
9
番

も
そ
の
編
成
で
演
奏
し
て
い
る
）
。
そ
れ
ぞ
れ

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
ま
だ
荒
削
り
で
あ
っ
た

が
、
先
駆
者
な
ら
で
は
の
勢
い
が
と
に
か
く

ま
ぷ眩
し
い
。

ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
と

オ
ル
ケ
ス
ト
ル
・

レ
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ネ
ル
・
エ
・

ロ
マ
ン
テ
ィ
ー
ク

そ
ん
な
ピ
リ
オ
ド
楽
器
に
よ
る
第
九
の
到

達
点
の

―
つ
が
、
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
指
揮
オ
ル
ケ

ス
ト
ル
・
レ
ヴ
ォ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ネ
ル
・
エ
・
ロ

マ
ン
テ
ィ
ー
ク
の

1
9
9
2
年
録
音
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
第

1
楽
章
は
そ
の
高
速
さ
に
関

ら
ず
、
ア
ン
サ
ン
プ
ル
も
乱
れ
ず
、
鋭
い
緊

張
感
を
保
っ
た
ま
ま
進
む
。
第

2
楽
章
の
バ

ラ
ン
ス
も
じ
つ
に
整
っ
て
い
て
、
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
。
古
楽
器
な
ら
で
は
の
多
彩
な
側
面
を

抑
え
、
そ
の
機
動
力
と
爽
や
か
な
質
感
を
打

ち
州
し
て
い
る
。
最
終
楽
章
で
は
、
モ
ン
テ

せ
き

ヴ
ェ
ル
デ
ィ
合
唱
団
の
明
晰
な
歌
唱
が
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
有
機
的
に
絡
み
合
っ
て
い
る
の
も

、、
。

し
’
>こ
の
同
じ
年
、
プ
リ
ュ
ッ
ヘ
ン
と

18
世
紀

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
も
第
九
録
音
を
行
っ
て
い
る
。

た
だ
、
個
性
の
強
さ
で
い
え
ば
、

2
0
l
l

年
の
再
録
音
に
軍
配
が
上
が
る
。
な
ん
と
い
っ

て
も
、
評
き
を
ま
ろ
や
か
に
プ
レ
ン
ド
さ
せ
、

プ
リ
ュ
ッ
ヘ
ン
ら
し
い
エ
レ
ガ
ン
ト
さ
が
前
而

に
出
て
い
る
。
ツ
ン
ツ
ン
鋭
い
演
奏
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
ピ
リ
オ
ド
楽
器
演
奏
が
、
新

し
い
次
元
に
入
っ
た
の
だ
。

第
4
楽
章
は
、
か
な
り
風
変
わ
り
だ
。
冒

頭
の
不
協
和
音
の
フ
レ
ー
ズ
は
最
初
は
木
管

だ
け
が
前
面
に
出
て
き
た
り
、
バ
リ
ト
ン
の
レ

チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
に
応
答
す
る
男
声
合
唱
の

「
フ
ロ
イ
デ
！
」
は
音
程
が
取
り
払
わ
れ
、
素

の
ま
ま
の
叫
び
に
な
っ
て
い
る
（
ル
イ
ジ
・
ノ
ー

ノ
の
オ
ペ
ラ
が
滉
入
し
た
か
の
よ
う
）
。
バ
リ

ト
ン
や
テ
ノ
ー
ル
独
唱
も
、
表
情
が
涙
厚
す

ぎ
て
駕
く
。

流
す
の
で
は
な
く
、
よ
り
生
々
し

い
形
で
提
供
し
た
い
と
い
う
主
張

だ
ろ
う
。

現
在
の
第
九
演
奏
は
、
か
つ
て

ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル
が
始
め
た
モ
ダ

ン
楽
器
に
よ
る
ピ
リ
オ
ド
的
ア
プ

ロ
ー
チ
が
主
流
と
な
っ
た
。
そ
の

な
か
で
、
も
っ
と
も
現
代
的
な
演

奏
を
ア
ン
ト
ニ
ー
ニ
指
揮
バ
ー
ゼ

ル
室
内
管
の
デ
ィ
ス
ク
で
聴
く

こ
と
が
で
き
る
。

ホ
ル
ン
と
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
ピ

リ
オ
ド
楽
器
、
そ
し
て
弦
楽
器
に
は
ガ
ッ
ト

弦
を
張
っ
て
い
る
が
、
木
管
は
モ
ダ
ン
楽
器
。

そ
の
木
管
を
優
雅
に
歌
わ
せ
つ
つ
、
そ
の
背

後
で
弦
楽
器
が
口
角
泡
を
飛
ば
さ
ん
ば
か
り

に
雄
弁
に
リ
ズ
ム
を
刻
む
。
イ
タ
リ
ア
風
の

色
彩
な
が
ら
、
声
部
の
重
な
り
は
徹
底
し
て

う
ご
め

ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
で
、
内
声
部
は
盛
ん
に
痣
き
、

弾
む
。
と
く
に
、
第
2
楽
章
で
は
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・

ホ
ル
ン
も
含
め
て
、
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た
粋

き
が
実
現
さ
れ
て
い
る
。
モ
ダ
ン
で
も
あ
り
、

同
時
に
ピ
リ
オ
ド
で
も
あ
る
、
じ
つ
に
多
様

性
を
も
っ
た
、
何
者
も
排
除
し
な
い
、
諸
人

抱
き
合
い
た
く
な
る
第
九
な
の
だ
。

m
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ワーグナーがこの1111のf1llif11:iを認め、 r1H員の努力をしたことでlltlllJに評価されることになった。
結果として、第九は普及していったのだが、ベートーヴェンカ~.,~いたとおりのil符が再現されたわけではない。

の
後
に
行
わ
れ
た
第
九
の
楽
譜
の
改
訂
に
大

き
な
影
評
を
与
え
た
。
こ
れ
ら
の
変
更
の
多

く
は
、

20
世
紀
の
マ
エ
ス
ト
ロ
た
ち
に
伯
習
と

し
て
伝
え
ら
れ
、
「
楽
譜
に
忠
実
に
」
と
い
う

こ
と
が
基
本
姿
勢
に
な
っ
た
現
在
で
も
、
そ

の
恨
習
は
失
わ
れ
て
い
な
い
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
が

行
っ
た
手
直
し
は
、

言
っ

て
み
れ
ば
、

古
文
の

現
代
語
訳
を
す
る
よ
う
な
も
の
で
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
色
使
い
や
言
い
回
し

を
変
更
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
聴
感
上

の
違
和
感
が
少
な
い
の
だ
ろ
う
。

19
世
紀
後
半
以
降
、
多
く
の
指
揮
者
た
ち

が
第
九
の
全
鼎
演
奏
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

彼
ら
は
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
考
え
方
を
受
け
継
い

で
、
独
自
に
手
を
加
え
た
楽
諸
を
使
用
し
て

お
り
、
作
鼎
家
で
も
あ
っ
た
マ
ー
ラ
ー
も
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
評
血
だ
け
で
な
く
、
バ
ッ
ハ

や
シ
ュ
ー
マ
ン
の
管
弦
楽
作
品
も
編
IUJ
し
て

自
ら
指
揮
を
し
て
い
た
。

マ
ー
ラ
ー
の
編
曲
は
、

「占
い
金
管
楽
器
を

用
い
た
こ
と
で
生
じ
た
旋
律
線
の
凸
凹
を
修

正
す
る
」
と
い
う
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
方
針
を
さ

ら
に
推
し
進
め
た
も
の
で
、
単
に
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
楽
譜
を
補
正
す
る
の
で
は
な
く
、
楽

譜
に
無
い
動
き
を
加
え
た
り
も
し
て
、
マ
ー

ラ
ー
の
色
合
い
を
付
加
し
て
い
る
の
だ
。
と

り
わ
け
、
高
音
域
の
旋
律
線
を
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
に
吹
か
せ
た
効
果
は
大
き
く
、
通
常
の
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
演
奏
に
恨
れ
た
耳
に
は
か
な

り
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
マ
ー
ラ
ー

は
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
取
り
上
げ
る
度
に
新
し

い
ア
イ
デ
ア
を
模
索
し
て
い
た
よ
う
で
、

1
8

一マ
ー
ラ
ー
は

自
分
の
色
合
い
を
付
加

一ワ
イ
ン
ガ
ル
ト
ナ
ー
版

9
5
年
に
ハ
ン
プ
ル
ク
で
第
九
を
演
奏
し
た

と
き
は
、
第

4
楽
章
の
行
進
曲
を
舞
台
裏
の

バ
ン
ダ
で
演
奏
し
た
と
い
う
。
ま
さ
に
、
マ
ー

ラ
ー
演
出
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
と
い
っ

た
趣
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、

1
9
0
2
年
に
マ
ッ
ク
ス
・
ク

リ
ン
ガ
ー
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
像
の
完
成
を
記

念
し
て
開
備
さ
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
分
離
派
展
（
ク

リ
ム
ト
が
第
九
の
第

4
楽
章
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
製
作
し
た
璧
画
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
フ
リ
ー

ズ
」
も
出
品
さ
れ
た
）
の
開
都
で
は
、
マ
ー
ラ
ー

が
6
本
の
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
用
に
編
曲
し
た
第

九
の
第

4
楽
章
が
編
曲
者
の
指
揮
で
演
奏
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
葬

列
で
、
本
人
が
作
曲
し
た
「

4
本
の
ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
の
た
め
の
エ
ク
ワ
ー
レ
」
が
演
奏
さ
れ

た
こ
と
を
意
識
し
た
の
だ
ろ
う
。

20
泄
紀
に
入
り
、
マ
ー
ラ
ー
の
後
継
者
と

し
て
ウ
ィ
ー
ン
宮
廷
歌
劇
場
の
音
楽
監
督
に

就
任
し
た
ワ
イ
ン
ガ
ル
ト
ナ
ー
も
、
第
九
に

関
し
て
独
自
の
改
定
版
を
使
用
し
て
い
た
。

「
ワ
イ
ン
ガ
ル
ト
ナ
ー
版
」
と
呼
ば
れ
る
こ

の
版
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
流
れ
を
汲
む
も
の

で
、
金
管
楽
器
に
よ
る
旋
神
線
の
補
強
や
オ

ク
タ
ー
ヴ
の
変
更
は
あ
る
が
、
マ
ー
ラ
ー
の
よ

う
な
大
胆
な
編
曲
で
は
な
か
っ
た

(
S
P
録

音
が
残
っ
て
い
る
の
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
）。

ワ
イ
ン
ガ
ル
ト
ナ
ー
は
、
第
九
の
演
奏
に
つ
い

て
自
著
「
あ
る
指
揮
者
の
提
言

ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
交
評
曲
の
解
釈
」
で
詳
し
く
述
べ
て

お
り
、
彼
の
解
釈
は
、
こ
の
本
に
感
銘
を
受

け
た
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
に
も
引
き
継
が
れ

こ
。
t
 ワ
ー
グ
ナ
ー
か
ら
始
ま
っ
た
第
九
の
変
更

は
、
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
だ
け
で
な
く
多
く

の
指
揮
者
に
採
用
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
に
慣
習
と
し
て
残
っ
た
が
、

1
9
7
0

年
代
に
古
楽
の
影
評
で
「
原
典
に
手
を
加
え

な
い
で
演
奏
す
る
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
流

行
り
出
す
と
、
慣
習
と
し
て
残
っ
た
変
更
は

排
除
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
マ
ー
ラ
ー
も
含
め
た
変
更
を
も

う

一
度
再
評
価
し
よ
う
と
い
う
動
き
も
始

ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
目
を
離
す
こ
と

は
で
き
な
い
。

m
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ルイーゼ・ヘレッグルーバー（ソプラノ）

ロゼッテアンダイ（コントラルト）

ゲオルク ・マイクル（テノール）

リヒャルト・マイヤー（バス・バリトン）

ウィーン国立歌劇場合唱団

ウィーンフィルハーモニー管弦楽団

フェリックス・ワインガルトナー（指揮）

(Naxos) 8.110863録音： 1935年

冗
フェリックス・ワインガルトナー (1863-1942) 

現クロアチア生まれ。ウィーン宮廷歌劇場、ウィーン・

フィル、ウィーン・フォルクスオーバーの音楽監督を

務める。1937年に来日し、新交響楽団を指揮した

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
咽
曲
第
9
番
が
初

演
さ
れ
た
の
は

1
8
2
4
年

5
月
7
日
。
時

代
は
古
典
派
か
ら
ロ
マ
ン
派
に
移
行
し
、
パ

リ
や
ウ
ィ
ー
ン
な
ど
の
大
都
市
で
は
、

王
侯

た
の

貴
族
の
愉
し
み
だ

っ
た
交
聾
曲
よ
り
も
、
市

民
の
娯
楽
で
あ
る
オ
ペ
ラ
に
人
気
が
傾
き
っ

つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
、

10
年
前
に
初
演

し
た
第

8
番
の
評
判
が
芳
し
く
な
か

っ
た
こ

と
も
あ

っ
て
、
ロ

ッ
シ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
が
流

ゃ行
っ
て
い
た
ウ
ィ
ー
ン
で
第
九
の
初
演
を
す
る

冨
マーラー編曲版

ガブリエレフォンターナ（ソプラノ）

バルバラ・ヘルツル（アルト）

アルノル ト • ペズイエン（テノール）
ラインハルト・マイヤー（バス）

クリスチャン • ヤルヴィ（指揮）
ウィーン・トーンキュンストラー

管弦楽団

スロヴァキア・フィルハーモニー

合唱団

(Preiser) PRCD-90773 
(SACOハイブリッド）

グスタフ・マーラー (1860-1911)

第開が編鼎された訳
文佐伯茂樹◎音楽評論家 textby Sigeki Saek, 

一
▼
評
判
が
悪
か
っ
た
第
4
楽
章

今
や
、
こ
れ
を
聴
か
な
け
れ
ば
年
を
越
す

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
年
末
の
恒
例
行
事

に
な
っ
た
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
評
曲
第

9

番
、
い
わ
ゆ
る
「
第
九
」
で
あ
る
が
、
実
は
、

初
演
の
と
き
か
ら
人
気
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
で
行
わ
れ
た
再
演
で
は
、

客
席
が
半
分
も
埋
ま
ら
ず
、
収
益
も
赤
字
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

そ
の
後
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
亡
く
な
る
ま

で
の
間
に
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
が
、

ワ
ー
グ
ナ
ー
が
こ
の
曲
の
価
値
を
認
め
、
再

演
の
努
力
を
し
た
こ
と
で
世
間
に
評
価
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
第
九
は

普
及
し
て
い

っ
た
の
だ
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

が
書
い
た
と
お
り
の
音
符
が
再
現
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
い
。
ワ
ー
グ
ナ
ー
、
マ
ー
ラ
ー
と
い

っ

た
後
期
ロ
マ
ン
派
の
作
曲
家
に
よ
っ
て
編
曲

さ
れ
て
演
奏
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

い
っ
た
い
ど
う
し
て
ワ
ー
グ
ナ
ー
や
マ
ー

ラ
ー
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
に
手
を
加

え
た
の
か
？
そ
の
理
由
と
変
更
点
を
探
っ
て

み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
▼
ワ
ー
グ
ナ
ー
は

楽
譜
に
手
を
入
れ
て
成
功

リヒャルト ・ワーグナー (1813-83)

• 今

心

こ
と
を
当
初
は
拒
ん
で
い
た
。
オ
ペ
ラ
に
親

し
ん
だ
聴
衆
を
引
き
付
け
る
た
め
に
第

4
楽

章
に
声
楽
を
導
入
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

結
果
と
し
て
そ
れ
が
裏

H
に
出
て
し
ま
い
、

ど
こ
で
再
演
し
て
も
第

4
楽
章
に
問
題
が
あ

る
と
し
て
評
判
が
悪
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
死
後
、
第
九
に
再
び
光

を
当
て
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
指
揮
者
フ
ラ
ン

ソ
ワ
・
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ア
プ
ネ
ッ
ク
で
あ
っ

た
。
ア
プ
ネ
ッ
ク
は
、

1
8
2
8
年
に
母
校
で

創
設
し
た
パ
リ
音
楽
院
管
弦
楽
団
で

5
年
間

に
わ
た
っ
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
全
曲

を
取
り
上
げ
、

4
年

H
の
31
年
に
第
九
を
演

奏
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
と
き
は
第

4
楽
章

は
演
奏
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
の
演
奏
を
聴
い
て
い
た
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
、

ド
イ
ツ
に
帰
っ
た
と
き
に
第
九
の
全
楽
章
を

演
奏
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
、

1
8
4
6
年

に
ド
レ
ス
デ
ン
の
宮
廷
楽
団
を
指
揮
し
て
第

九
の
全
仙
演
奏
を
成
し
遂
げ
た
。
以
来
、
第

九
は
交
秤
曲
を
代
表
す
る
作
品
と
し
て
高
く

評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
の
演
奏
を
成
功

さ
せ
る
た
め
に
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
の
ス
コ
ア
に
手
を
入
れ
た
こ
と
。
ヴ
ァ
ル

ヴ
装
置
の
付
い
て
い
な
い
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

時
代
の
金
管
楽
器
は
、
限
ら
れ
た
音
し
か
出

す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
旋
律
線
が

滑
ら
か
に
聴
こ
え
る
よ
う
に
ヴ
ァ
ル
ヴ
付
き

の
楽
器
で
旋
律
を
吹
く
形
に
し
た
の
で
あ
る
。

他
に
も
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
制
限
し
て
い
た

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
フ
ル
ー
ト
の
高
音
域
を
拡

張
す
る
こ
と
で
、
や
は
り
旋
律
線
の
凹
凸
を

滑
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
り
、

f
2
つ
や

p
2

つ
ま
で
に
留
め
ら
れ
て
い
た
音
量
指
示
を
拡

大
し
た
り
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
姿
勢
は
、
そ

ワーグナー編曲ピアノ独奏版

小川典子（ピアノ）

［第4楽章）鈴木雅明（指揮）、
バッハ • コレギウム・ジャバン（合唱）
緋田芳江（ソプラノ）、穴澤ゆう子（アルト）

櫻田亮（テノール）、浦野智行（バス）

(BIS) KICC-2620 
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フ
ィ
ナ
ー
レ
に
最
大
の
力
点
を
罹
い
た
交

評
曲
と
い
え
ば
、
や
は
り
ア
ン
ト
ン
・
プ
ル
ッ

ク
ナ
ー
と
グ
ス
タ
フ
・
マ
ー
ラ
ー
に
な
る
。
ふ

た
り
と
も
ワ
ー
グ
ナ
ー
に
傾
倒
し
て
い
た
。

プ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
交
評
曲
が
、
何
よ
り
も

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
を
築
く
音
楽

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
の
第
5
番
と
第
8
番

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
牌
曲
が
広
ま
っ
て
い

く
過
程
に
あ
っ
て
、
決
し
て
小
さ
く
な
い
役

割
を
果
た
し
た
の
が
、
指
揮
者
で
も
あ
っ
た
リ

ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
で
あ
る
。
ワ
ー
グ
ナ
ー

は
オ
ペ
ラ
の
作
曲
家
で
あ
り
、
オ
ペ
ラ
に
お
い

て
は
劇
的
な
結
末
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
と

に
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
作
品
に
お
い
て
は
浄
化
や

救
済
が
達
成
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
ワ
ー
グ
ナ
ー

は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
オ
ペ
ラ
的
な
目
で
眺

め
た
の
だ
。
こ
と
さ
ら
「
第
九
」
に
入
れ
込

ん
だ
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。「
ニ
ー
ベ
ル
ン

グ
の
指
環
」
は
、
「
第
九
」
の
よ
う
な
生
成
の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
始
ま
り
、
友
愛
を
歌
う

「第
九」

の
反
対
に
、
世
界
を
い
っ
た
ん
壊
し
て
お
い
て
、

そ
れ
か
ら
新
世
界
の
到
来
を
期
待
す
る
。
ラ

イ
ン
川
の
洪
水
や
ヴ
ァ
ル
ハ
ラ
城
の
炎
上
を
眺

め
て
い
る
人
間
た
ち
が
や
が
て
歌
う
べ
き
は
、

「
第
九
」
の
喜
び
の
歌
の
は
ず
だ
。

「
第
九
」
に
入
れ
込
ん
だ
ワ
ー
グ
ナ
ー

と
は
い
え
、
ま
だ
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
や
ロ
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ー
マ

ン
と
い
っ
た
作
鼎
家
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
以

上
に
壮
大
で
劇
的
な
作
品
を
作
ろ
う
な
ど
と

野
心
を
燃
や
し
た
り
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
交
靭
益
皿
が
古
典
的

と
評
さ
れ
る
の
は
、
端
正
で
明
快
な
姿
を
し

密
な
音
楽
を
作
る
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
は
、
交
評

曲
に
お
い
て
は
そ
こ
ま
で
の
高
み
に
達
し
た

か
ど
う
か
。
「
未
完
成
」
は
第
2
楽
章
ま
で
し

か
書
か
れ
ず
、
そ
の
意
味
で
失
敗
作
だ
。
最

後
の
ハ
長
調
交
押
曲
は
、
規
模
は
大
き
い
が

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
的
な
音
の
ド
ラ
マ
か
ら
は
程

遠
い
。

古
典
的
な
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

シ
ュ
ー
マ
ン
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト

フィリップ・グラス (1937-)

で
あ
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
第

5
番
と
第

8
番
の

せ
い
だ
。
逆
に
第

7
番
が
ど
こ
か
軽
砿
級
な

の
は
、

第

1
、
2
楽
章
が
長
く
、
フ
ィ
ナ
ー
レ

が
短
く
て
単
純
と
い
う
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
せ

、
、こ
。

し

t第
5
番
は
弟
子
の
手
に
よ

っ
て
切
り
刻
ま

れ
た
あ
げ
く
、

金
管
楽
器
の
補
強
に
よ

っ
て

む
や
み
と
に
ぎ
や
か
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と

で
も
有
名
だ

（
シ
ャ
ル
ク
版
）。

こ
と
あ
る
ご

と
に
非
難
さ
れ
る
修
正
だ
が
、
時
代
や
美
意

識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
典
味

深
い
。
つ
ま
り
、
も
と
も
と
書
か
れ
た
恢
放

な
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
あ
き
た
ら
ず
、
さ
ら
に
大

音
最
化
、
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
化
し
よ
う
と
い
う

考
え
方
や
感
性
が
当
時
決
し
て
少
数
派
で
は

な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。

交
評
血
第

8
番
で
も
、
完
成
後
、
シ
ン
バ

ル
の
追
加
な
ど
に
よ
り
、
い

っ
そ
う
派
手
派

手
し
い
評
き
が
作
ら
れ
て
し
ま
っ
た
（
い
わ
ゆ

る
改
訂
版
）
こ
と
が
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
け
れ
ど
、
考
え
て
み
れ
ば
、
す
で
に
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
が

「第
九
」
に
お
い
て
に
ぎ
に
ぎ
し
く

騒
が
し
い
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
作
り
出
し
て
い
た
で

は
な
い
か
。「
第
九
」
が
崇
高
だ
と
し
た
ら
、

シ
ン
バ
ル
や
ら
の
打
楽
器
を
加
え
た
と
こ
ろ

で、

崇
高
さ
は
揺
る
が
な
い
は
ず
だ
と
い
う

考
え
も

一
理
あ
る
c

そ
れ
よ
り
も
、
そ
の
第
8

番
の
第

4
楽
章
は

「
第
九
」
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

フィリップ・グラス： 交響曲全集

デニス• ラソセル・デイヴィス（指揮）
パーゼル交響楽団

ウィーン放送交響楽団

シュトゥットガルト室内管弦楽団

リンツ•ブルックナー管弦楽団
(OMM) OMM-0104 (11CD) 

シュニトケ交響曲全集

オーウェインアーウェル・ヒューズ（指揮）

レイフ・セーゲルスタム（指揮）

エリ・クラス（指揮）

ケープ • フィル
ロイヤル・ストックホルムフィル、他

(BIS) BIS-1767 (6CD) 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
以
後
の
交
岬
曲
で
は
、

全
体
の
構
成
に
い
っ
そ
う
注
意
が
払
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
特
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
最
大
の

力
点
が
置
か
れ
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
。
ハ
イ

ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
交
咽
曲
や
協
奏
曲

や
ソ
ナ
タ
で
は
、
も
っ
と
も
長
い
の
は
通
常
は

第

1
楽
章
で
あ
る
。
続
い
て
第

2
楽
章
で
あ

り
、
最
後
の
楽
章
は
短
め
だ
。
け
れ
ど
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
評
曲
で
は
徐
々
に
フ
ィ
ナ
ー

レ
の
重
要
性
が
増
し
、
長
く
な
り
、
結
局
は
「
第

九
」
の
よ
う
に
当
時
と
し
て
は
法
外
な
規
模

に
至
っ
た
（
そ
し
て
第
1
、
2
楽
章
は
短
く
な
っ

た）
。あ
る
い
は
こ
の
よ
う
に
言
っ

て
も
よ
い
だ
ろ

う
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
以
後
、
聴
衆
は
交
秤

曲
の
最
後
に
感
動
を
求
め
る
よ
う
に
な

っ
た

と
。
感
動
、
典
布
、
カ
タ
ル
シ
ス

（浄
化
さ

れ
た
気
分
）
、
そ
れ
は

一
種
麻
薬
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
い
や
、
大
脳

生
理
学
的
に
は
麻
薬
と
同
じ
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
聴
衆
は
、
そ

の
よ
う
な
音
楽
に
対
し
て
、
微
笑
で

は
な
く
、
雄
た
け
び
や
涙
で
応
え
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

て
い
る
と
同
時
に
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
過
度
の
カ

が
込
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
彼
が

書
い
た
軽
や
か
で
快
速
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
ハ

イ
ド
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
そ
れ
の
よ
う
に
開

放
的
だ
。
快
速
で
は
あ
っ
て
も
緊
張
を
強
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

シ
ュ

ー
マ
ン
の
交
押
曲
第
4
番
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
は
、
前
の
楽
章
か
ら
じ
わ
じ
わ
と
緊
張
を

高
め
な
が
ら
甜
き
出
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
5
番
に
範
を
取
っ
て
い
る
。

と
同
時
に
、
高
い
山
に

一
歩
ず
つ
上
り
、
霧
が

晴
れ
て
雄
大
な
光
景
が
目
の
前
に
広
が
る
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
プ
ル
ッ
ク
ナ
ー
を
予
告

し
て
も
い
る
。
た
だ
し
、
い

っ
た
ん
疾
走
を
始

め
て
か
ら
は
、
案
外
重
み
が
な
く
、
ス
ケ
ー
ル

ニ
コ
ラ
イ
・
ミ
ャ
ス
コ
フ
ス
キ
ー

(1
8
8
1
i
1
9
5
 o
)
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曲
の
交
響
曲
を
作
曲
し
た

の
よ
う
に
、
紆
余
鼎
折
を
経
な
が
ら
コ
ー
ダ

に
た
ど
り
つ
く
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
紆
余

曲
折
す
る
か
ら
こ
そ
、
ド
ラ
マ
性
が
強
ま
る

の
だ
。

マ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
は
今
更
何
を
言
お
う
。

彼
の
交
評
曲
は
、

長
編
小
説
の
よ
う
に
、
最
後

に
向
か

っ
て
突
き
進
ん
で
い
く
も
の
ば
か
り
。

翻
っ
て
み
れ
ば
、
ヨ
ハ
ネ
ス

・
プ
ラ
ー
ム
ス

は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
と
は
大
い
に
意
見
を
異
に

し
て
い
た
が
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
特
別
の
重
み
を

持
た
せ
よ
う
と
方
法
を
模
索
し
て
い
た
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
あ
か
ら
さ
ま
に
ク
ラ
イ
マ

ッ

ク
ス
を
築
く
交
押
仙
第
1
番
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
爆
発
的
な
解
放
で
あ
る
第

2
番
、
す
る
り

と
冒
頭
に
戻
っ

て
く
る
よ
う
な
第

3
番
、
バ

ロ
ッ
ク
風
な
の
に
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
情
熱

を
た
ぎ
ら
す
第
4
番
。
プ
ラ
ー
ム
ス
も
ま
た
、

プ
ル
ッ
ク
ナ
ー
や
マ
ー
ラ
ー
と
同
じ
空
気
を

マ
ー
ラ
ー
と
同
じ
空
気
を

吸
っ
て
い
た
ブ
ラ
ー
ム
ス

ヨハネス・ブラームス

(1833-!!7) 

の
大
き
な
構
築
性
を
見
せ
る
わ

け
で
は
な
い
。

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
や
シ
ュ
ー

マ
ン
よ
り
も
、
フ
ラ
ン

ツ
・
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
の
ほ
う
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
風
の
交
評
鼎
を
饗
き
た
い
と
い
う
野
心
を

持
っ
て
い
た
。
同
じ
町
で
暮
ら
し
て
い
て
、
直

接
的
な
影
評
を
受
け
や
す
か

っ
た
こ
と
も
理

由
だ
ろ
う
。
が
、
歌
曲
に
お
い
て
は
実
に
緊

吸
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
エ
ク
ト
ー
ル
・
ベ
ル
リ
オ
ー

ズ
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
崇
拝
し
、
セ
ザ
ー
ル
・

フ
ラ
ン
ク
が
緻
密
な
交
愕
曲
を
書
き
、
サ
ン
11

サ
ー
ン
ス
が
壮
大
な
第
3
番
「オ
ル
ガ
ン
つ
き
」

を
書
い
た
。
パ
リ
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ペ
ラ

と
並
ん
で
、
劇
的
な
交
評
曲
も
大
い
に
愛
好

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
で
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
が
、
「
悲

愴
」
で
さ
か
さ
ま
な
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
を
書
き、

チ
ェ
コ
で
は
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
が
勇
壮
で
あ
り

な
が
ら
謎
め
い
た
「
新
世
界
か
ら
」
を
書
い
た
。

ど
れ
も
こ
れ
も
フ
ィ
ナ
ー
レ
が
特
別
に
印
象

深
い
作
品
ば
か
り
だ
。
18
世
紀
の
交
評
曲
の

よ
う
に
各
楽
章
を
ば
ら
ば
ら
に
演
奏
す
る
な

ん
て
、
も
は
や
考
え
ら
れ
な
い
の
だ
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
以
来
の
呪
縛

社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
大
き
な
物

語
を
信
奉
し
て
い
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
で
は
、
ニ
コ

ラ
イ
・
ミ
ャ
ス
コ
フ
ス
キ
ー
の
よ
う
な
作
曲
家

が
、
交
響
曲
を
文
字
通
り
量
産
し
た
。
交
響

曲
と
は
ひ
と
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
そ
の
パ

タ
ー
ン
さ
え
守
れ
ば
よ
い
と
開
き
直
れ
ば
、
い

く
ら
で
も
書
け
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
は
政
治
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
よ
う
に
陳

腐
化
す
る
し
か
な
い
が
。
陳
腐
化
し
な
い
交

麹
曲
を
書
こ
う
と
し
た
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ

は
常
に
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。

20
枇
紀
の
終
わ
り
も
近
く
な
っ
て
く
る
と
、

ア
ル
フ
レ
ー
ト
・
シ
ュ
ニ
ト
ケ
、
ア
ル
ヴ
ォ
・

ペ
ル
ト
、
フ
ィ
リ
ッ
プ

・
グ
ラ
ス
と
い

っ
た
人

た
ち
が
い
ろ
い
ろ
な
形
の
交
評
曲
を
書
く
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
至
っ

て
、
よ
う
や
く
交

評
鼎
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
以
来
の
呪
縛
を
逃

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

m-

ブルックナー：交響曲第8番
サイモン • ラトル（指揮）

ロンドン交響楽団

(LSO) LS0-3042 

IBtu-ray+DVDI 

ミヤスコフスキー ：交響曲全集

エフゲニー • スヴェ トラーノフ（指揮）
ソ連国立交響楽団

ソ連国境警備隊楽団

ロシア国立交響楽団

ロシア国立アカデミー合唱団
(Warner) 2564696898 (16CD) 

あるいは

このように言ってもよいだろう。

ベートーヴェン以後、

聡衆は父響1111の最後に

感動を求めるようになったと。

感動、躾術、

カタルシス（浄化された気分）、

それは一種

麻姑のようなものである。

ペートーヴェン以後の

交響曲の可能性
文許光俊◎ドイツ文学
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樋
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一
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音
楽
学
者
、
指
揮
者

text b
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自
筆
総
譜
の
冒
頭
に
は
「
心
よ
り
出
で
て
、

心
に
至
ら
ん
こ
と
を
」
と
い
う
有
名
な
言
業

が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
の
盛
儀
ミ
サ
の
た
め
の
音
楽
作
品
の
た
め

の
言
業
と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
人
間
的
で
あ

り
、
厳
密
に
言
え
ば
ふ
さ
わ
し
い
と
は
言
え

な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
本
音
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
死
ぬ
ま

で
手
元
に
留
め
た
自
筆
総
譜
に
の
み
こ
う
書

い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
大
公
に
捧
げ
た
献

呈
譜
は
こ
の
自
筆
譜
で
は
な
く
、
職
業
写
譜

家
に
よ
る
筆
写
楽
譜
で
、
そ
こ
に
は
こ
の
言

菓
は
な
い
。

ル
ド
ル
フ
大
公
は
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト
2
泄
の

末
子
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
唯

一
の
作
鼎
の
弟

子
だ
っ
た
。
皇
位
継
承
権
は
な
か
っ
た
が
、
高

位
の
聖
職
者
と
な
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

た
。
1
8
1
9
年
3
月
、
そ
の
ル
ド
ル
フ
大
公

か
ら
作
曲
を
始
め
な
が
ら
も
、

1
楽
章
ず
つ

完
成
す
る
こ
と
は
な
く
、
し
だ
い
に
各
楽
章

を
並
行
し
て
作
鼎
を
進
め
る
よ
う
に
な

っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
と
も
か
く
自
筆
総

譜
が
書
き
終
え
ら
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
メ
ー

ド
リ
ン
グ
で

一
応
全
仙
が
完
成
し
た
の
は

1
8
2
2
年
の
暮
れ
の
こ
と
だ
っ
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
彼
の

「
最
も
仰
大
な

作
品
」
の
作
血
に
あ
た
り
、
バ
ッ
ハ
の
フ
ー

ガ
は
も
と
よ
り
、
ヘ
ン
デ
ル
の

《
メ
サ
イ
ア
》、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

《
レ
ク
イ
エ
ム
》
や

《魔
笛
》

ま
で
も
参
考
と
し
な
が
ら
、
独
自
の
宗
教
的

で
音
楽
的
な
惟
界
を
構
築
し
て
い
る
。
ほ
ぽ

並
行
し
て
書
か
れ
た

《第
九
》
は
も
と
よ
り
、

後
期
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
や
弦
楽
四
重
奏
の

め
い
そ
う

瞑
想
的
な
世
界
へ
と
入
る
基
盤
が
こ
こ
に
あ

る
。オ

ル
ミ
ュ
ッ
ツ
大
聖
堂
で
の
上
演
を
目
指
し

て
作
仙
が
始
め
ら
れ
た

《
ミ
サ
・
ソ
レ
ム
ニ
ス
》

だ
が
、
初
演
は

1
8
2
4
年
4
月
18
日
に
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
プ
ル
ク
の
旧
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
・
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
5

月
7
日
、
ケ
ル
ン
ト
ナ
ー
ト
ー
ア
劇
場
に
お
い

て
、
「
キ
リ
エ
」
「
ク
レ
ド
」
「
ア
ニ
ュ
ス
・
デ
イ
」

の
み
が

《
献
堂
式
》
序
曲
、

《
第
九
》
と
と
も

に
上
演
さ
れ
た
。

■

▼
「
キ
リ
エ
」

「
キ
リ
エ
」
（
憐
れ
み
の
賛
歌
）
は
荘
重
な

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
序
奏
で
始
ま
る
。
・ニ
長
調
の

三
和
音
の
澄
み
き
っ
た
評
き
は

《
炭
笛
》
の

序
曲
を
想
わ
せ
る
。
2
/
2
拍
子
の
ゆ
っ
た

り
と
し
た
歩
み
の
中
で
、
ザ
ラ
ス
ト
ロ
の
神

■ ■ 

初
演
は
ロ
シ
ア
で
行
わ
れ
た

■

▼
 

．． ■ ■ ■ ■ 

Ill 
土ぐ｀ヽ" ~-
現在のチェコ東部に当たる

モラヴィア中部の都市オル

ミュッツ（オロモウツ）。この

地方のローマン・カトリック教

会の中心地で、文化財も多

い。1819年、ペートーヴェン
の弟子、ルドルフ大公は枢機

卿に任命され、翌年、オル

ミュッツの大司教に昇任され

た。なお、 1767年にはモー

ツァルト親子がウィーンでの

天然痘の流行を避けて、こ

の街に滞在している

■ ■ ．． ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 

作
曲
者
に
と
っ
て

特
別
な
意
味
を
持
つ
作
品

35 MOSTLY CI.ASSIC 

｀
 
｀
 
｀
 

~ ~ ｀ ’ ヽ｀
 

R刃

｀
 
｀
 

DATA 

《ミサ・ソレムニス》作品123
キリエ、グローリア、クレド、
サンクトゥス、アニュス・デイ

作曲：1819-23年

初演:1823年3月26日、
サンクトペテルブルクの

旧フィルハーモニー・ホール

（ガリツィン侯爵の後援により）

出版 1827年
献呈：ルドルフ大公

■ ■ ■ ■ 生誕250年

BEET 

ペー~
空
前
絶
後
の
大
作

「
心
よ
り
出
て
て
、

R刃 R
 

~ ~ 

「
ア
ニ
ュ
ス
・
デ
イ
」
の
「
ド
ナ
・
ノ
ビ
ス
・
パ
チ
ェ
ム
」
に
は

「
内
と
外
と
の
平
和
へ
の
祈
り
」
と
い
う
副
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
の
ウ
ィ
ー
ン
制
圧
以
来
、
魂
の
平
和
の
み
な
ら
ず
、

現
実
社
会
の
平
和
を
切
望
し
て
い
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

切
な
る
願
い
の
表
明
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

が
い
よ
い
よ
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
の
オ
ル
ミ
ュ
ッ
ツ
（
現

オ
ロ
モ
ウ
ツ
）
の
大
司
教
に
内
定
し
、

1
年
後
、

20
年
3
月
9
日
に
着
任
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
喜
ば
せ
た
。
彼
は
す
ぐ

に
大
公
に
宛
て
手
紙
を
し
た
た
め
、
就
任
式

で
上
演
す
る
た
め
の
ミ
サ
曲
の
作
曲
を
約
束

し
て
い
る
。

そ
う
な
る
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
野
望
に

火
が
付
く
の
は
当
然
の
こ
と
だ
。
ち
ょ
う
ど

1
年
前
の

1
8
1
8
年
、
彼
も
親
し
か

っ
た

チ
ュ
ー
リ
ヒ
の
楽
譜
廂
ネ
ー
ゲ
リ
が
、
「
す
べ

て
の
時
代
と
民
族
に
お
い
て
最
も
悴
大
な
音

楽
芸
術
作
品
」
と
し
て
、
バ
ッ
ハ
の

《
ミ
サ
曲

ロ
短
調
》
B
W
>
2
3
2
の
出
版
広
告
を
出

し
て
い
る
。
こ
れ
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
、
バ
ッ

ハ
を
さ
ら
に
凌
駕
す
る
大
作
の
作
曲
へ
と
駆

り
立
て
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

実
際
に

《
ミ
サ
曲
口
短
調
》
が
出
版
さ
れ

た
の
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
死
後
の

1
8
3
3

年
だ
が
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
す
で
に
ネ
ー
ゲ

リ
か
ら
箪
写
楽
譜
を
入
手
し
て
い
た
可
能
性

殿
の
よ
う
に
霊
的
な
臀
き
が
印
象
的
だ
。
中

間
部
の
「
ク
リ
ス
テ
」
は
3
/
2
拍
子
、
独

唱
ア
ン
サ
ン
プ
ル
の
流
麗
な
対
位
法
に
合
唱

が
加
わ
っ
て
静
か
な
高
揚
が
し
み
じ
み
と
キ

リ
ス
ト
の
憐
れ
み
を
乞
う
。第
2
の
キ
リ
エ
は
、

よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
だ
が
、
あ
く
ま
で
静
か

な
動
き
が
保
た
れ
る
。

「
グ
ロ
ー
リ
ア
」

「
グ
ロ
ー
リ
ア
」

（
栄
光
の
賛
歌
）
は
、

一
転

し
て
3
/
4
拍
子
、
ア
レ
グ
ロ
・
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー

チ
ェ
の
歓
喜
の
音
楽
と
な
る
。
「
エ
ト
・
テ
ラ
・

パ
ク
ス
（
地
に
は
平
和
、
善
意
の
人
々
に
あ
れ
）
」

で
は
、
低
い
音
域
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
な
ら

で
は
の
人
間
へ
の
愛
が
静
か
に
表
明
さ
れ
る
。

「
グ
ロ
リ
フ
ィ
カ
ム
ス
・
テ
（
わ
れ
ら
汝
を
あ

が
め
ま
つ
る
）
」
の
確
信
に
満
ち
た
フ
ー
ガ
の

あ
と
、
「
グ
ラ
ッ
ィ
ア
ス
（
わ
れ
ら
汝
に
感
謝

し
た
て
ま
つ
る
）
」
で
は
テ
ン
ポ
を
落
と
し
、

優
し
い
旋
律
が
独
唱
か
ら
合
唱
へ
と
受
け
継

が
れ
る
。

「
パ
ー
テ
ル
・
オ
ム
ニ
ポ
テ
ン
ス
（
全
能
の

父
な
る
神
）
」
の
「
全
能
o
m
n
i
p
o
t
e
n
s
」
の

強
調
も
効
果
的
だ
。

2
/
4
拍
子
、
ラ
ル
ゲ
ッ

ト
の
「
ク
イ
・
ト
リ
ス
・
ペ
カ
タ
・
ム
ン
デ
ィ

（
世
の
罪
を
除
き
賜
う
主
よ
）
」
も
感
動
的
。
「ミ

ゼ
レ
ー
レ
（
わ
れ
ら
を
憐
れ
み
た
ま
え
）
」
で
は
、

ミ
サ
通
常
文
の
文
言
で
は
飽
き
た
ら
ず
、
「
あ

は
少
な
く
な
い
。
近
年
、
か
つ
て
ハ
イ
ド
ン
が

活
躍
し
て
い
た
ア
イ
ゼ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
図
書

館
か
ら
《
ミ
サ
曲
口
短
調
》
の
筆
写
楽
譜
が

発
見
さ
れ
た
。
ハ
イ
ド
ン
の
弟
子
だ
っ
た
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。

困
難
を
極
め
た
大
作
の
作
曲
過
程

ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
が
ミ
サ
曲
の
作
曲
に
す

ぐ
に
取
り
か
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、

空
前
絶
後
の
大
作
の
作
曲
は
困
難
を
極
め
、

1
年
後
の
就
任
式
に
は
間
に
合
わ
ず
、
筆
写

楽
譜
が
大
公
に
献
呈
さ
れ
た
の
は
、
そ
れ
よ

り
3
年
後
の

1
8
2
3
年
3
月
19
日
の
こ
と

だ
っ
た
。

「
キ
リ
エ
」
の
ス
ケ
ッ
チ
に
着
手
し
た
の
は

1
8
1
9
年
4
月
で
、
「
キ
リ
エ
」
全
体
は
20

年
1
月
か
2
月
に
は
一
応
完
成
し
た
よ
う
だ
。

「グ
ロ
ー
リ
ア
」
は
す
で
に

19
年
6
月
に
は
着

手
し
た
が
、
主
と
し
て
同
年
11
月
に
そ
の
作

曲
が
行
わ
れ
た
。「
ク
レ
ド
」
の
ス
ケ
ッ
チ
は

お
そ
ら
く
19
年
11
月
な
い
し
12
月
に
始
め
ら

れ
、
自
筆
譜
が
書
き
始
め
ら
れ
た
の
は
20
年

の
夏
の
よ
う
だ
。

「
サ
ン
ク
ト
ゥ
ス
」
「
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
」

の
ス
ケ
ッ
チ
は
1
8
1
9
年
の
終
わ
り
だ
が
、

主
た
る
作
業
は
20
年
の
末
か
ら
翌
21
年
初
頭

に
か
け
て
、
「
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
」
は

22
年

夏
に
も
作
曲
を
続
け
て
い
る
。
「
ア
ニ
ュ
ス
・

デ
イ
」
の
最
初
の
ス
ケ
ッ
チ
も
19
年
に
始
ま
っ

て
い
る
が
、

主
な
ス
ケ
ッ
チ
は

21
年
3
月
か

ら
8
月
。
自
筆
総
譜
は
21
年
中
盤
に
書
き
始

め
ら
れ
た
が
、

「ド
ナ
・
ノ
ビ
ス
・
パ
チ
ェ
ム
」

に
関
し
て
は

22
年
夏
の
ス
ケ
ッ
チ
が
存
在
し

て
い
る
。

つ
ま
り
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
「
キ
リ
エ
」

あ
、
ミ
ゼ
レ
ー
レ
」
と
歌
わ
せ
て
し
ま
う
自

由
さ
は
い
か
に
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
ら
し
い
。

「
ク
オ
ニ
ア
ム
（
汝
の
み
ひ
と
り
聖
）
」
か
ら

は
ふ
た
た
び
3
/
4
拍
子
、
ア
レ
グ
ロ
・
マ
エ

ス
ト
ー
ソ
と
な
り
、
「
イ
ン
・
グ
ロ
ー
リ
ア
・

デ
イ
（
父
な
る
神
の
栄
光
の
う
ち
に
）
」
の
フ
ー

ガ
が
壮
大
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
あ
と
、

さ
ら
に
テ
ン
ポ
を
速
め
た
「
ア
ー
メ
ン
」
を
経

て、

3
/
4
拍
子
、
プ
レ
ス
ト
が
歓
喜
の
う

ち
に
「
グ
ロ
ー
リ
ア
」
を
締
め
く
く
る
。

■

▼
ク
レ
ド

信
仰
の
宜
言
を
内
容
と
し
た
「
ク
レ
ド
」
は
、

あ
ら
ゆ
る
ミ
サ
曲
に
お
い
て
核
心
を
な
す
が
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
こ
れ
を
言
業
と
音
楽
に
よ

る
壮
大
な
ド
ラ
マ
と
し
て
構
成
し
た
。
全
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る

2
小
節
の
モ
ッ
ト
ー
に
続

き
、
変
口
長
調
4
/
4
拍
子
の
「
ク
レ
ド
（
わ

れ
は
信
ず
）
」
が
合
唱
に
よ
っ
て
力
強
く
歌
わ

れ
る
3

ア
ダ
ー
ジ
ョ
の
「
エ
ト
・
イ
ン
カ
ル
ナ
ト
ゥ

ス
・
エ
ス
ト
（
そ
し
て
、
み
か
ら
だ
を
受
け
）
」

を
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
を

模
し
た
合
唱
の
テ
ノ
ー
ル
に
よ
っ
て
し
み
じ
み

と
始
め
る
。
従
来
の
版
で
は
テ
ノ
ー
ル
独
唱

と
指
示
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
初
版
の
誤
り

に
端
を
発
し
た
も
の
。
十
字
架
付
け
に
よ
る

受
難
と
埋
葬
が
玄
妙
に
歌
わ
れ
た
あ
と
、
「
エ

ト
・
レ
ズ
レ
ク
シ
ト
（
三
日
目
に
よ
み
が
え
り
）
」

と
の
復
活
の
奇
跡
は
、
全
曲
中
唯

一
の
ア
・
カ

ペ
ラ
合
唱
で
印
象
的
に
描
か
れ
る
。

「
セ
ク
ン
ド
ゥ
ム
・
ス
ク
リ
プ
ト
ゥ
ー
ラ
ス

（
聖
書
に
あ
り
し
ご
と
く
）
」
は
、
ハ
長
調
か
ら

変
口
長
調
へ
と
い
う
衝
撃
的
な
転
調
に
よ
っ

て
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
キ
リ
ス
ト
の

昇
天
は
ハ
長
調
の
上
行
音
型
に
よ
っ
て
可
視

心
に
至
ら
ん
こ
と
を
」

ミ
サ
・
ソ
レ
ム

一＿
 
ス

ペートーヴェンとも親しかったスイスの楽譜商、ハンス・
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田
王 にコ 生誕250年

BEET 

1
8
1
5
年
に
作
曲
が
開
始
さ
れ
、

16
年

夏
に
大
部
分
の
構
成
が
ま
と
ま
り
、
同
年
11

月
に
完
成
を
見
た
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第

28
番

は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
の

後
期
様
式
の
最
初
の
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
音
楽
の
質
、
内
容
、
構
成
、
様
式
な
ど

す
べ
て
が
前
作
ま
で
の
ソ
ナ
タ
と
は

一
線
を
画

し
、
新
た
な
視
野
の
広
が
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

の
ち
に
、
シ
ュ
ー
マ
ン
が
好
ん
で
用
い
る
よ

う
に
な
る
循
環
形
式
を
明
確
な
形
で
示
し
た

こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
形
式
は

同
時
期
に
作
曲
さ
れ
た
連
作
歌
鼎
「
遥
か
な

ピアノ・ソナタ
第28番

る
恋
人
に
寄
す
」
の
終
結
部
で
、
ピ
ア
ノ
・
パ
ー

ト
が
胃
頭
主
題
へ
の
回
帰
を
暗
示
す
る
な
ど

多
く
の
試
み
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
ピ
ア
ノ
・

ソ
ナ
タ
に
採
用
し
た
の
が
こ
の
作
品
で
あ
る
。

ス
イ
ス
の
ヴ
ィ
ル
デ
ッ
ク
の
ル
イ
・
コ
ッ
ホ

氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
自
箪
稿

の
表
題
ペ
ー
ジ
に
は
「
ハ
ン
マ
ー
ク
ラ
ヴ
ィ
ー

ア
の
た
め
の
新
し
い
ソ
ナ
タ
」
と
記
さ
れ
て
い

て
、
現
在
で
は
ソ
ナ
タ
第

29番
が
「
ハ
ン
マ
ー

ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
・
ソ
ナ
タ
」
と
し
て
有
名
だ
が
、

作
品

1
0
1
が
最
初
で
あ
り
、
同
じ
名
称
を

備
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

深い心情と繊細なニュアンス、

広大な広がりを内包した作品で、

幻想的な表情も垣間見せ、

酸郁とした香りがただよう

美しいソナタとなっている。

DISC 

1
8
1
5
年
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
2
仙
の

チ
ェ
ロ
・
ソ
ナ
タ
、
第
4
番
と
第
5
番
を
書
き

上
げ
、
翌
年
4
月
「
遥
か
な
る
恋
人
に
寄
す
」

を
仕
上
げ
、
次
い
で
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第

28

番
を
作
り
上
げ
た
。
こ
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
は

深
い
心
情
と
繊
細
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
広
大
な
広

が
り
を
内
包
し
た
作
品
で
、
幻
想
的
な
表
情

も
垣
間
見
せ
、
級
郁
と
し
た
香
り
が
た
だ
よ

う
美
し
い
ソ
ナ
タ
と
な
っ
て
い
る
。

作
品
を
献
呈
さ
れ
た
ド
ロ
テ
ア
・
エ
ル
ト
マ

ン
夫
人
は
1
8
0
3
年
以
来
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
ピ
ア
ノ
の
弟
子
と
な
り
、
優
れ
た
ピ
ア
ニ
ス

ウィルヘルム・
バックハウス
（ピアノ）

（ユニバーサル）
UCCD-9162 

文伊熊よし子◎音楽評論家
text by Yoshiko lkuma 

DATA 

ピアノ・ソナタ第28番
イ長調作品101

作曲 ：1816年
出版： 1817年2月
献呈：ドロテア•エルトマン夫人

献呈された

ドロテア・エルトマン夫人
(1781-1849) 

ト
だ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
残
さ
れ
た
書
節
な

ど
に
よ
る
と
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
エ
ル
ト
マ

ン
夫
人
を
高
く
評
価
し
、
敬
愛
も
し
て
お
り
、

音
楽
の
守
設
珈
主
人
で
あ
る
チ
ェ
チ
ー
リ
ア
を

彼
女
の
名
に
冠
し
て
い
る
。

第
1
楽
章
は
「
幾
分
速
く
、
深
い
感
情
を

も
っ
て
」
と
書
か
れ
、
自
然
な
流
れ
と
幻
想

お
う
い
つ

的
な
表
情
が
横
溢
す
る
楽
章
で
あ
る
。
第
1

主
題
は
と
て
も
穏
や
か
で
美
し
く
、

呈
示
部

に
も
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
。

第
2
楽
章
は
「
生
き
生
き
と
、
行
進
曲
風
に
」

と
表
記
さ
れ
た
楽
章
だ
が
、
躍
動
す
る
リ
ズ

ム
に
乗
っ
た
幻
想
仙
で
あ
る
。
強
さ
と
や
さ

し
さ
が
共
存
す
る
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
ら
し
い

楽
章
と
な
っ
て
い
る
。
中
間
部
に
は
カ
ノ
ン
が

現
れ
、
力
強
さ
を
見
せ
る
。

第
3
楽
章
は
「
ゆ
っ
く
り
と
、
そ
し
て
憧
れ

に
満
ち
て
」
と
指
示
さ
れ
た
楽
章
。
序
奏
は

弱
音
ペ
ダ
ル
を
使
用
し
て
演
奏
さ
れ
、
寂
蓼

感
を
表
現
す
る
。
カ
デ
ン
ツ
ア
で
は
第
1
楽

章
の
主
題
が
回
想
さ
れ
、
テ
ン
ポ
や
拍
子
が

変
容
し
、
沈
鬱
な
趣
か
ら
活
力
あ
ふ
れ
る
行

進
仙
風
、
さ
ら
に
夢
見
心
地
な
雰
囲
気
ま
で

多
彩
な
表
情
へ
と
変
化
を
遂
げ
て
い
く
。

主
部
は
ソ
ナ
タ
形
式
で
書
か
れ
、
左
右
の

手
が
入
れ
替
わ
っ
た
り
、
左
手
が
右
手
を
模

倣
し
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
奏
法
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
展
開
部
で
は
フ
ー
ガ
主
題
が
登

場
し
、

pp
で
始
ま
る
コ
ー
ダ
は
突
如

ff
へ
と
変

わ
り
、
勝
ち
誇
る
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
フ
ィ

ナ
ー
レ
を
迎
え
る
。
こ
の
ソ
ナ
タ
は
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
創
作
が
新
た
な
時
代
を
迎
え
た
こ

と
を
示
唆
し
、
創
造
力
の
幅
広
さ
と
深
み
を

伝
え
る
。

m『
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BEET 
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DISC 

グリゴリー・ソコロフ（ピアノ）

シューペルト＆ベートーヴェン

ライヴ・アット・

ベルリン・フィルハーモニー
ペートーヴェン

ピアノ・ソナタ第29番
「ハンマークラヴィ—ア」
シューペルト

「4つの即興曲」0899、他
(DG) 0735250声

内田光子 (1948-)

ピーター・ゼルキン（フォルテピアノ）

ペートーヴェン ピアノ ・ソナタ第27-32番、 他
(Musical Concepts) MCS-122 

ライプツィヒ弦楽四重奏団

ペートーヴェン （ブライラ一編）

ピアノ • ソナタ第29番
「ハンマークラヴィ―ア」

レオノーレ序曲第3番｀他
(MD+G) 
MDG-30720722 

フェリックス・ワインガルトナー（指揮）

ペートーヴェン（ワインガルトナ一編）

ピアノ・ソナタ第29番「ハンマークラヴィーア」
交響曲第5番「運命」、他
ロイヤル フィル、他 (Naxos)8110913 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

35
曲
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ

タ

(
3
つ
の
「
選
定
侯
ソ
ナ
タ
」
を
含
む
）
、
小

高
い
丘
か
ら
高
山
ま
で
、
連
山
に
山
脈
に
単

独
峰
と
さ
ま
ざ
ま
に
連
な
る
山
の
よ
う
に
思

え
る
こ
と
が
あ
る
。
1
8
1
7
年
晩
秋
、

1
年

ほ
ど
読
い
た
病
が
癒
え
て
ス
ケ
ッ
チ
が
開
始
さ

れ
た
「
ハ
ン
マ
ー
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
」
こ
と
ピ
ア
ノ
・

ソ
ナ
タ
第
29
番
変
口
長
調
作
品
1
0
6
は
、
ピ

ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
の
歴
史
上
最
大
最
高
の
「
霊
峰
」

と
な
っ
た
。
西
洋
音
楽
史
上
最
も
謎
め
い
て
議

論
さ
れ
て
き
た
ピ
ア
ノ
曲
の
ひ
と
つ
に
ち
が
い

な
い
。
2
0
1
9
年
は
出
版
か
ら
ち
ょ
う
ど
2

世
紀
、
メ
モ
リ
ア
ル
・
イ
ヤ
ー
だ
。

残
存
資
料
は
ス
ケ

ッ
チ
だ
け
。
自
筆
譜
も

筆
写
譜
も
な
い
。
1
8
1
9
年
9
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
ウ
ィ
ー
ン
と
ロ
ン
ド
ン
で
3
種
類

の
初
版
譜
が
出
版
さ
れ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
版
の
表

紙
は
フ
ラ
ン
ス
語
表
記
と

「
ハ
ン
マ
ー

11
ク
ラ

ヴ
ィ
ー
ア
の
た
め
の
大
ソ
ナ
タ
」
と
書
か
れ
た

ド
イ
ツ
語
表
記
の
2
通
り
、

「
ハ
ン
マ
ー
ク
ラ

ヴ
ィ
ー
ア
」
は
普
通
の
楽
器
名
だ
け
ど
、
こ
の

語
に
作
曲
者
が
こ
だ
わ

っ
て
愛
称
と
な
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
版
の
出
版
の
惟
話
を
し
た
の
は
、
か

の
地
で
活
躍
中
だ

っ
た
弟
子
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン

ト
・
リ
ー
ス
。
長
大
す
ぎ
て
2
巻
に
分
冊
さ
れ

た
。
献
呈
は
ル
ド
ル
フ
大
公
。

全

4
楽
章
、
空
前
の
規
模
だ

っ
た
。
そ
も

そ
も

1
台
の
楽
器
で
弾
き
通
せ
な
か

っ
た
。

各
楽
章
の
音
域
は

6
オ
ク
タ
ー
ヴ
だ
け
ど
、

第
1
楽
章
か
ら
第
3
楽
章
ま
で
の
最
高
音
は

ム
の
数
値
を
指
定
し
た
。
第
1
楽
章
の

「二
分

音
符
1
1
1
3
8
」を
箪
頭
に
総
じ
て
速
す
ぎ
る
。

当
時
メ
ト
ロ
ノ
ー
ム
は
発
明
直
後
、
数
値
の
表

記
に
2
通
り
あ
っ
て
、
現
在
の

「四
分
音
符
II

1
3
8
」
で
考
え
る
べ
き
と
の
説
が
あ
る
。
ロ

ン
ド
ン
版
の
初
版
譜
で
リ
ー
ス
は
か
の
地
の
表

記
に
換
算
、

二
分
音
符
を
四
分
音
符
に
直
し

た
。
し
か
し
チ
ェ
ル
ニ
ー
は
二
演
奏
の
]
最

大
の
難
関
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
希
望
す
る
激

し
く
速
い
テ
ン
ポ
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。
ニ

分
音
符
1
1
1
3
8
が
正
し
い
の
か
？

「四
部
音

符
論
者
」
は
あ
れ
こ
れ
傍
証
も
持
ち
出
し
て

正
当
性
を
主
張
す
る
。

だ
か
ら
第
1
楽
章
冒
頭
、
ア
ウ
フ
タ
ク
ト

+
4
小
節
の
雄
々
し
く
特
徴
的
な
リ
ズ
ム
を

備
え
た
モ

ッ
ト
ー
を
ど
う
弾
く
か
が
、
演
奏

に
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
。
1
9
3
5
年
の
シ
ュ
ナ
ー
ベ
ル
に
よ
る

「冊
界
初
録
音」

以
来
、
あ
ま
た
の
名
手
巨
匠

た
ち
が
こ
の
ソ
ナ
タ
を
録
音
し
て
き
た
。
史
上

最
速
レ
ベ
ル
の
シ
ュ
ナ
ー
ベ
ル
「
二
分
音
符
II

イグナーツ・モシュレス

(1794-1870) 

チェコ出身の作曲家・ピアニスト。尊

敬するベートーヴェンに才能を認められ

「フィデリオ」のピアノ譜を作成。生涯、

ベートーヴェンの作品を演奏し続けた。

メンデルスゾーン姉弟を教えた。

フェルディナント ・リース
(1784-1836) 

ベートーヴェンと同じボンで

生まれ、同じ宮廷音楽家一

家に育ち、父は宮廷楽団の

コンサートマスター。ウィー

ンでベートーヴェンに師事。

ピアニストとしてスタートし

たが、後に作曲家として約

300曲を残した。「ベートー
ヴェンに関する覚え書き」

を書いた。

■

最
大
最
高
の
「
霊
峰
」

■

高
音

の
フ
ァ
、
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
愛
用
し

た
シ
ュ
ト
ラ
イ
ヒ
ャ
ー

・

ピ
ア
ノ
の
音
域
だ
。
第

4
楽
章
は
最
高
音
も

最
低
音
も
完
全
4
度

下
が
っ
て
一番
下
の
ド

の
音
が
最
低
音
、
作

血
中
に
贈
ら
れ
た
ロ
ン

ド
ン
は
プ
ロ
ー
ド
ウ
ッ

ド
社
の
ピ
ア
ノ
に
準
拠
す
る
。
通
奏
す
る
に

は
6
オ
ク
タ
ー
ヴ
半
の
音
域
の
ピ
ア
ノ
が
必

要
だ
っ
た
。

出
版
当
時
は
前
代
未
聞
の
難
曲
、

今
で
も

弾
く
に
は
覚
悟
が
必
要
で
、
他
の
ソ
ナ
タ
の

何
倍
も
準
備
と
手
間
が
か
か
る
。
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
自
身、

「
50
年
も
経
て
ば
演
奏
さ
れ
る

だ
ろ
う
」
と
豪
語
（
？
）
し
た
と
か
。
こ
れ
は

演
奏
可
能
な
楽
器
／
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
2
通
り

の
意
味
に
解
釈
で
き
る
。
も
っ
と
も
1
8
1
9

王

年
当
時
、
グ
ラ
ー
フ
は

6
オ
ク
タ
ー
ヴ
半
の
、

こ
の
ソ
ナ
タ
が
弾
け
る
音
域
の
ピ
ア
ノ
を
作
っ

て
は
い
た
。

少
な
く
と
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
は
こ
の
ソ
ナ

タ
を
演
奏
で
き
た
よ
う
だ
。
公
開
演
奏
の
計

画
を
話
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
実
際
に
は

1
8
2
4
年
に
内
輪
の
集
ま
り
で
作
曲
者
の

指
淋
の
も
と
、
高
弟
チ
ェ
ル
ニ
ー
が
演
奏
し
た
。

確
実
な
公
開
演
奏
は
36
年
6
月
、
パ
リ
で
チ

ェ

ル
ニ
ー
の
弟
子
フ
ラ
ン
ツ

・
リ
ス
ト
が
行
っ
た
。

楽
諮
を
見
な
が
ら
聴
い
た
ベ
ル
リ
オ
ー
ズ
が

1
3
1
」
や
ギ
ー
ゼ
キ
ン
グ

（同
1
2
7
)
か

ら
グ
ー
ル
ド

(80
)
や
ニ
コ
ラ
ー
エ
ワ

(78)

ま
で
、
各
自
が
各
自
の
納
得
で
き
る
テ
ン
ポ
で

弾
い
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

■

冒
頭
の
弾
き
方

こ
の
冒
頭
4
小
節
、

2
度
弾
か
れ
る
低
音

域
の
「
ズ
ジ
ャ
ー
ン

（ア
ウ
フ
タ
ク
ト

〈弱
起
〉

の
低
音
の
シ

b
＋
和
音）」

の
弾
き
方
も
問
題

だ
。
楽
譜
通
り
に
ど
ち
ら
も
左
手
で
弾
く
ゃ

り
方

（ソ
コ
ロ
フ
、
バ
レ
ン
ボ
イ
ム
、
ペ
ラ
イ
ア
、

キ
ー
シ
ン
、
近
年
の
若
手
多
数
）、
シ

b
は
左

手
、
和
音
は
右
手
と
両
手
で
弾
く
や
り
方

（グ

ル
ダ
、
プ
レ
ン
デ
ル
、
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ー
ジ
、
ブ
ッ

フ
ビ
ン
ダ
ー
…
）
、
最
初
の
フ
レ
ー
ズ
は
左
手

だ
け
、
次
の
フ
レ
ー
ズ
は
両
手
で
弾
く
折
衷

派

（ケ
ン
プ
、
内
田
光
子
）
が
あ
る
。

左
手
だ
け
で
弾
く
と
跳
躍
へ
の
プ
レ

ッ

シ
ャ
ー
が
か
か
る
け
れ
ど
、
そ
れ
が
独
特
な
緊

張
感
を
与
え
る
。
け
れ
ど
2
度
目
の
フ
レ
ー
ズ

で
シ

b
と
和
音
と
の
間
に
タ
メ
を
入
れ
ざ
る
を

得
な
く
な
る
。
両
手
で
弾
け
ば
簡
単
で
確
実

だ
け
ど
、
ど
こ
か
安
直
に
聞
こ
え
る
。
折
衷

派
の
2
度
目
の
フ
レ
ー
ズ
の
弾
き
方
は
2
通
り

あ
っ
て
、
ケ
ン
プ
は
シ

b
を
左
手
、
和
音
を
右

手
で
、
内
田
光
子
は
シ

b
を
右
手
、
和
音
を

左
手
で
弾
い
て
い
た
。
右
手
で
シ

b
を
フ
ォ
ル

テ
で
確
実
に
出
せ
て
、
左
手
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

ほ
と
ん
ど
変
え
な
い
で
弾
け
る
内
田
光
子
の
や

り
方
は
か
な
り
ク
レ
バ
ー
だ
と
思
う
。

以
上
は
一
例
。
こ
の
ソ
ナ
タ
に
は
各
楽
箪
に

演
奏
者
が
独
自
に
解
決
す
べ
き
奏
法
上
・
表

現
上
の
ポ
イ
ン
ト
が
少
な
く
な
い
。
第
2
楽
章

の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
は
唯

一
息
の
つ
け
る
間
奏
曲
だ

け
ど
、
中
問
部
の
締
め
く
く
り
、

最
低
音
か

ピアノ ソナタ

評
を
書
き、

「音
の
足
し
引
き

一
切
な
し
、
テ

ン
ポ
の
改
変
も
な
し
…
理
想
的
演
奏
」
と
絶

賛
し
た
。
さ
ら
に
3
年
後
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

と
関
わ
り
の
深
か

っ
た
モ
シ
ェ

レ
ス
が
イ
ギ
リ

ス
で
演
奏
を
行
っ
た
。

■

永
遠
の
謎
の
テ
ン
ポ

■

テ
ン
ポ
は
た
ぶ
ん
永
遠
の
謎
だ
。
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ

ン
は
こ
の
ソ
ナ
タ
に
だ
け
、
作
鼎
当
時
に

特
許
が
取
ら
れ
た
メ
ル
ツ
ェ
ル
の
メ
ト
ロ
ノ
ー

ら
最
高
音
ま
で
急
速
な
音
階
で
駆
け
上
る
フ

レ
ー
ズ
な
ど
効
果
満
点
で
迫
力
が
あ
る
。
第

3
楽
章
ア
ダ
ー
ジ
ョ

・
ソ
ス
テ
ヌ
ー
ト
は
音
を

出
す
だ
け
で
あ
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
い

け
れ
ど
、
ど
こ
ま
で
も
深
く
沈
潜
し
て
ゆ
く
メ

ラ
ン
コ
リ
ー
と
い
っ
た
内
省
的
表
現
が
問
わ
れ

る
。
チ
ェ
ル
ニ
ー
は

「老
い
て
身
も
心
も
疲
れ

果
て
た
巨
匠
が
過
ぎ
た
良
き
日
の
思
い
出
に
ふ

け
る
」
と
書
い
た
。

第
4
楽
章
は
序
奏
付
き
の
フ
ー
ガ
。
不
思
議

な
記
譜
の
序
奏
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
即
興

演
奏
を
精
密
に
書
き
取
っ
た
も
の
に
見
え
る
。

「
い
く
ら
か
自
由
な
」

3
声
部
の
フ
ー
ガ
は
掛

け
値
な
し
の
難
仙
だ
。
始
ま
っ
た
ら
当
面
止
ま

れ
な
い
。
事
故
の
起
き
や
す
い
箇
所
が
い
く
つ

か
あ
っ
て
、
不
運
な
演
奏
を
い
く
つ
も
聴
い
た
。

■

ソ
コ
ロ
フ、

内
田
光
子

■

こ
の
大
ソ
ナ
タ
、
録
音
よ
り
は
生
演
奏
で

聞
い
た
方
が
い
い
。
人
類
最
高
レ
ベ
ル
の
技
最

を
持
つ
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
も
、
技
術
・
精
神
カ
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
全
開
に
し
な
け
れ
ば
弾
け
な

い
。
弾
き
終
え
る
こ
ろ
に
は
演
奏
者
の
器
量
と

あ
ら

「霊
格
」
の
全
容
と
い

っ
た
も
の
が
露
わ
に
な
っ

て
い
る
か
ら
、

真
の
名
手
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど

名
演
に
な
る
。
50
分
以
上
を
か
け
て
壮
麗
無

が

ら

ん

比
な
大
伽
姫
を
築
い
て
い
っ
た
グ
リ
ゴ
リ
ー
・

ソ
コ
ロ
フ
、
太
陽
よ
り
も
白
熱
し
た
音
楽
的
知

性
と
意
志
を
聴
か
せ
た
内
田
光
子
の
演
奏
は、

筆
者
に
と

っ
て
大
事
な
体
験
と
な
っ
た
。

編
曲
で
は
ワ
イ
ン
ガ
ル
ト
ナ
ー
の
行

っ
た

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
編
曲
が
名
高
い
。
大
仰
な
身

振
り
と
実
験
精
神
が
同
居
し
て
い
る
。
弦
楽

四
重
奏
へ
の
編
曲
は
こ
の
大
ソ
ナ
タ
の
緊
密
な

構
築
性
が
再
認
識
で
き
て
興
味
深
い
。

5壬］
ー41MOSTLY CI.ASSIC 

■

1
台
の
楽
器
で
弾
き
通
せ
な
い

． 

■ DATA 
ピアノ・ソナタ第29番変口長調
「ハンマークラヴィーア」作品106

第1楽章 Allegro
第2楽章 Assaivivace 
第3楽章 Adagiosostenuto 
第4楽章 Largo-Allegrorisoluto 

作曲 ：1817~19年

出版 :1819年
献呈 ．ルドルフ大公

初演 ：1824年、チェルニー
公開初演 ：1836年6月、リスト

第29番
「ハンマークラヴィーア」
この大ソナタ、録音よりは生演奏で聞いた方がいい。

人類最高レベルの技量を持つピアニストでも、

技術・精神カ・エネルギーを全開にしなければ弾けない。

弾き終えるころには演奏者の器量と「霊格」の

全容といったものが露わになっているから、

真の名手であればあるほど名演になる。 文高久暁 ◎音楽学・音楽評論

text by Satoru Takaku 
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生誕250年

BEET 

第

32
番
を
含
め
た
最
後
の

3
つ
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
は
人
類
の
至
宝
。

ピ
ア
ノ
を
め
ぐ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
想
像
力
が
、

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
。

ま
っ
た
く
独
創
的
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
た
世
界
を
持
ち
、

そ
の
特
質
が
唯
一
無
二
の
聴
き
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

音
楽
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
あ
り
、
そ

の
礎
と
な
る
の
は
人
間
性
で
あ
り
、
人
間
の

思
い
で
あ
る
だ
ろ
う
。
喜
怒
哀
楽
、
理
念
、

そ
れ
ぞ
れ
の
好
み
や
時
代
、
創
作
慈
図
や
表

現
意
欲
な
ど
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
、
名
鼎

が
生
ま
れ
、
人
々
に
愛
さ
れ
て
ゆ
く
。
多
種

多
様
な
在
り
方
が
存
在
す
る
の
は
当
然
だ
ろ

、つ
。そ
の
形
式
ひ
と
つ
取
り
上
げ
て
み
て
も
、

ど
れ
が
好
き
か
は
人
に
よ
っ
て
大
ぎ
く
分
か

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
な
か
で
、

ソ
ナ
タ
や
フ
ー
ガ
は
人
間
が
考
え
た
最
高
の

音
楽
形
式
と
思
わ
れ
る
。
純
粋
で
、
高
度
な

完
成
度
を
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。

今
回
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
大
特
集
。
私

は
最
後
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ

3
曲
に
つ
い
て
書

く
こ
と
に
な
っ
た
。
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
は
、
弦

楽
四
諏
奏
鼎
と
と
も
に
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

数
多
く
の
作
品
の
な
か
で
も
最
高
峰
と
い
え

る
傑
作
が
生
ま
れ
て
い
る
。

ピ
ア
ノ
と
い
う
楽
器
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

最
も
得
滋
な
、
す
っ
か
り
手
の
内
に
収
め
ら

れ
た
楽
器
で
あ
り
、
ピ
ア
ノ
自
体
が
急
速
な

ヒ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ

第
30&31番

DATA 

ピアノ・ソナタ第30番ホ長調作品109

第1楽章 v・1vace, ma non lroppo-Adag10 esprcssivo 
第2楽章 Prestissimo
第3楽章 Andantemolto cantabile cd csprcssivo 

作曲： 1820年
出版 :1821年、アルタリア社
献呈 ．マキシミリアーネ • ブレンターノ（アントニー • ブレンターノの娘）
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音
楽
評
論
家

text b
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 T
a
d
o
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o
s
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w
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ヨーゼフ・ヴィリブロルト・メーラーが描いた1815年の

ペートーヴェン。翌16年から、ピアノ・ソナタ第28番に

始まる後期のピアノ・ソナタが次々 と書かれることになる

内
面
的
な
深
ま
り
、
独
創
的
な
魅
力
、

ピ
ア
ノ
音
楽
を
聴
く
歓
び

進
歩
発
展
の
途
上
に
あ
っ
て
、
音

楽
の
未
来
へ
の
大
き
な
可
能
性
を

確
信
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
実

際
に
派
奏
す
る
こ
と
で
、
彼
の

存
在
意
義
や
生
活
を
支
え
る
に

足
る
楽
器
で
あ
っ
た
。
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は
、
そ
の
時
代
屈
指
の
ピ

ア
ノ
の
名
手
で
あ
り
、
ピ
ア
ノ
は

彼
の
音
楽
的
思
考
を
練
る
場
で

も
あ
っ
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
最
後
の

3
つ

の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
は
、
人
類

の
至
宝
。
ピ
ア
ノ
を
め
ぐ
る
彼
の
想
像
力
が
、

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
ま
っ

た
く
独
創
的
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
し
た
世

界
を
持
ち
、
そ
の
特
質
が
唯

一
無
二
の
聴
き

ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

作
曲
さ
れ
た
の
は
、

1
8
2
0
年
か
ら

22

お
い

年
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
甥
の
後
見
を
め
ぐ

る
訴
訟
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、

『
ミ
サ
・

ソ
レ
ム
ニ
ス
」
と
非
行
し
て
、
こ
れ
ら
の
名
作

は
書
き
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
完
成
度
、
崇
高
さ
、

精
神
内
容
の
深
さ
は
比
類
が
な
い
。．
 

ソ
ナ
タ
第

30
番
ホ
長
調
作
品

1
0
9
は、

1
8
2
0
年
の
夏
の
終
わ
り
に
完
成
さ
れ
た
。

は
か
ど

作
訓
は
な
か
な
か
捗
ら
な
か
っ
た
が
、
出
来

上
が

っ
た
音
楽
は
自
然
な
運
び
で
、
し
な
や

か
で
あ
る
。
終
楽
章
に
は
変
奏
曲
を
用
い
て

い
る
3

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
こ
の
曲
が
作
曲

さ
れ
た

20
年
ま
で
に
、
独
立
し
た
作
品
や
大

き
な
作
品
の
楽
章
と
し
て

60
を
超
え
る
変
奏

干
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曲
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
ソ
ナ
タ
で
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は
、
内
容
と
表
現
の
深
さ
、
想
像
力

あ
ふ
れ
る
音
楽
的
思
考
を
表
出
す
る
手
法
を

変
奏
曲
に
見
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
変

奏
鼎
が
フ
ー
ガ
と
と
も
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
後
期
様
式
の
中
心
的
な
特
徴
と
な

っ
た
。

そ
れ
が
こ
の
ホ
長
調
ソ
ナ
タ
の
ま
ず
第

一
の
聴

き
ど
こ
ろ
。
ロ
マ
ン
的
な
抒
情
性
が
こ
の
ソ
ナ

タ
で
婦
っ
て
来
た
こ
と
も
、
大
き
な
魅
力
に

違
い
な
い
。

曲
は
、

2
楽
章
構
成
と
も
、

3
楽
章
構
成

と
も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第

1
楽
章
は

ヴ
ィ
ヴ
ァ
ー
チ
ェ
・
マ
・
ノ
ン
・
ト
ロ
ッ
ポ
、

ホ
長
調
、

4
分
の

2
拍
子
の
部
分
と
ア
ダ
ー

ジ
ョ
・
エ
ス
プ
レ
ッ
シ
ー
ヴ
ォ
、

4
分
の

3
拍

子
の
部
分
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
両

方
を
合
わ
せ
て
、
変
則
ソ
ナ
タ
形
式
と
み
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
主
題
を
め
ぐ
る
楽
想
の

展
開
の
う
ち
に
、
晩
年
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

内
面
的
深
ま
り
が
聴
こ
え
て
く
る
。

第
2
楽
章
は
プ
レ
ス
テ
ィ

ッ
シ
モ
、
ホ
短
調
、

8
分
の

6
拍
子
。
ソ
ナ
タ
形
式
。
(
2
楽
章
の

曲
と
見
る
場
合
は
第
1
楽
章
の
後
半
）。

第
3

楽
章
は
ア
ン
ダ
ン
テ
・
モ
ル
ト
・
カ
ン
タ
ー
ビ

レ
・
エ
ド
・
エ
ス
プ
レ

ッ
シ
ー
ヴ
ォ
（
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
は

「歌
う
よ
う
に
、
心
の
底
か
ら
の
感

動
を
込
め
て
」
と
ド
イ
ツ
語
で
記
し
て
い
る
）、

ホ
長
調
。
主
題
と
6
つ
の
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ

ッ

ク
な
変
奏
か
ら
な
る
変
奏
仙
形
式
。
(
2
楽
章

の
仙
と
見
る
場
合
は
第
2
楽
章
）。
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
が
諦
観
を
も
っ
て
、
白
ら
の
人
生
を
回

想
し
て
い
る
よ
う
な
雰
囲
気
さ
え
あ
る
。

ソ
ナ
タ
第
31
番
変
イ
長
調
作
品

1
1
0

は、

1
8
2
1
年
ま
で
に
完
成
し
て
い
る
。
自

籠
譜
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
日
付
が
あ
る
が
、
終

楽
章
の
ア
ダ
ー
ジ
ョ
と
フ
ー
ガ
の
修
正
は
翌

年
の
初
春
ま
で
続
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

形
式
的
に
も
内
容
的
に
も
独
創
的
な
魅
力

に
あ
ふ
れ
、
前
作
の
ホ
長
調
作
品

1
0
9
の

ソ
ナ
タ
よ
り
も
さ
ら
に
情
趣
が
盟
か
に
な
っ

て
い
る
。
深
い
悲
晩
の
色
合
い
の
う
ち
に
、
最

初
の

一立
日
か
ら
思
わ
ず
引
き
込
ま
れ
る
よ
う

な
、
深
々
と
し
た
情
感
と
神
秘
性
、
高
費
さ
、

見
事
な
構
成
を
も
っ
て
い
る
。

第
1
楽
章
が
モ
デ
ラ
ー
ト
・
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
・

モ
ル
ト
・
エ
ス
プ
レ

ッ
シ
ー
ヴ
ォ
、
変
イ
長
調
、

4
分
の

3
拍
子
。
ソ
ナ
タ
形
式
。
典
雅
な
美

し
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

第
2
楽
章
が
ア
レ
グ
ロ
・
モ
ル
ト
、
へ
短
調
、

4
分
の

2
拍
子
。
ス
ケ
ル
ツ
ォ
的
性
格
を
も
っ

た
比
較
的
自
由
な
一一一
部
形
式
。
ト
リ
オ
は

見
、
異
な
っ
た
動
機
の
結
合
の
よ
う
に
見
え

DATA 

ピアノ・ソナタ第31番
変イ長調作品110

第1楽章 Moderatocantabile 
mollo espressivo 

第2楽章 Allegromolto 
第3楽章 Adagio,ma non lroppo -

Fuga. Allegro, ma non 
lroppo 

1821-22年
1822年、
シュレジンガー社、
シュタイナ一社、
アルタリア社ほか

作曲

出版

生誕250年

BEET 
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ

第
30&31
番

共に、ピアノ・ソナタ全集

を遺すなど、ペートーヴェ

ンを得意にしたフランス人

のイーヴ・ナット(1890

-1956、写真上）とオー

ストリア人のフリードリヒ・

グルダ (1930-2000)

る
が
、
ス
ケ
ル
ツ
ォ
の
動
機
と
密
接
に
関
連
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

第
3
楽
章
が
ア
ダ
ー
ジ
ョ
・
マ
・
ノ
ン
・
ト

ロ
ッ
ポ
、
変
イ
長
調
、

4
分
の

4
拍
子
ー
|

ア
レ
グ
ロ
・
マ
・
ノ
ン
・
ト
ロ

ッ
ポ
、
変
イ
長

調、

8
分
の

6
拍
子
。
ア
ダ
ー
ジ
ョ
は
レ
チ
タ

テ
ィ
ー
フ
に
よ
る
序
奏
部
と
、

二
重
の
ア
リ

オ
ー
ソ
・
ド
レ
ン
ト
と
フ
ー
ガ
と
い
う
構
造
に

な
っ
て
い
る
。
ア
レ
グ
ロ
・
モ
ル
ト
の
激
情
、

ア
ダ
ー
ジ
ョ
の
大
き
な
序
奏
を
も
っ
た
見
事

な
フ
ー
ガ
、
そ
の
絶
妙
な
対
比
は
「
嘆
き
の
歌
」

と
呼
ば
れ
る
名
旋
律
と
と
も
に
忘
れ
が
た
い

記
悦
を
残
す
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
思
索
の
深
ま
り
は

一
聴

し
て
明
ら
か
だ
が
、
こ
の
曲
の
最
大
の
特
徴
は

や
は
り
詩
的
な
フ
ー
ガ
に
あ
る
。
複
雑
な
フ
ー

ガ
に
よ
る
終
楽
章
に
曲
全
体
の
ク
ラ
イ
マ

ッ

ク
ス
が
築
か
れ
、
実
に
感
動
的
な
音
楽
が
生

み
出
さ
れ
る
。
ピ
ア
ノ
音
楽
を
聴
く
歓
び
が
、

ま
さ
に
集
約
さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

m-

※
デ
ィ
ス
ク
は

47
ペ
ー
ジ
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廿
田

DISC 

一
ウィルヘルム・バックハウス（ピアノ）

収録 1961、63年
（ユニバーサル） UCCD-9163 
※Decca原盤

マウリツィオ・ポリーニ（ピアノ）

収録 ：1975-77年
（ユニバーサル） UCCG-51085 
※DG原盤

ルドルフ・ゼルキン（ピアノ）

収録.1987年
（ユニバーサル） UCCG-52020※DG原盤

そ
し
て
最
も
優
れ
た
人
間
は
、
苦
悩
を
通
じ

て
歓
喜
に
至
る
…
」
と
考
え
て
い
た
彼
に
と
っ

て
、
苦
悩
と
闘
争
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な

ハ
短
調
の
序
奏
と
フ
ー
ガ
に
よ
る
ソ
ナ
タ
形
式

の
第

1
楽
卒
と
、
存
在
の
光
の
な
か
に
立
ち

出
で
た
よ
う
な
ハ
長
調
の
第

2
楽
章
1

天

上
の
音
楽
と
で
も
形
容
し
た
い
、
安
ら
か
な

祈
る
よ
う
な
主
題
と

5
つ
の
変
奏
曲
ー
|
は

ま
さ
に
終
生
の
テ
ー
マ
を
形
成
化
し
た
も
の

と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

粕
神
内
容
か
ら
い
っ
て
も
、
作
鼎
技
法
か

ら
い
っ
て
も
、
極
度
に
集
約
さ
れ
た
こ
の

2
つ

の
楽
章
の
ほ
か
に
、
も
は
や
ど
ん
な
楽
章
も
ど

ん
な
音
楽
も
つ
け
加
え
る
余
地
が
残
さ
れ
て

い
な
い
と
考
え
る
の
が
自
然
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
ソ
ナ
タ
で
も
、
終
楽
邸
に
変
奏
鼎
が
用
い

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
変
奏
血
は

〈加夕
〉
が
空

想
を
満
た
し
て
ゆ
く
よ
う
に
、
〈主
題
〉
が

〈変

奏
〉
さ
れ
て
ゆ
く
。

第

1
楽
卒
は
、
フ
ー
ガ
の
手
法
を
取
り
入

れ
た
ソ
ナ
タ
形
式
。
ハ
短
調
、

4
分
の

4
拍
子
、

激
烈
な
減

7
度
下
行
の
利
音
で
開
始
さ
れ
る

マ
エ
ス
ト
ー
ソ
の
序
奏
、
つ
い
で
ア
レ
グ
ロ

・

コ
ン
・
プ
リ
オ
・
エ
ド
・
ア
パ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
ト

の
主
部
に
入
る
。
彼
の
不
屈
の
生
涯
を
表
す

さ

ぜ

ん

よ
う
な
戦
闘
的
な
、
し
か
し
毅
然
と
し
た
荘

璽
な
風
格
を
湛
え
て
い
る
。

第
2
楽
章
は
、
ア
リ
エ

ッ
タ
ア
ダ
ー
ジ
ョ
・

モ
ル
ト
・
セ
ン
プ
リ
ー
チ
ェ
・
エ
・
カ
ン
タ
ー

ビ
レ
、
ハ
長
調
。
二
部
形
式
の
ア
リ
エ
ッ
タ
と

5
つ
の
変
奏
か
ら
な
っ
て
い
る
。
音
型
変
奏
の

せ
い
ひ
つ

極
限
に
近
い
粕
妙
な
も
の
で
、
静
謡
で
深
い

内
面
的
な
祈
り
を
表
す
か
の
よ
う
に
、
し
だ

一イーヴ・ナット（ピアノ）収録： 1954年
(Membran) 600113 
※「イーヴナットフレンチ・レジェンド」 1
(15CD)所収、輸入盤、 EMI原盤 I I 

ヴィルヘルム・ 収録： 1964年
ケンプ （ユニバーサル）
（ピアノ） POCG90111※DG原盤

一
エトヴィン・
フィッシャー (t:"アノ）

収録： 1954年
(Music and Arts) 
CD-0880 
※2CD、輸入盤

王-47 MOSTLYc1.Ass1c 

一フリードリヒ・グルダ（ピアノ）収録： 1967年
(Eloquence) 4768761 

※「ペートーヴェンピアノ・ソナタ
全集＆ピアノ協奏曲全集」 (12CD)所収、
輸入盤、 Amadeo原盤

こ
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
最
後
の

3
大
ソ
ナ
タ

の
C
D
は
、
昔
の
復
刻
盤
や
ラ
イ
ヴ
録
音
を

含
め
て
数
多
く
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
。
古
く

は
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
シ
ュ
ナ
ー
ベ
ル
に
よ
る
歴

史
的
な
演
奏
か
ら
、
現
役
の
若
手
ピ
ア
ニ
ス

ト
に
よ
る
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
演
奏
ま
で
、
容
易
に

入
手
で
き
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
演
奏

に
ふ
れ
る
こ
と
で
新
た
な
発
見
も
あ
り
、
ま

ず
は
機
会
が
あ
る
ご
と
に
、
各
種
の
演
奏
を

聴
い
て
み
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

3
血
通
じ
て
聴
き
逃
せ
な
い
も
の
と
し
て
、

ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
の

1
9
6
1
、

63
年
録
音
盤
、
ル
ド
ル
フ
・
ゼ
ル
キ
ン
盤
、
マ

ウ
リ
ッ
ィ
オ
・
ポ
リ
ー
ニ
盤
。
第

30
番
は
、
フ

リ
ー
ド
リ
ヒ
・
グ
ル
ダ
盤
。
第

31番
は
、
イ
ー

ヴ
・
ナ
ッ
ト
盤
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ケ
ン
プ
盤
。

第

32
番
は
、
エ
ト
ヴ
ィ
ン
・
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
盤

を
挙
げ
て
お
こ
う
。

5

い
に
浄
化
さ
れ
、
高
ま
っ
て
ゆ
く
。

生誕250年

BEET 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
最
後
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
と

な
っ
た
第

32
番
ハ
短
調
作
品
l
l
l
は、

1
8

2
2
年
初
め
ま
で
に
完
成
し
て
い
る
。
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
晩
年
の
ソ
ナ
タ
作
曲
様
式
の
見
事

な
結
論
と
も
い
う
べ
き
名
作
で
、
激
し
さ
と

緊
張
感
に
満
ち
、
力
感
あ
ふ
れ
る
第

1
楽
窪

と
、
静
け
さ
の
な
か
に
果
て
し
な
い
広
が
り
と

精
神
の
高
揚
を
感
じ
さ
せ
る
第
2
楽
卒
か
ら

で
き
て
い
る
。

曲
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
以
前
か
ら
何
度

も
試
み
た

2
楽
章
の
形
に
凝
縮
さ
れ
、
第

1

楽
章
は
ソ
ナ
タ
形
式
の
な
か
に
対
位
法
手
法

を
織
り
込
み
、
第
2
楽
章
は
変
奏
血
を
川
い

て
、
後
期
の
様
式
を
煮
詰
め
た
趣
が
あ
る
。

第

3
楽
章
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
自
身
よ
く
質
問
さ
れ
た
と
い
う
が
、
「
無

限
の
精
神
を
も
つ
有
限
の
わ
れ
わ
れ
は
、
ひ
た

す
ら
歓
喜
と
苦
悩
の
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
。

ビアノ・ソナタ
第32番

．
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ヽ

芝
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てっ
t

い

か

ら

ほ

か
の
~

法

章

も

い

技

楽

楽

な

曲

の

音

し
てれ

作

つ

な

さ

、
2
ん

も
の
ど

て

こ

も

残

っ

た

章

が

い

れ

楽

地

ら

さ

な

余

か

約

ん

る

容

集

ど

ぇ

5
虹

g
暉

精

極

も

つ
文青澤唯夫 ◎音楽評論家
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DATA 

作曲

出版

ピアノ・ソナタ第32番
ハ短調作品111

第1楽章 Macstoso-Allegro 
con brio cd appassionato 

第2楽章 JI.Arietta:Adagio molto 
semplice e cantabile 

1821~22年

1822年、

シュレジンガー社、

シュタイナー社、

アルタリア社ほか

献呈 ：ルドルフ大公

~ 

最
後
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ



■ 生誕250年

BEET 
楽
の
進
行
を
促
す
フ
レ
ー
ズ
な
ど
、
変
奏
の

タ
ネ
に
な
る
も
の
が
い
く
つ
も
仕
込
ま
れ
て
い

る
。
和
声
進
行
も
安
定
し
て
い
て
変
奏
に
向

い
て
い
る
。
何
よ
り
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
潜

在
窪
識
に
こ
の
主
題
が
残
っ
て
い
た
。《
ソ
ナ

タ
第
32
番
》
第
2
楽
章
の
主
題
ア
リ
エ
ッ
タ

は
、
テ
ン
ポ
は
違
う
け
れ
ど
最
初
の
部
分
が

こ
の
ワ
ル
ツ
と
よ
く
似
て
い
る
。
1
8
2
4
年

2
月
に
チ
ェ
ル
ニ
ー
が
内
輪
の
集
ま
り
で
初

派
し
た
。
公
開
演
奏
は

56
年
11
月

2
6
H
に
ベ

ル
リ
ン
で
行
わ
れ
た
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ビ
ュ
ー

ロ
ー
の
演
奏
会
ま
で
記
録
が
な
い
よ
う
だ
。

変
奏
数
33
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
変
奏
曲

中
最
多
、
チ
ェ
ル
ニ
ー
に
よ
れ
ば

「
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
即
典
演
奏
を
聴
い
た
こ
と
の
あ
る
者

に
は
、

『な
る
ほ
ど
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品

だ
」
と
納
得
で
き
る
」
。
各
変
奏
に
ベ
ー
ト
ー

DISC 

i 
,,___,. 

l 一
アントン・ディアペリ。

オベラ「苦境にあるアダム」など
作曲家としても活動した

ペートーヴェン、シューペルト、ショバン

ペートーヴェン：ディアペリ変奏曲
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3
3
変
奏
の
区
分

一
ウリ・ケイン：ディアペリ変奏曲
（ピアノとオーケストラのためのアレンジと即興）

ウリ ・ ケイン • アンサンブル
(Winter & Winter) 86 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
曲
の
柱
は
ソ

ナ
タ
と
変
奏
曲
。
ソ
ナ
タ
は

35
曲
作
鼎
し
た
。

最
後
の

5
血
は
そ
の
総
決
鉢
で
も
あ
る
だ
ろ

う
。
で
は
変
奏
曲
は
？

1
8
2
3
年
に
出
版

さ
れ
た

《
ア
ン
ト
ン
・
デ
ィ
ア
ベ
リ
の
ワ
ル
ツ

に
よ
る

33
の
変
奏
血
》
作
品
1
2
0
、
通
称

《
デ
ィ
ア
ベ
リ
変
奏
曲
》
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
ピ
ア
ノ
音
楽
全
体
の
到
達
点
と
な
っ
た
。

ち
な
み
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
処
女
出
版
作

品
は
12
歳
の
と
き
、

《
ド
レ
ス
ラ
ー
の
行
進

llh

に
よ
る
9
つ
の
変
奏
仙
》
W
o
0
6
3
。
最
初
が

ハ
短
調
で
最
後
は
ハ
長
調
、
何
だ
か
出
来
過

文

高

久

暁

◎
音
楽
学
・
音
楽
評
論

text b
y
 Satoru Takaku 

ぎ
て
い
る
。

発
端
は
ハ
イ
ド
ン
兄
弟
に
学
ん
だ
ウ
ィ
ー
ン

の
音
楽
家
・
出
版
業
者
ア
ン
ト
ン
・
デ
ィ
ア
ベ

リ

(
1
7
8
1
1
1
8
5
8
)
の
「
独
立
開
業

記
念
・
楽
諮
出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
っ
た
。

1
8
1
8
年
末
、
ウ
ィ
ー
ン
の
主
要
楽
譜
出
版

社
ア
ル
タ
リ
ア
社
か
ら
独
立
し
た
デ
ィ
ア
ベ
リ

は
、
友
人
と
新
た
な
楽
譜
出
版
社
を
立
ち
上

げ
た
。
デ
ィ
ア
ベ
リ
は
自
作
の
ワ
ル
ツ
を
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
音
楽
家
多
数
に
送
付
、
変
奏
仙

を
募
っ
た
。
集
ま
っ
た
変
奏
を
合
同
作
品
と

し
て
出
版
す
る
心
梢
も
り
だ
っ
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と
っ
て
、
デ
ィ
ア
ベ
リ

は
自
作
の
出
版
社
の
ス
タ
ッ
フ
で
気
心
の
矧

ヴ
ェ
ン
の
持
っ
て
い
た

ら
れ
て
い
る
の
だ
。

「浙
奏
家
魂
」
が
こ
め

変
奏
の
区
分
に
は
い
ろ
ん
な
説
が
あ
る
。

個
人
的
に
は
、

主
題
、
第
1
変
奏
か
ら
第
10

変
奏
ま
で
の

10
鼎
、
第
11
変
奏
か
ら
第
21
変

奏
ま
で
の

11
仙
、
第
22
変
奏
以
下
の

12
曲
と

考
え
る
。
第
10
と
第

11
変
奏
、
第
21
変
奏
と

第
22
変
奏
の
間
で
長
め
に
休
み
を
取
っ
て
後

に
備
え
る
。
最
後
の

12
曲
の
変
奏
は
、
変
形

さ
れ
た
再
度
の
主
題
提
示
と
も
言
え
る
第
22

変
奏
、
第

2
3
¥
2
8
変
奏
、

主
題
の
引
力
圏
か

ら
遠
く
離
れ
て
究
極
の
深
み
と
高
み
を
目
指

す
第
29
ー
32
変
奏
、
コ
ー
ダ
の
第
33
変
奏
に

分
け
ら
れ
る
。
主
題
は
ワ
ル
ツ
、
第
1
変
奏
は

ペートーヴェン：

ディアペリ変奏曲

マウリツィオ ・ポリーニ（ピアノ）

（ユニパーサル）UCCG-6225 ハンス・ツェンダー：

33の変奏による33の変奏

アンサンブル・ モデルン

(Ensemble Modern) EMCD-020 

ペートーヴェン：

ディアペリ変奏曲

ディアペリのワルツの主題による
50の変奏曲からチェルニー、
リスト、フンメル、

カルクブレンナー、モシェレス、
シューペルトほかによる変奏

アンドレアス • シュタイアー

（フォルテピアノ）
(Harmonia Mundi) 
HCM-902091 
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最
初
が
ハ
短
調
、
最
後
は
ハ
長
調

ごく普通の音楽家が作った

ごく普通の主題から、

最も壮大で偉大な音楽の

マクロコスモスを作ってみせた

ベートーヴェンの創作力の波動が、

《ディアベリ変奏曲》の響きから

今も立ち上がり続けている。

4 
ハンス・ツェンダー (1936-2019)

ドイツの作曲家・指揮者。

一
創
造
の
連
鎖

u
s
員
0坦巳〉】

れ
た
間
柄
、
冗
談
で
「
デ
ィ
ア
ボ
ル
ス
（
悪

廣
）
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。《
ハ
ン
マ
ー
ク

ラ
ヴ
ィ
ー
ア
・
ソ
ナ
タ
》
完
成
の
勢
い
に
乗
っ

て、

1
8
1
9
年
夏
ま
で
に
集
中
的
に
変
奏

が
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
ル
ド
ル
フ
大
公
が

ォ
ル
ミ
ュ
ッ
ツ
（
現
在
の
チ
ェ
コ

の
オ
ロ
モ
ウ
ツ
）
の
大
司
教
就
任

が
決
ま
っ
て

《
ミ
サ
・
ソ
レ
ム
ニ

ス
》
の
作
曲
に
舒
手
、
構
想
が

膨
ら
ん
で
翌
年
の
就
任
式
ま
で

に
完
成
で
き
ず
、
最
後
の

3
曲

の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
な
ど
の
作
仙

が
続
い
た
。

行
進

dll、
第
33
変
奏
は
メ
ヌ
エ
ッ
ト
、
バ
ッ
ハ

や
ヘ
ン
デ
ル
か
ら
プ
ラ
ー
ム
ス
や
プ
ロ
コ
フ
ィ

エ
フ
に
至
る
、
過
去
と
未
来
の
音
楽
が
聴
こ

え
て
く
る
か
の
よ
う
だ
。

第
22
変
奏
で
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

《
ド
ン
・

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
》
冒
頭
で
レ
ポ
レ
ロ
の
歌
う
ア

リ
ア
が
引
用
さ
れ
る
。
第
21
変
奏
を
書
き
上

げ
た
直
後
に
デ
ィ
ア
ベ
リ
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

の
家
を
訪
れ
て
何
度
目
か
の
催
促
、
腹
立
ち

ま
ぎ
れ
に
第
22
変
奏
を
書
き
飛
ば
し
た
…
な

ん
て
話
も
伝
わ
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
主
題
の
骨

子
を
改
め
て
印
象
づ
け
る
た
め
の
意
図
的
な

引
用
•
も
じ
り
に
見
え
る
。

《
デ
ィ
ア
ベ
リ
変
奏
曲
》
で
典
味
深
い
の
は
、

こ
の
作
品
に
端
を
発
す
る
「
創
造
の
連
鎖
」
と

言
う
べ
き
現
象
だ
。
当
初
の
デ
ィ
ア
ベ
リ
の
企

画
は
、
こ
の

《
デ
ィ
ア
ベ
リ
変
奏
曲
》
と
1
8

2
4
年
に
出
版
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
音

楽
家

50
人
の
作
曲
し
た
変
奏
を
集
め
た
楽
譜

に
結
実
し
た
。
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
に
フ
ン
メ
ル
に

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
息
子
に
出
版
当
時
12
歳
の

リ
ス
ト
（
処
女
出
版
曲
）
な
ど
、
当
時
の
代

DATA 

「ディアペリ変奏曲」ハ長調作品120
作曲 ：1822~23年

初演 ：1824年2月、チェルニー

公開初演 1856年 11 月 26 日、 ペルリン、ハンス • フオン・ピューロー
出版 ：1823年6月
献呈 ：アン トーニエ • ブレンターノ

1
8
2
3
年
1
月、

《
ミ
サ
・
ソ
レ
ム
ニ
ス
》

が
完
成
し
た
。
変
奏

rnl
の
作
曲
か
ら
離
れ
て

足
か
け
4
年
が
過
ぎ
て
い
た
。
デ
ィ
ア
ベ
リ
は

変
奏
曲
の
完
成
に
向
け
て
相
当
催
促
し
た
よ

う
だ
。
出
版
は

23
年
6
月
。
献
呈
は
「
不
滅

の
恋
人
」
と
さ
れ
る
ア
ン
ト
ー
ニ
エ
・
プ
レ
ン

タ
ー
ノ
。
ふ
さ
わ
し
い
献
呈
だ
。
「
変
奏
曲
」

の
原
語
は
バ
ッ
ハ

《
ゴ
ル
ト
ベ
ル
ク
変
奏
曲
》

と
同
じ
「
変
化
・
変
容
」
に
近
い
「
フ
ェ
ア
エ

ン
デ
ル
ン
ゲ
ン
」
。
バ
ッ
ハ
の
作
品
も
知
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。

主
題
の
ワ
ル
ツ
は
各
16
小
節
の
2
部
分
、
計

32
小
節
か
ら
な
る
。
凡
庸
と
か
月
並
と
か
「
音

楽
的
意
味
の
な
い
下
ら
な
い
ワ
ル
ツ
」
（
チ
ェ

ル
ニ
ー
）
な
ど
と
散
々
に
言
わ
れ
る
。
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
「
S
c
h
u
s
t
e
r
f
l
e
c
k
」
と
言
っ

た
と
か
。
靴
の
継
ぎ
当
て
の
皮
の
意
味
だ
け

ど
、
音
楽
用
語
と
し
て
は
単
純
な
フ
レ
ー
ズ

が
一
音
ず
つ
上
が
っ
て
反
復
さ
れ
て
ゆ
く
平
凡

な
音
楽
へ
の
悪
口
だ
。
確
か
に
そ
の
通
り
。

け
れ
ど
こ
の
主
題
、
「
ド
ソ
」
「
レ
ソ
」
の
よ

う
な
特
徴
的
な
下
降
音
型
、
和
音
の
反
復
、
「
ミ

フ
ァ
ソ
ミ
ド
」
の
よ
う
な
左
手
で
弾
か
れ
る
音

表
的
音
楽
家
が
寄
せ
た
変
奏
は
ど
れ
も
工
夫

が
あ
っ
て
面
白
い
。
コ
ー
ダ
を
作
曲
し
た
の
は

チ
ェ
ル
ニ
ー
だ
か
ら
、
弟
子
だ
っ
た
リ
ス
ト
の

起
用
も
含
め
て
相
当
に
関
与
し
た
の
だ
ろ
う
。

1
8
3
7
年
、
リ
ス
ト
が
シ
ョ
パ
ン
や
タ
ー

ル
ベ
ル
ク
な
ど
作
血
家
6
人
に
よ
る
合
作
変

奏
曲

《
ヘ
ク
サ
メ
ロ
ン
》
を
着
想
し
た
と
き
、

リ
ス
ト
は
デ
ィ
ア
ベ
リ
の
企
画
を
思
い
出
し
た

に
ち
が
い
な
い
。
師
へ
の
恩
義
を
忘
れ
な
か
っ

た
リ
ス
ト
は
、
チ
ェ
ル
ニ
ー
を
6
名
に
含
め
た
。

連
鎖
は
今
も
な
お
続
い
て
い
る
。
1
9
8
0

年
代
に
は
再
度
デ
ィ
ア
ベ
リ
の
主
題
を
用
い
て

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
現
代
作
曲
家
た
ち
の
作
曲

し
た
集
合
作
品
が
出
版
さ
れ
、
現
在
も
リ
ミ

ッ

ク
ス
作
品
が
作
ら
れ
、
ジ
ャ
ズ
に
も
ア
レ
ン
ジ

さ
れ
て
い
る
。
ハ
ン
ス
・
ツ
ェ
ン
ダ
ー
は
「
変

奏
曲
に
よ
る
変
奏
曲
」
を
作
曲
し
た
。

《
デ
ィ
ア
ベ
リ
変
奏
曲
》
を
め
ぐ
る
音
楽
学

上
の
探
求
は
、
老
女
性
音
楽
学
者
を
主
役
に
、

現
代
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
き
た
時
代
の

ウ
ィ
ー
ン
が
交
錯
す
る
モ
イ
ゼ
ス
・
カ
ウ
フ
マ

ン
の
演
劇

『
33
の
変
奏
曲
』
（
初
演
は
ジ
ェ

ー

ン
・
フ
ォ
ン
ダ
、
日
本
で
は
黒
柳
徹
子
や
樫
山

文
枝
が
主
役
を
演
じ
た
）
と
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
イ
ン
ス
パ
イ
ア
作
品
の
広
が
り
は
、
数
あ

る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
品
の
中
で
も

《
デ
ィ
ア

ベ
リ
変
奏
仙
》
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。

な
ぜ
だ
ろ
う
？

《
デ
ィ
ア
ベ
リ
変
奏
曲
》
そ

の
も
の
が
過
去
と
同
時
代
と
来
る
べ
き
時
代

の
音
楽
の
交
錯
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
が

ひ
と
つ
。
そ
し
て
ご
く
普
通
の
音
楽
家
が
作
っ

た
ご
く
普
通
の
主
題
か
ら
、
最
も
壮
大
で
偉

大
な
音
楽
の
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
を
作
っ
て
み

せ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
創
作
力
の
波
動
が
、

《
デ
ィ
ア
ベ
リ
変
奏
曲
》
の
押
き
か
ら
今
も
立

ち
上
が
り
続
け
て
い
る
か
ら
な
の
だ
。

初

'i 

ー

•

アントーニエ・ブレンターノ
(1780-1869) 

ベ＿卜＿ヴェンの「不滅の恋人」の有力候

補とされた。父ヨハン・メルヒャー・エドラー・

フォン・ビルケンシュトックは、ヨーゼフ2世
の顧問を務めた外交官。フランクフルトの

裕福な商人フランツ・ブレンターノと結婚。

一
変
奏
の
ネ
タ
が
い
く
つ
も
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「

11
の
新
し
い
パ
ガ
テ
ル
」

「

6
つ
の
バ
ガ
テ
ル
」

「
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
」

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
様
々
な
技
術
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が

つ
ま
っ
た
《
バ
ガ
テ
ル
》
と
い
う
曲
集
を
探
求
す
る
こ
と
で
、

彼
の
様
々
な
面
を
発
見
し
、
新
た
な
感
動
を

覚
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
後
期
の
ピ
ア
ノ
作
品
に

お
い
て
、
ソ
ナ
タ
の
陰
に
限
れ
つ
つ
も
見
過
ご

せ
な
い
の
が
作
品
l
1
9
(
「
11
の
新
し
い
バ

ガ
テ
ル
」
）
と

1
2
6
(「ピ
ア
ノ
の
た
め
の

6

つ
の
バ
ガ
テ
ル
」
）
の

《
バ
ガ
テ
ル
》
だ
。
特

に
後
者
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
最
後
の
ピ
ア
ノ

作
品
と
な
っ
て
い
る
。

「
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
」
の
エ
リ
ー
ゼ
と
い
わ
れ
る
テ
レ

ー
ゼ
・

マ
ル
フ
ァ
ッ
テ
ィ
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
悪
筆
の
た
め
に
エ
リ

ー
ゼ
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
近
年
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

エ
リ
ザ
ベ
ー
ト

・
レ
ッ
ケ
ル
と
い
う
説
も
出
さ
れ
た
。

文

長
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音
楽
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イ
タ
ー
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ア
ニ
ス
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ソ
ナ
タ
ほ
ど
の
規
模
は
も
た
な
い
も
の
の
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
様
々
な
技
法
が
凝
縮
し

た
作
品
な
の
で
あ
る
。
「
バ
ガ
テ
ル
」
と
は
「
と

る
に
た
ら
な
い
も
の
、
つ
ま
ら
な
い
も
の
」
と

い
う
慈
味
が
転
じ
て

「
小
品
」
と
い
う
意
味

を
も
つ
作
品
群
だ
が
、

《
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
》

と
い
っ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
最
有
名
曲
の
ひ

と
つ
も
こ
の

「
バ
ガ
テ
ル
」
に
属
す
る
。

《
エ
リ
ー
ゼ
の
た
め
に
》
は
作
品
を
捧
げ
ら

れ
た

「
エ
リ
ー
ゼ
（
も
し
く
は
テ
レ
ー
ゼ
）
」

が
誰
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
た

り、

子
供
の
た
め
の
小
品
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
強
く
、
煎
要
度
が
高
い
の
か
低
い
の
か
が

よ
く
わ
か
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
い
た
が
、
少

な
い
モ
テ
ィ
ー
フ
か
ら
音
楽
を
自
在
に
発
展

さ
せ
て
い
く
手
腕
や
豊
か
な
楽
想
展
開
な
ど
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
筆
致
の
数
か
さ
を
実
感

し
や
す
い
作
品
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

最
近
で
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
あ
え
て
録
音
に
取

り
組
む
な
ど
、
注
目
の
機
会
が
増
え
て
い
る
。

作
品
l
1
9
の

《
バ
ガ
テ
ル
》
は
全
11
曲

だ
が
、
創
作
時
期
に
開
き
が
あ
る
。
ま
ず
、

第
1
、
2
、
4
番
は

1
7
9
0
年
代
と
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
青
年
期
に
書
か
れ
、
第
3
、
5

番
は

1
8
0
2
年
。
そ
し
て

20
年
代
初
期
に

杏
か
れ
た
第
7
番
か
ら
11
番
ま
で
は
、
フ
リ

ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
タ
ル
ケ
と
い
う
ホ
ル
ン
奏
者
・

作
曲
家
の
編
鉦
し
た

《
ウ
ィ
ー
ン
・
ピ
ア
ノ

教
本
》
に
提
供
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
書
か

れ
た
の
は
第
6
番
で

22
年
だ
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
害
法
の
変
遷
が
見
え

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
第
7
番
以
降
は
ト
リ

ル
を
弾
き
な
が
ら
他
声
部
を
弾
く
と
い
っ
た

テ
ク
ニ
ッ
ク
や
様
々
な
舞
曲
の
リ
ズ
ム
の
使
用

な
ど
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
音

楽
性
を
探
る
た
め
の
教
材
と
し
て
非
常
に
有

用
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
第
6
番
は

対
位
法
の
使
い
方
な
ど
、
後
期
の
ピ
ア
ノ
作

品
に
も
通
じ
る
充
実
し
た
書
法
も
垣
間
見
え
、

決
し
て
無
視
す
べ
き
作
品
で
は
な
い
こ
と
が

わ
か
る
は
ず
だ
。

そ
し
て
作
品
l
2
6
の

《
バ
ガ
テ
ル
》
は、

作
品
l
1
9
と
は
対
照
的
に
全

6
曲
を
通
し

＠作品データ

• 「エリーゼのために」 Wo059
作曲…1810年

●「11の新しいパガテル」作品119

作曲…1790年代~1822年

●「6つのバガテル」作品126
作曲…1823~ 24年

ラン・ラン：ピアノ・ブック

「エリーゼのために」

（ユニバーサル） UCCG-1840 

て
―
つ
の
作
品
、
と
い
う
意
識
が
強
く
な
っ
た

作
品
。
各
楽
曲
が
同
主
調
、
も
し
く
は
長
3

度
関
係
で
配
列
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
奇
数
曲

は
テ
ン
ポ
が
遅
め
の
曲
、
偶
数
曲
に
は
速
い

仙
が
配
さ
れ
て
お
り
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
も
作

り
出
さ
れ
て
い
る
。
作
曲
は

1
8
2
3
年
か

24
年
で
、
こ
れ
を
書
い
た
後
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ

エ
ン
は
ピ
ア
ノ
曲
を
ま
っ
た
く
手
掛
け
る
こ
と

な
く
、
弦
楽
四
重
奏
曲
の
み
を
書
く
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の

《
バ
ガ
テ
ル
》
に
は
作
品
l
l

9
や
後
期
の
ピ
ア
ノ
ソ
ナ
タ
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
様
々
な
ピ
ア
ノ
技
法
は
も
ち
ろ
ん
、
弦

楽
四
重
奏
曲
に
お
け
る
完
成
し
た
対
位
法
へ

い
だ

と
つ
な
が
る
よ
う
な
技
法
も
見
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
ピ
ア
ノ
と
い
う
楽
器
の
可
能
性
を

探
求
し
た
作
品
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
、
も

う
少
し
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
長
生
き
し
て
い

た
ら
、
新
た
な
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
優
れ
た
作

品
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
…
と
い

う
希
望
を
持
た
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
様
々
な
技
術
の
エ
ッ
セ

ン
ス
が
つ
ま
っ
た

《
バ
ガ
テ
ル
》
と
い
う
仙
集

を
探
求
す
る
こ
と
で
、
彼
の
様
々
な
面
を
発

見
し
、
新
た
な
感
動
を
覚
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

印

アルフレート・ブレンデル：

バガテル集

（フィリップス） PHCP-11053 

スティーヴン・オズポーン：

バガテル集

(Hyperion) CDA-67879 
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同
エ
異
仙
と
い
う
言
業
が
あ
る
け
れ
ど
、

芸
術
が
ま
だ
王
侯
箕
族
の
所
有
物
だ
っ
た
時

代
に
は
、

パ
ト
ロ
ン
の
趣
味
に
合
う
型
を
踏

ま
え
た
仙
が
求
め
ら
れ
、
作

lUl家
は
も
っ
ぱ

ら
彼
ら
の
描
要
を
満
た
す
職
人
だ
っ
た
。

社
会
の
主
役
が
市
民
へ
と
移
り
変
わ
る
時

代
を
生
き
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
こ
の
創

作
の
烈
味
合
い
を
変
え
て
し
ま
っ
た
。
上
U

楽

の
ド
ラ
マ
性
は
ぐ
っ
と
強
化
さ
れ
、
そ
の
改

革
は
交
評
仙
、
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
、
弦
楽
四

重
奏
と

い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
体
系

的
に
進
め
ら
れ
て
い

っ
た
。
阿
エ
異
仙
を
よ

し
と
せ
ず
、
作
品
は

1
同
限
り
の
個
性
を
俯

び
、
常
に
そ
の
形
式
や
編
成
で
の
新
し
さ
が

追
求
さ
れ
る
。
絶
え
ざ
る

五
過
去
の
乗
り
越

ぇ
ク
に
よ
っ
て
、
後
期
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ

で
は
そ
れ
自
体
と
し
て
自
律
し
た
形
式
で
あ

の

る
フ
ー
ガ
や
変
奏
を
す
ら
呑
み
込
み
、
あ
る

ま
と

い
は
交
評
曲
が
オ
ペ
ラ
の
意
匠
を
線
い
、
人

類
愛
と
い
う
最
先
端
の
思
想
を
歌
い
上
げ
る
。

作
鼎
が
職
人
の
技
か
ら
、
近
代
的
な
滋
味
で

の
芸
術
の
営
み
へ
と
変
わ

っ
た
瞬
間
と
言
え

よヽ
つ
。
こ
の
巨
大
な
山
脈
が
出
現
し
た
後
、
後
代

の
作
曲
家
に
は
ど
の
よ
う
な
創
作
が
可
能
だ

ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
当
然
、
時
代
ゆ
え
の
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。

同
時
代
を
生
き
た
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
ピ
ア

ノ
・
ソ
ナ
タ
、
と
り
わ
け
最
晩
年
の
第

1
9
(
D

9
5
8
)
、
2
0
(
D
9
5
9
)
、
21
,（
D
9
6

0
)
番
な
ど
を
聴
い
て
い
る
と
、
ベ

ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
的
な
創
作
原
理
の
希
求
と
、
天
性
の

旋
律
的

・
色
彩
的
才
能
の
間
で
シ
ュ

ー
ベ
ル

若き日のヨハネス・ブラームス

(1853年、 1833~97)
フレデリック・ショバン

(1810~49、ワルシャワ国立美術館蔵）
ロペルト・シューマン

(1810~56) 

ト
が
硲
藤
す
る
様
が
ヴ
ィ
ヴ
ィ

ッ
ド
に
伝
わ

っ
て
く
る
。
シ
ョ
パ
ン
や
シ
ュ
ー
マ
ン
も
ソ
ナ

タ
を
書
い
た
け
れ
ど
、
む
し
ろ
彼
ら
は
自
由

な
形
式
で
詩
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
訴
え
か
け
る

の
を
得
謡
と
し
た
。

こ
の
こ
ろ
社
会
の
主
役
と
な
っ
た
新
典
市

民
層
に
と
っ
て
も
、
あ
ま
り
に
も
複
雑
で
巨

大
な
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
は
、
気
軽
に
楽
し
む

に
は
技
術
的
に
も
規
模
的
に
も
手
に
余
る
も

の
だ
っ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
記
念
像
の
建

立
に
あ
た
っ
て
、
シ
ュ

ー
マ
ン
は

4
ノ
ロ
レ
ス

タ
ン
と
オ
イ
ゼ
ビ
ウ
ス
の
大
ソ
ナ
タ
ク
を
作

一生誕250年

BEU 

、¥9|
ヽヽ”で

ベートーヴェン以後の

ピアノ・ソナタの行方
その遺産を最も正面から受け止め、創作の指針としたのはブラ

ームスだろう。最初の交響曲を20年以上も発表できなかった
という逸話はあまりに有名だが、 ピアノ・ソナタはこく若いころ

に3曲だけ書いて、その後二度と戻ってこなかった。

文江藤光紀◎音楽評論家

text by Mitsunori Eto 

仙
す
る
が
、
こ
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
ヘ
の
オ

マ
ー
ジ
ュ
も
、
結
局
「
幻
想
鼎
」
作
品
17
と

し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
は
急
速
に
青
か
れ
な
く

な
っ
て
い
き
、
甚
か
れ
た
と
し
て
も
そ
れ
は

一
部
の

ご
夭
か
ら
才
能
を
与
え
ら
れ
た
者
ク

の
た
め
の
も
の
と
な
っ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

ン
記
念
像
建
立
に
も
尽
力
し
た
リ
ス
ト
は
、

今

nで
は
教
則
本
の
作
者
と
し
て
有
名
な
チ

ェ
ル
ニ

ー
の
弟
子
だ
っ
た
が
、
チ
ェ
ル
ニ

ー
は

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
弟
子
だ
っ
た
か
ら
、
問

接
的
な
孫
弟
子
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
彼
は

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
の
超
絶
技
巧
を
生
か
し

た
作
品
の
ほ
か
に
、
単

一
楽
章
の
巨
大
で
息

弁
的
な
ソ
ナ
タ
も
残
し
て
い
る
け
れ
ど
、
超

絶
性
・
思
弁
性
と
い

っ
た
特
徴
も
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
が
切
り
開
い
た
ロ
マ
ン
派
的
な
ヶ
天

オ
ク
の
概
念
の
呆
て
に
表
れ
て
く
る
も
の
だ
。

そ
の
辿
産
を
最
も
正
面
か
ら
受
け
止
め
、

創
作
の
指
針
と
し
た
の
は
プ
ラ
ー
ム
ス
だ
ろ

う
。
最
初
の
交
孵
曲
を

20
年
以
上
も
発
表
で

き
な
か

っ
た
と
い
う
逸
話
は
あ
ま
り
に
有
名

だ
が
、
ピ
ア
ノ

・
ソ
ナ
タ
は
ご
く
若
い
こ
ろ

に
3
曲
だ
け
書

い
て
、
そ
の
後
二
度
と
戻
っ

て
こ
な
か
っ
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ
創
作
の
射
程

を
考
え
る
場
合
に
、
最
後
の
ソ
ナ
タ
の
翌
年

に
作
曲
さ
れ
た
「
デ
ィ
ア
ベ
リ
変
奏
曲
」
も

押
さ
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
曲
で
は
、

主
題
の
も
つ
要
素
は
極
度
に
抽
象
化
さ
れ

て
お
り
、
後
期
カ
ル
テ

ッ
ト
の
音
列
的
な
作

法
な
ど
と
な
ら
び
、
そ
の
創
作
の
地
平
は
は

る
か

20
世
紀
の
音
楽
思
考
に
ま
で
及
ん
で
い

る
。

切
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ブダペスト弦楽四重奏団。20世紀中葉を代表する団体。やはりベ

ートーヴェンをレバートリーの中心に据え、弦楽四重奏曲全集を3

回録音している。

自
分
自
身
の
た
め
の
作
曲
？

そ
れ
と
も
神
の
た
め
？

後
期
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
群
や
、
第
九
交
評
仙

な
ど
大
規
模
な
作
品
で
未
曽
有
の
ス
タ
イ
ル

を
打
ち
立
て
て
い
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、

1

8
2
2
年
11
月
に
、
ロ
シ
ア
の
貴
族
で
自
ら
も

チ
ェ
ロ
を
よ
く
し
た
ガ
リ
ッ
ィ
ン
侯
爵
か
ら
新

し
い

2
、
3
曲
の
弦
楽
四
重
奏
鼎
の
依
頓
を

受
け
た
。
少
し
前
か
ら
、

長
く
手
掛
け
て
い

な
か

っ
た
弦
楽
四
重
奏
曲
へ
の
意
欲
が
芽
生
え

始
め
て
い
た
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と

っ
て
、
こ

の
依
頼
は
渡
り
に
船
で
、
こ
れ
に
応
え
た
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
。

実
際
に
弦
楽
四
重
奏

rih
に
済
手
し
た
の
は
、

第
九
交
臀
曲
を
初
演
し
た

1
8
2
4
年
6
月
以

降
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
に
取
り
掛
か
る
や
、
ま

ず
作
品
1
2
7
、
つ
づ
い
て
作
品
1
3
2
、
そ

し
て
そ
れ
と
並
行
し
て
作
品
l
3
o
(＋
1
3
 

3
)
の
3Ilh
を、

25
年
の
12
月
ま
で
の
わ
ず
か

1
年
半
ほ
ど
の
問
に
集
中
的
に
生
み
出
す
こ
と

に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら

「ガ
リ
ツ
ィ
ン
・
セ

ッ
ト」

●

I
I

ー

贔

ー

0
を
除
く
緩
徐
楽
章
の
全
て
で
用
い

ら
れ
て

い
る
。
し
か
も
そ
う
し
た
変
奏
鼎
楽
添
で
は
、

従
来
よ
り

一
附
内
省
的
な
質
が
顕
著
と
な
っ
て

い
る
の
だ
。

ま
た
ど
の
よ
う
な
楽
咲
の
内
部
に
お
い
て

も、

表
現
が

一
っ
所
に
留
ま
ら
ず
頻
繁
な
変
転

を
繰
り
返
す
こ
と
が
多
い
点
も
、
従
来
と
は
お

お
い
に
様
相
を
異
に
す
る
。
当
時
の
聴
衆
が
、

こ
の
よ
う
な
伝
統
と
も
、
そ
れ
ま
で
の
彼
の
ス

タ
イ
ル
と
も
全
く
異
な
る
特
異
な
作
品
を
前

に
し
て
戸
惑
い
を
伐
え
た
の
も
無
理
が
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
な
ぜ
後

期
に
こ
の
よ
う
な
弦
楽
四
重
奏
血
を
生
み
出

す
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
ず
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
の
は
、
彼
が
果
た
し
て
こ
れ
ら
の
弦
楽
四

璽
奏
曲
を
何
に
向
け
て
作
曲
し
て
い
た
の
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

3
仙
が
ガ
リ
ツ
ィ

ン
侯
爵
か
ら
の
依
頼
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま

■

音
楽
の
神
秘
で
あ
り
続
け
る
の
か
？

こ
れ
ら
に
は
こ
れ
ま
で
の
弦
楽
四
重
奏
曲

と
は
お
よ
そ
異
な
る
特
質
が
様
々
な
局
面
に

わ
た

っ
て
見
ら
れ
る
が
、
ま
ず
は
そ
の
楽
章
梢

成
の
在
り
方
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り

作
品

l
2
7
は
4
楽
章
だ
が
、
作
鼎
順
に
作

品
l
3
2
は
5
楽
章
、
次
の
作
品
1
3
0
は
巨

大
な
フ
ー
ガ
を
持
つ

6
楽
章
、
そ
れ
に
作
品
l

3
1
は
全
体
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
演
奏
さ

れ
る
7
楽
章
（
部
分
）
と
、
い
わ
ゆ
る
伝
統
的

な
4
楽
章
構
成
か
ら
ど
ん
ど
ん
離
れ
る
方
向

を
見
せ
て
い
る
の
だ
。

で
も
な
い
が
、
こ
れ
ら
が
ガ
リ
ツ
ィ
ン
に
発
信

す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
な
か

っ
た
の
は

明
ら
か
だ
ろ
う
。

こ
の
時
期
に
至
っ

て
、
現
実
の
聴
衆
な
ど
す

で
に
彼
の
眼
中
に
は
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
説
得
す
る
必
要
も
、
説
明
す
る
必

要
も
な
い
相
手
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
自
分
自

身
か
、
絶
対
者
た
る
神
以
外
に
は
あ
り
え
な

い
。
彼
は
全
て
を
や
り
尽
く
し
た
こ
の
時
期
に

至
っ

て
、
い
く
ら
追
求
し
て
も
真
の
究
極
な
ど

に
は
到
達
す
べ
く
も
な
い
現
実
の
表
層
的
な

こ
う
で
い

論
理
に
拘
泥
す
る
よ
り
も
、
そ
う
し
た

一
切
を

越
え
て
、
自
ら
自
由
に
歌
を
歌
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
超
越
的
と
も
い
え
る
自
由
で
彼
岸
的
な

世
界
と
の

「対
話
」
を
求
め
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
が
自
由
に
駆
け
め
ぐ
る
こ
と
の
で
き
る
喜

遊
的
な
多
楽
邸
構
成
へ
の
傾
斜
も
十
分
に
納

得
が
い
く
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
最
後
の
最
後

に
、
行
き
滸
く
と
こ
ろ
に
行
き
消
い
た
の
だ
。

「私
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
究
極
的
原
因

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
す
な
わ
ち
、
ど
の
よ
う

に
も
の
が
現
わ
れ
、
ま
た
な
ぜ
そ
れ
が
現
わ
れ

た
の
か
。
ま
た
な
ぜ
そ
う
な

っ
た
の
か
、
な
ぜ

そ
れ
は
そ
う
な
の
か
。
な
ぜ
そ
う
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か

1
1
1
~

親
愛
な
る
友
よ
、
こ
こ

に
私
た
ち
の
難
し
い
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て

私
の
思
い
や
り
は
、
あ
な
た
に
対
し
て
す
ぐ
に

そ
れ
を
示
す
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
の
で
す
。
結

屈
そ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
」

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
の
こ
の
意
味
深
長
な

言
業
は
、
こ
の

3
曲
を
は
じ
め
と
す
る
後
期

弦
楽
四
重
奏
鼎
の
奥
義
的
な
在
り
方
を
少
し

で
も
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
近
付
き
た
い
と
願

■弦楽四重奏曲第12番 変ホ長調 作品127
第1楽章 Maestoso-Allegro 
第2楽章 Adagio,ma non-troppo e molto 

cantabile-Andante con Mato-
Adagio molto espressivo-Tempo I 

第3楽章 Scherzandovivace 
第4楽章 Finale-Allegro comodo 

作曲…1824-25年
初演・・・1825年
出版…1826年、ショット社

■弦楽四重奏曲 第15番イ短調 作品132
第 1楽章 Assaisostenuto -Allegro 
第2楽章 Allegroma non tanto 
第3楽章 "HeiligerDankgesang eines 

Genesenen an die Gottheit. 
in der lydischen Tonart" 
Molto Adagio -Andante 

第4楽章 AllaMarcia, assai vivace (attacca) 
第5楽章 Allegroappassionato -Presto 

作曲…1825年
初演…1825年
出版・・・1827年、シュレジンガー社

● 弦楽四重奏曲 第13番 変口長調 作品130+

弦楽四重奏のための《大フーガ》 作品133
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

第1楽章 Adagio.ma non troppo -Allegro 
第2楽章 Presto
第3楽章 Andantecon moto. ma non troppo 

Poco scherzoso 
第4楽章 Alladanza tedesca. Allegro assa, 
第5楽章 Cavatina.Adagio molto espressivo 
第6楽章 Allegro

作曲・・・1825~ 26年
初演・・・1826年
出版…1827年、アルタリア社

■すぺて依頼はニコライ・ポリソヴィチ・ガリツィン侯爵

■

楽
章
構
成
、

形
式
の
在
り
方
か
ら
自
由
に

と
呼
ば
れ
る

3
曲
を
含
む

5
曲
か
ら
な
る
後

期
弦
楽
四
重
奏
鼎
は
、
こ
れ
ま
で
た
び
た
び
そ

の
難
解
さ
が
と
り
ざ
た
さ
れ
て
き
た
。
中
期
の

弦
楽
四
重
奏
曲
第
11
番
「
セ
リ
オ
ー
ソ
」
か
ら

12
年
の
空
白
を
お
い
て
生
み
出
さ
れ
た
こ
れ
ら

後
期
の
弦
楽
四
重
奏

lUl
は
、
初
期
弦
楽
四
重

奏
曲
は
も
ち
ろ
ん
、
斬
新
な
装
い
を
も
っ
た
中

期
弦
楽
四
重
奏
曲
と
も
全
く
比
較
を
絶
し
た

特
異
な
様
相
を
帯
び
た
も
の
だ

っ
た
か
ら
だ
。

モ茶::--O= 

アルバン・ペルク四重奏団

収録：1981、82、83年
（ワーナー） WPCS-23063 (第12番）
WPCS-23061 (第15番）
WPCS-50520 (第13番＋大フーガ）
※EMI原盤

ペルリン（ズスケ）弦楽四重奏団

収録： 1967年
(Brilliant) BRL-94672 
※「ペー トーヴェン：弦楽四重奏

曲全集」(7CD)所収、輸入盤、
Deutsche Schallplatten原盤

メロス四重奏団

収録： 1983 -86年
（ユニバーサル）UCCG-9627 /34 
※「ペートーヴェン：弦楽四重奏曲全集」

(8CD)所収,DG原盤

カール・ホルツ (1798~ 1858) 
シュバンツィヒ四重奏団の第2ヴァイオリ

ンを担当、カルテットの多くを演奏した。

ペートーヴェンの秘書も務め、作曲家から

の信が非常に篤かった人物。

イグナツ・シュバンツィヒ (1776-1830) 

ペートーヴェンの弦楽四重奏曲の多くを初演

したシュパンツィヒ四重奏団のリーダー。晩

年は肥満になり、仲のよいベートーヴェンから

はよくからかわれていたという。

4
亀｀
 
ニコライ・ポリソヴィチ・ガリツィン侯爵

(1794 -1866) 

1822年、ペテルブルクからペートーヴェン

に弦楽四重奏曲3曲を注文したロシアの

貴族。チェロを能くし、ペートーヴェンから

は「献堂式」序曲も献呈されている。

ま
た
そ
れ
に
つ
い
で
目
に
と
ま
る
の
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
楽
章
の
形
式
の
在
り
方
で
あ
る
。
中

期
弦
楽
四
重
奏
鼎
に
お
い
て
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
が
ソ
ナ
タ
形
式
と
い
う
論
理
的
な
構
成
原

理
を
使
っ
て
、
い
か
に
音
楽
と
し
て
の
自
律
的

意
味
を
創
造
し
う
る
か
の
様
々
な
可
能
性
が

見
事
に
開
示
さ
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
後
期
弦
楽
四
重
奏
曲
で
は
、
ソ

ナ
タ
形
式
で
作
ら
れ
た
楽
章
が
意
外
な
ほ
ど

に
減
少
す
る
。
後
期
の
弦
楽
四
璽
奏
曲
を
構

成
す
る
楽
章
数
は
大
フ
ー
ガ
を
含
め
て
全
部

で
27
楽
章
に
も
及
ぶ
が
、
そ
の
う
ち
ソ
ナ
タ
形

式
を
取
る
楽
章
は
な
ん
と
わ
ず
か
に

7
楽
章

に
す
ぎ
な
く
な
る
の
だ
。

以
上
の
よ
う
な
楽
掌
構
成
や
形
式
選
択
と

い
っ
た
外
的
特
徴
の
変
化
に
も
ま
し
て
大
き
な

変
化
が
見
ら
れ
る
の
は
、
楽
曲
自
体
の
造
り

方
の
変
化
で
あ
る
。
例
え
ば
ソ
ナ
タ
形
式
を
用

い
た
場
合
で
も
、
ソ
ナ
タ
形
式
原
理
に
従
っ
て

は
い
る
も
の
の
、
そ
こ
に
は
中
期
に
見
ら
れ
た

ド
ラ
マ
テ
ィ

ッ
ク
な
激
し
さ
は
な
い
。

そ
れ
に
関
連
し
て
気
付
く
の
は
ソ
ナ
タ
形

式
に
代
わ

っ
て
変
奏
曲
形
式
が
重
視
さ
れ
て

い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
作
品

1
3

楽
曲
自
体
の
造
り
方
の
変
化
も

ヽ

ブダベスト弦楽四重奏団

収録：1958-61年
(Sony) 88697776782 

※「ペートーヴェン弦楽四重奏
曲全集」(8CD)所収、輸入盤

東京クワルテット

収録： 1990年
(Sony) 88691975782 
※「ペートーヴェン：弦楽四重奏

曲全集」 (9CD)所収、輸入盤

望
し
て
い
る
我
々
に
、
こ
れ
が

一
面
的
な
解
決

方
法
で
は
と
て
も
解
け
な
い
謎
で
あ
る
こ
と

を
、
だ
か
ら
こ
そ
音
楽
内
的
、

音
楽
外
的
を

含
め
て
、
究
極
的
原
因
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、

様
々
な
観
点
か
ら
思
索
す
る
こ
と
を
促
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
筒
単
に
は
解

け
な
い
世
界
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
後
期
弦
楽

四
重
奏
曲
は
こ
れ
か
ら
も
音
楽
の
神
秘
に
顔

を
向
け
続
け
る
人
の
、
最
大
の
課
題
で
あ
り
、

魅
力
で
あ
り
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
弦
楽
四
重
奏
仙
と
い
う
ジ

ャ
ン
ル
だ
け
が
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
が
自

ら
の
創
作
過
程
を
、
つ
ま
り
内
面
的
発
展
や

作
曲
技
術
的
展
開
を
意
識
的
に
統
御
し
、
か

ふ
か
ん

つ
自
ら
の
創
作
の
全
体
像
を
俯
廠
し
得
る
絶

好
の
条
件
を
備
え
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
曲

種
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
実
際
に
彼
の
初
期

か
ら
中
期
、
さ
ら
に
は
後
期
の
弦
楽
四
重
奏

曲
な
ど
の
成
立
と
、
そ
れ
に
至
る
過
程
、
さ
ら

に
は
個
々
の
弦
楽
四
重
奏
血
が
示
す
在
り
様

が
何
よ
り
も
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

囚

弦楽四重奏曲
第12番、第15番、第13番＋《大フーガ》
結局、弦楽四重奏曲というジャンルだけが、 ベートーヴェン自身が自らの創作過程を、

つまり内面的発展や作曲技術的展開を意識的に統御し、かつ自らの創作の全体像を

俯職し得る絶好の条件を備えた、バランスの取れた曲種であったのだ

文 中村孝義◎大阪音楽大学名誉教授・音楽学 textby Takayoshi Nakamura 
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生誕250年

BEET 
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
晩
年
に
作
仙
し
た

一
連

の
弦
楽
四
重
奏
曲
（
第
12
番
＼
第

16
番
）
が
、

い
か
に
空
前
の
高
み
に
達
し
て
い
た
か
は
、

後
の
作
曲
家
た
ち
が
、
こ
れ
ら
の
作
品
を
前

に
し
て
、
弦
楽
四
重
奏
曲
作
鼎
へ
の
絶
望
感

を
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
が
よ
く
示

し
て
い
る
。

後
期
の
諸
作
品
は
、
中
期
ま
で
の
作
品
か

ら
は
想
像
も
で
き
な
い
性
格
を
持
っ
て
い
る

が
、
中
で
も
ガ
リ
ツ
ィ
ン
侯
爵
か
ら
の
依
頼

を
受
け
た

3
曲
（
作
品

1
2
7
、
1
3
2
、

1
3
0
+
1
3
3
)
を
作
曲
し
終
え
た
の
ち
、

自
ら
の
意
志
に
よ
っ
て
手
懸
け
た
こ
の
炭
ハ

短
調
の
弦
楽
四
重
奏
曲
こ
そ
は
、
様
々
な
意

味
で
最
も
特
異
な
性
格
を
示
し
て
い
る
。

後
期

5
曲
の
な
か
で
は

4
番
目
に
作
ら
れ

た

(
1
8
2
6
年
）
作
品
だ
が
、
そ
の
楽
章

構
成
は
全
体
で

7
つ
も
の
楽
章
（
部
分
）
に

拡
大
さ
れ
、
そ
れ
が
全
く
切
れ
目
な
し
に
辿

続
し
て
演
奏
さ
れ
る
な
ど
、
古
典
的
枠
組
み

を
大
き
く
逸
脱
し
、
よ
り
自
由
な
フ
ァ
ン
タ

ひ
し
ょ
う

ジ
ー
の
飛
翔
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
特
異
な
構
成
や
楽
想
の
絶
え
問
な
い

変
化
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
体
を
虹
く

独
特
の
有
機
的
統

一
感
や
想
念
の
表
出
は
、

単
な
る
楽
曲
の
展
開
過
程
の
分
析
的
把
握
だ

け
で
は
と
て
も
説
明
し
き
れ
な
い
不
可
思
議

さ
を
持
っ
て
い
る
の
だ
。

そ
う
し
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
詩
的
フ

ァ
ン
タ
ジ
ー
を
盟
か
に
呼
び
起
こ
さ
ず
に
は

お
か
な
い
が
、
か
つ
て
ド
イ
ツ
の
音
楽
学
者
シ

ェ
ー
リ
ン
グ
は
、
こ
れ
を
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の

「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
の
音
楽
的
実
現
と
解
釈
し
た
。

こ
の
解
釈
そ
の
も
の
に
は
、
あ
ま
り
の
大
胆

第

14
番
を
捧
げ
ら
れ
た
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ト
ウ
ッ
タ

ー
ハ
イ
ム
男
爵

(1
7
6
4
1
1
8
3
1
)
。
軍
人
に
な
り
た

い
も
の
の
、
学
業
不
振
で
士
官
学
校
に
入
れ
な
い
甥
カ
ー
ル

を
、
ペ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
音
楽
愛
好
家
の
陸
軍
元
帥
シ
ュ
ト

ウ
ッ
タ
ー
ハ
イ
ム
率
い
る
連
隊
に
入
れ
る
べ
く
、
こ
の
カ
ル

テ
ッ
ト
を
献
呈
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。

～弦楽四重奏曲第14番～
その楽章構成は全体で7つもの楽章（部分）に拡大され、

それが全く切れ目なしに連続して演奏されるなど、

古典的枠組みを大きく逸脱し、

より自由なファンタジーの飛翔が目指されている。

文中村孝義◎大阪音楽大学名誉教授・音楽学

text by Takayoshi Nakamura 

さ
と
根
拠
の
湖
弱
さ
か
ら
批
判
も
少
な
く
な

い
が
、
こ
の
作
品
の
持
つ
不
可
思
議
さ
に
対

し
て
、
シ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
解
釈
が
何
ら
か
の
示

唆
を
与
え
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

極
め
て
精
緻
に
展
開
さ
れ
る
自
由
な
フ
ー

ガ
に
よ
っ
て
、
こ
の
作
品
全
体
の
内
省
的
で
深

刻
な
雰
囲
気
あ
る
い
は
イ
デ
ー
（
想
念
）
が

決
定
づ
け
ら
れ
る
第

1
楽
章
、
自
由
な
ソ
ナ

タ
形
式
と
も
対
照
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
も
た

な
い

5
部
分
か
ら
な
る
ロ
ン
ド
と
も
見
ら
れ

る
自
在
な
形
式
感
に
よ
っ
て
造
形
さ
れ
、
前

の
楽
章
の
沈
鬱
な
表
情
か
ら

一
転
し
て
ま
る

で
霧
が
哨
れ
る
よ
う
な
明
る
＜
優
雅
な
表
情

を
持
つ
第
2
楽
章
、
ま
る
で
劇
の
場
面
転
換

を
想
わ
せ
る
即
興
的
な
雰
囲
気
を
持
っ
た
第

3
楽
章
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
最
も
得
泣
と

し
、
晩
年
に
至
っ
て
よ
り
重
視
し
た
変
奏
技

法
の
最
高
の
精
華
が
示
さ
れ
た
、

2
つ
の
部

分
か
ら
な
る
長
大
な
主
題
と

6
つ
の
変
奏
に

コ
ー
ダ
が
付
さ
れ
た
変
奏
曲
楽
章
の
第
4
楽

章
、
同

一
の
ト
リ
オ
が

2
度
繰
り
返
さ
れ
る

5
部
分
か
ら
な
る
ロ
ン
ド
形
式
の
形
を
と
る

ス
ケ
ル
ツ
ォ
で
、
そ
の
軽
や
か
さ
が
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
ス
ケ
ル
ツ
ォ
の
な
か
で
も
随

一
の
第

5
楽
章
、
短
い
な
が
ら
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

後
期
な
ら
で
は
の
崇
高
で
悲
劇
性
を
湛
え
た

美
し
い
旋
律
が
二
部
形
式
に
基
づ
い
て
感
動

的
に
歌
わ
れ
る
第

6
楽
章
、
全
楽
器
の
ユ
ニ

ゾ
ン
に
よ
る
運
命
的
な
何
か
を
暗
示
す
る
よ

う
な
断
定
的
な
調
子
を
も
っ
た
楽
卒
へ
の
尊

入
に
始
ま
り
、

一
種
の
悲
劇
性
を
帯
び
た
カ

強
い
行
進
曲
風
の
第

1
主
題
を
は
じ
め

4
つ

も
の
主
題
に
よ
っ
て
ソ
ナ
タ
形
式
が
展
開
さ

れ
る
劇
的
な
第
7
楽
章
。

強
烈
な

3
つ
の
和
音
を
も
っ
て
全
曲
の
幕

が
劇
的
に
閉
じ
ら
れ
た
時
、
聴
く
も
の
は
第

、つ

よ

1
楽
章
で
暗
示
さ
れ
た
悲
劇
が
、
紆
余
鼎
折

を
経
て
こ
の
楽
章
で
劇
的
な
結
末
を
迎
え
た

こ
と
を
い
や
が
上
に
も
感
じ
る
こ
と
に
な
る

の
で
あ
る
。

印

アルバン・ペルク四重奏団

収録： 1989年
（ワーナー） WPCS-28064 
※EMI原盤

メロス弦楽四重奏団

収録： 1983 -86年
（ユニパーサル） UCCG-9627 /34 
※「ペートーヴェン：弦楽四重奏曲

全集」 (8CD)所収、 DG原盤

東京クワルテット

収録： 1990年
(Sony) 88691975782 
※「ペートーヴェン：弦楽四重奏曲全集」 (9CD)所収、輸入盤

■弦楽四重奏曲第14番嬰ハ短調作品131
第1楽章 Adagioma non troppo e molto espressivo 
第2楽章 Allegromolto vivace 
第3楽章 Allegromoderato -Adagio 
第4楽章 Andantema non troppo e molto cantabile -

Piu mosso -Andante moderato e lusinghiero -
Adagio -Allegretto -Adagio, ma non troppo e 
semplice -Allegretto 

第5楽章 Presto
第6楽章 Adagioquasi un poco andante 
第7楽章 Allegro

作曲・・・1825-26年
献呈•• • ヨーゼフ ・ フォン・シュトウッターハイム男爵
初演…1828年
出版…1827年、ショット社
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生誕250年

BEET 
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
そ
の
最
晩
年
の

1
8

2
6
年
の

7
月
か
ら

9
月
に
か
け
て
作
曲
し

た
最
後
の
弦
楽
四
重
奏
曲
だ
が
、
こ
れ
は
ま

た
、
そ
れ
ま
で
の

4
仙
の
後
期
弦
楽
四
重
奏

曲
と
い
か
に
異
な
る
こ
と
か
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
後
期
弦
楽
四
重
奏
鼎
は
、
そ
れ
ま
で

の
中
期
弦
楽
四
重
奏
曲
と
は
ま
っ
た
く
様
相

を
異
に
し
て
、
い
わ
ゆ
る
古
典
的
枠
組
み
か

ら
ど
ん
ど
ん
離
れ
、
未
曾
有
の
音
楽
的
内
容

を
多
様
な
構
成
と
豊
か
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を

も
っ
て
表
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の

第
16
番
は
、
そ
う
し
た
在
り
方
か
ら
も
決
別

す
る
よ
う
に
、
極
め
て
簡
潔
で
屈
託
の
な
い

明
る
さ
に
満
ち
た
古
典
的
な
作
風
に
回
帰
し

こ
。
t
 成立
順
に
作
品

1
3
2
か
ら
増
え
続
け
た

楽
章
数
は
、
再
び
古
典
的
な

4
楽
音
十
へ
と
戻

め
い
そ
う

り
、
後
期
特
有
の
深
い
瞑
想
性
が
支
配
す
る

第
3
楽
章
を
除
い
て
は
、
各
楽
章
の
作
り
方

iヽi

文
中
村
孝
義
◎
大
阪
音
楽
大
学
名
誉
教
授
•
音
楽
学

text b
y
 Ti Q
K
Q
 yoshi N
 
Q
 k
o
m
u
r
a
 

も
ご
く
簡
潔
で
、
ま
る
で
初
期
の
作
品
に
戻

っ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
。

し
か
し
、

一
見
古
典
的
枠
組
み
を
守
っ
て

い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
枠
組
み
は
も
と

よ
り
、
他
の
何
も
の
か
ら
も
解
放
さ
れ
た
こ

の
軽
や
か
で
自
在
な
檄
地
は
あ
く
ま
で
も
孤

高
で
、
ど
の
よ
う
な
言
業
を
も
っ
て
し
て
も

形
容
で
き
な
い
よ
う
な
泄
界
に
到
達
し
て
い

る
。

お
い

こ
の
時
期
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
甥
の
カ

ー
ル
や
家
計
の
問
題
、
さ
ら
に
は
社
会
や
時

代
か
ら
ど
ん
ど
ん
見
離
さ
れ
孤
立
感
を
深
め

る
な
ど
、
精
神
的
に
は
決
し
て
楽
で
は
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
音
楽
は
、
そ
の

よ
う
な
逆
様
を
ま
る
で
意
に
介
さ
な
い
か
の

死の 1年前の秋、ペートーヴェンは甥のカールを連れて、ウィーン

西方のグナイクセンドルフに住む弟ヨハンを訪ねる。彼の邸宅ヴァ

ッサーホフ城に滞在し、弦楽四重奏曲第16番を完成させたほか、

「大フーガ」に代わる第13番の終楽章を作曲する。

■弦楽四重奏曲 第16番 へ長調作品135．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
第 1楽章 Allegretto
第2楽吉 Vivace
第3楽章 Assailento. cantante e tranquillo 
第4楽章 Derschwer gefasste Entschluss : Grave. 

ma non troppo tratto (Muss es sein?) -
Allegro (Es muss sein!) -Grave. 
ma non troppo tratto-Allegro 

作曲…1826年
献呈…ヨハン・ヴォルフマイヤー
初演・・・1828年
出版…1827年、シュレジンジャー社

～弦楽四重奏曲第16番～
その音楽の軽妙な足取りや澄み切った響き、

どこまでもシンプルな表情は、

ベートーヴェンがすべての世俗的拘束から解放され、

まるで神と戯れているようではないか。

そ
の

よ
う
な
様
相
を
示
す
。
彼
の
中
で
は
、
人
間

と
し
て
の
困
難
が
増
せ
ば
増
す
ほ
ど
、
単
に

世
俗
的
で
あ
る
こ
と
の
虚
し
さ
を
悟
り
、
そ

れ
を
超
え
た
超
越
的
な
世
界
に
対
す
る
志
向

が
高
ま
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
音
楽
の
軽
妙
な
足
取
り
や
澄
み
切
っ

た
評
き
、
ど
こ
ま
で
も
シ
ン
プ
ル
な
表
情
は
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
す
べ
て
の
世
俗
的
拘
束

か
ら
解
放
さ
れ
、
ま
る
で
神
と
戯
れ
て
い
る

よ
う
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
は
長
い
苦
し
み

の
果
て
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
よ
う
や
く
到

た
ん
か
い

達
し
た
悟
り
の
境
地
が
虚
心
坦
懐
に
示
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

整
然
と
し
た
ソ
ナ
タ
形
式
な
が
ら
、

自
在
で
有
機
的
な
展
開
や
粋
き
が
、
聴
く
も

ぉ

の
の
精
神
を
高
揚
さ
せ
ず
に
は
措
か
な
い
第

1
楽
章
、
精
密
な
リ
ズ
ム
造
形
が
ま
る
で
万

蔀
鋭
の
よ
う
な
目
く
る
め
く
世
界
を
生
み
出

す
ス
ケ
ル
ツ
ォ
の
第
2
楽
章
、
究
極
的
な
世

界
を
見
た
も
の
に
し
か
可
能
で
な
い
よ
う
な

深
く
瞑
想
的
な
表
情
を
持
つ
至
高
の
歌
に
満

ち
た
第
3
楽
章
、

《
や
っ
と
下
し
た
決
断
》
と

い
う
言
業
が
掲
げ
ら
れ
、
さ
ら
に

M
u
s
s
e
s
 

sein? 
(
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
？
）

E
s
 m
u
s
s
 sein! 
(
そ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
！
）
と
い
う
、
哲
学
的
と
も
お
ど
け
て
い

る
と
も
取
れ
る
不
可
思
議
な
言
業
を
付
さ
れ

た
動
機
の
呈
示
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
ユ
ー

モ
ア
と
真
剣
さ
が
絶
妙
に
合
体
し
た
機
知
あ

ふ
れ
る
第
4
楽
章
。

ま
さ
に
こ
こ
に
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
み

が
到
達
し
え
た
空
前
絶
後
の
高
み
が
示
さ
れ

て
い
る
。

印

アルバン・ペルク四重奏団
収録 1981年
（ワーナー） WPCS-23063 

ブダペスト弦楽四重奏団

収録 1958-61年
(Sony) 88697776782 

※「ペートーヴェン．弦楽四重奏曲全集」 (8CD)所収、輸入盤

ヽ
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ペルリン（ズスケ）弦楽四重奏団
収録： 1976-78年
（キング） KICC-1335 
※Deutsche Schallplatten原盤



生誕250年

BEET 
「
誰
も
新
し
い
佃
萄
洒
を
古
い
革
袋
に
注

い
だ
り
し
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
を
す
れ
ば
、

新
し
い
酒
が
革
袋
を
破
り
、
酒
は
失
わ
れ
、

革
袋
も
駄

H
に
な
る
。
新
し
い
補
萄
洒
は
新

し
い
革
袋
に
」
（
田
川
建
三
訳

『新
約
珈
柔成
11

」

マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
害
2
卒
22
節）

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
弦
楽
四
重
奏
曲
の
分

野
で
し
た
こ
と
は
、
新
し
い
備
萄
洒
を
古
い

芋
袋
に
注
ぐ
よ
う
な
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
結

果
、
革
袋
は
破
れ
、
洒
は
こ
ぽ
れ
て
し
ま
っ
た
。

だ
か
ら
後
輩
他
代
の
作
血
家
は
、
ま
だ
破
れ

て
い
な
い
こ
ろ
の
革
袋
に
立
ち
返
っ
て
、
慎
重

に
酒
を
注
が
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
以
降
の
弦
楽
四
重
奏
訓
史
は
、
そ

ん
な
形
で
進
ん
で
い
っ
た
。

ハ
イ
ド
ン
の
こ
ろ
ま
で
に
弦
楽
四
重
奏
曲

は
、
バ
ロ
ッ
ク
期
の
室
内
楽
の
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ー

を
盛
り
込
ん
だ
も
の
、
交
秤
曲
や
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
協
奏
鼎
を
縮
小
し
た
も
の
、
歌
鼎
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
引
用
し
た
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
を
と
る
よ
う
に
な
る
。

と
く
に
交
瑯
証
皿
の
弦
楽
四
重
奏

lUl化
は
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と
っ
て
創
作
の
原
動
力
だ

っ
た
。
正
確
に
言
う
と
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、

交
評
曲
を
弦
楽
四
重
奏
曲
化
（
縮
小
）
し
た

の
で
は
な
い
。
い
っ
た
ん
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
確

立
し
た
弦
楽
四
重
奏
鼎
を
反
転
さ
せ
、
そ
の

姿
の
ま
ま
交
評
化
（
拡
大
）
し
た
の
だ
。
そ

の
意
味
で
前
史
と
は
正
反
対
の
方
を
向
く
。

結
果
の
大
胆
さ
に
比
べ
て
そ
の
手
法
は
巧

妙
に
見
え
る
。
交
渉
上
手
の
話
術
の
よ
う
な

も
の
だ
。
は
じ
め
に
間
口
を
無
理
に
広
げ
て

お
い
て
、
そ
こ
に
色
々
な
事
柄
を
盛
り
込
む

こ
と
で
、
そ
の
拡
大
が
さ
も
当
然
で
あ
る
か

の
よ
う
に
聴
き
手
に
息
わ
せ
る
。
巧
妙
で
は

あ
る
が
、
そ
の
せ
い
で
ジ
ャ
ン
ル
と
い
う
革
袋

は
破
れ
て
し
ま
っ
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
以
後
の
作
鼎
家
は
、
先

輩
の
後
期
の
拡
大
路
線
を
戦
略
的
に
無
視
し
、

中
期
の
事
紹
か
ら
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
再
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
た
と
え
ば
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

な
ら
ば
、
交
評
鼎
か
ら
の
縮
小
化
と
ピ
ア
ノ

ベドルジハ・スメタナ

(1824~84) 

ベラ・バルトーク

(1881-1945) 

スメタナ：弦楽四重奏曲第1番《わが生涯》
＝標題音楽

ポロディン：弦楽四重奏曲第2番
＝国民楽派

タカーチ四重奏団

収録： 1995年

(Decca) 00028945223926※輸入盤
iTunesのみ

バルトーク：弦楽四重奏曲（全6曲）
=20世紀前半

タカーチ四重奏団

収録： 1996年

(Decca) 00028945529721※輸入盤
iTunesのみ

ベンデレツキ：弦楽四重奏曲第1、2番
=20世紀後半

シレジアン弦楽四重奏団

収録 1994年
(Wergo) WER6258-2※輸入盤

仙
か
ら
の
拡
大
化
の
均
衡
点
と
し
て
弦
楽
四

重
奏
曲
を
捉
え
る
。

標
題
音
楽
の
流
行
し
た
時
代
、
そ
れ
と
弦

楽
四
重
奏
曲
と
を
統
合
す
る
試
み
も
あ
っ
た
。

成
功
し
た
の
は
ス
メ
タ
ナ
く
ら
い
で
は
あ
る

が
。
そ
の
ス
メ
タ
ナ
や
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー
ク
は
、

クシシュトフ・ベンデレッキ

(1933~) 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
以
後
の
作
曲
家
は
、

先
輩
の
後
期
の
拡
大
路
線
を
戦
略
的
に
無
視
し
、

中
期
の
事
績
か
ら
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
以
後
の

弦
楽
四
重
奏
曲
の
可
能
性

文澤谷夏樹◎音楽評論家

text by Natsuki Sawatani 

国
民
主
義
の
要
素
を
こ
の
分
野
に
移
植
し
た
。

ボ
ロ
デ
ィ
ン
や
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
仕
事
も

そ
こ
に
連
な
る
。
セ
ザ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
は
弦

楽
四
重
奏
の
諸
楽
章
を
共
通
の
主
題
で
ま
と

め
た
こ
と
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・
ス
タ
イ
ル

の
継
承
と
、
そ
の

一
歩
先
へ
の
発
展
の
可
能
性

と
を
同
時
に
示
し
た
。

管
弦
楽
曲
で
あ
れ
ば
新
楽
器
の
発
明
や
既

存
楽
器
の
改
変
、
楽
器
編
成
の
巨
大
化
な
ど

に
よ
っ
て
、
そ
の
表
現
領
域
の
拡
大
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
。
奏
者
の
数
を
増
や
せ
な
い

弦
楽
四
重
奏
曲
で
は
、
奏
法
の
開
発
が
、
新

か
い

し
い
悔
に
漕
ぎ
出
す
た
め
の
櫂
と
な

っ
た
。

そ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
、

っ

新
奏
法
の
開
発
を
見
事
に
接
ぎ
木
し
た
の
が

バ
ル
ト
ー
ク
だ
。
ペ
ン
デ
レ
ッ
キ
は
そ
れ
を
20

世
紀
後
半
に
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
枝
を
伸
ば

す
こ
と
に
成
功
し
た
。

シ
ュ
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を

飛
ば
す
荒
技
（
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
弦
楽
四
重
奏

曲
）
で
、
改
め
て
革
袋
を
破
っ
た
の
が

1
9

9
3
年
。
今
後
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
誰
か

が
旧
地
点
に
い
っ
た
ん
戻
り
、
そ
こ
か
ら
弦

楽
四
重
奏
の
再
構
染
を
始
め
る
か
も
し
れ
な

い
。
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BEET 

■

現
代
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
繋
が
る

職
業
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
祖
で
あ
る
チ
ェ
ル
ニ
ー

は
、
ピ
ア
ノ
教
師
と
し
て
も
俊
れ
た
業
組
を

残
し
た
。
そ
の
門
下
か
ら
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

系
譜
と
し
て
最
も
重
要
な

3
人
、
フ
ラ
ン
ツ
・

リ
ス
ト
、
テ
オ
ド
ー
ル
・
レ
シ
エ
テ
ィ
ッ
キ
、

テ
オ
ド
ー
ル
・
ク
ー
ラ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
し

て
、
タ
ー
ル
ベ
ル
ク
、
デ
ー
ラ
ー
、
ヤ
エ
ル
な

ど
が
輩
出
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
が
後
泄
に
残

し
た
足
跡
も
甚
だ
顕
著
で
あ
る
が
、
特
に
リ

ス
ト
と
レ
シ
エ
テ
ィ
ッ
キ
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
み

な
ら
ず
、
ロ
シ
ア
ン
・
ピ
ア
ニ
ズ
ム
の
黎
明
期

に
始
祖
と
し
て
の
役
割
を
十
二
分
に
担
っ
た
。

リ
ス
ト
は

9
歳
の
頃
、
父
に
述
れ
ら
れ
て

チ
ェ
ル
ニ
ー
の
も
と
に
や

っ
て
き
た
。
す
ぐ
に

こ
の
大
変
な
才
能
に
気
付
い
た
チ
ェ
ル
ニ
ー

は
、
ク
レ
メ
ン
テ
ィ
や
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、

J
・

S
・
バ
ッ
ハ
な
ど
の
作
品
を
与
え
て
そ
の
天
賦

の
オ
を
伸
張
さ
せ
た
。
後
年
リ
ス
ト
は
、

自

分
の
成
功
は
チ
ェ
ル
ニ
ー
の
お
陰
と
述
懐
し
、

「超
絶
技
巧
練
習

rUl集
」
を
チ
ェ
ル
ニ
ー
に
捧

げ
て
い
る
。

驚
く
こ
と
に
、
現
代
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
ル

ー
ツ
を
探
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
系
な
ど
を
除
き
、

大
多
数
が
リ
ス
ト
と
レ
シ

ェ
テ
ィ
ッ
キ
に
辿

り
消
く
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

つ
ま
り
、

そ
の
ま
ま
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
通
じ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
。
そ
の
リ
ス
ト
か
ら
は
、
ビ

ュ
ー

■

9
歳
で
チ
ェ
ル
ニ
ー
に

弟
子
入
り
し
た
リ
ス
ト

た
の
は
そ
う
い
う
理
由
に
よ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
弟
子
と
し
て
、
最
初
に

名
前
が
挙
が
る
の
が
カ
ー
ル
・
チ
ェ
ル
ニ
ー

(1
7
9
1
ー

1
8
5
7
)
で
あ
ろ
う
。
そ
の

チ
ェ
ル
ニ
ー
は
、
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
で
オ
ー
ボ
エ

奏
者
、
歌
手
、
ピ
ア
ノ
教
師
の
父
を
も

っ
て

ウ
ィ
ー
ン
で
生
ま
れ
た
。
幼
少
か
ら
音
楽
的

才
能
を
発
揮
し
、
ま
た
語
学
に
も
卓
越
し
た

能
力
を
示
し
た
と
い
う
。

チ
ェ
ル
ニ
ー
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
訪
れ
た

の
は

10
歳
の
と
き
。
父
の
友
人
で
、
宮
廷
歌

劇
場
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で

.10歳で弟
子
入
り
し
た
チ
ェ
ル
ニ
ー

． 

ロ
ー
や
ダ
ル
ベ
ー
ル
、
ザ
ウ
ア
ー
、
ク
ラ
ウ
ゼ
、

タ
ウ
ジ
ヒ
の
他
、
系
譜
か
ら
は
バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス

や
ケ
ン
プ
、
ア
ス
ケ
ナ
ー
ゼ
、
ホ
フ
マ
ン
、
ア

ラ
ウ
、

E
・
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ー
、
ブ
レ
ン
デ
ル
、

バ
レ
ン
ボ
イ
ム
、
ギ
ー
ゼ
キ
ン
グ
、
バ
ド
ウ
ラ

11

ス
コ
ダ
、
デ
ー
ム
ス
、
ア
ン
ダ
、
シ
ョ
ル
テ

イ
、
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
、
内
田
光
子
、
フ
レ
イ
レ
、

グ
リ
モ
ー
、
グ
ラ
フ
マ
ン
、
ラ
ン
・
ラ
ン
、
ユ

ジ
ャ
・
ワ
ン
な
ど
が
、
ま
た
ロ
シ
ア
に
遠
征
し

て
い
た
た
め
、
ジ
ロ
ー
テ
ィ
や
ラ
フ
マ
ニ
ノ
フ
、

マ
ガ
ロ
フ
、
ゴ
リ
デ
ン
ヴ
ェ
イ
ゼ
ル
、
ヘ
プ
ラ

ー
、
ル
イ
サ
ダ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
方
、
レ
シ
ェ
テ
ィ
ッ
キ
は
パ
デ
レ
フ
ス
キ

や
シ
ュ
ナ
ー
ベ
ル
、
ホ
ル
シ
ョ
フ
ス
キ
や
サ
フ

ォ
ノ
フ
の
他
、
系
諮
に
は
メ
ト
ネ
ル
、
プ
ロ
コ

フ
ィ
エ
フ
、
レ
ヴ
ィ
ー
ン
、
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・

ル
ー
ビ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ク
ラ
イ
バ
ー
ン
、
シ

ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
、
レ
ヴ

ァ
イ
ン
、
カ
ー
ゾ

ン
、
ク
ラ
ウ
ス
、
フ
ィ
ル
ク
ス
ニ
ー
、
ク
ロ
イ

ツ
ァ
ー
、
ベ
ル
マ
ン
、
ピ
ー
タ
ー
・
ゼ
ル
キ
ン
、

ダ
グ
ラ
ス
な
ど
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

ウ
ィ
ー
ン
で
生
ま
れ
、
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
で

教
鞭
を
執
っ
た
ア
ン
ト
ン
・
ド
ゥ
ー
ル
も
チ
ェ

ル
ニ
ー
を
師
と
し
て
お
り
、
そ
の
門
下
、
系
譜

か
ら
は
オ
ボ
ー
リ
ン
、
フ
ェ
イ
ン
ベ
ル
ク
、
メ

ル
ジ
ャ
ー
ノ
フ
、
レ
ー
ゼ
ル
、
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ー
ジ
、

テオドール・レシュティッキ

(1830-1915) 

あ
っ
た
ク
ル
ム
フ
ォ
ル
ツ
が
、
チ
ェ
ル
ニ
ー
の

才
能
を
見
込
み
、
か
ね
て
よ
り
心
酔
し
て
い

た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
弟
子
入
り
を
願

っ
た
の

で
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
チ
ェ
ル
ニ
ー
に

対
し
、

C
.
p
.
E
・バ

ッ
ハ
の
教
材
を
使

っ

て
レ
ガ
ー
ト
奏
法
を
指
南
す
る
。
当
時
は
既

に
フ

ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
が
登
場
し
、
強
弱
を
初

め
と
す
る
表
現
法
に
楽
器
と
し
て
の
革
新
的

な
進
歩
が
加
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。

そ
し
て

1
8
0
0
年
、
チ
ェ
ル
ニ

ー
は
ウ
ィ

ー
ン
で
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
協
奏
鼎
第

24
番

K
.
4
9
1
を
弾
い
て
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し

て
正
式
デ
ビ
ュ
ー
、

06年
に
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ

• 
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

1
番、

12
年
に
は
同

第

5
番

《
皇
帝
》
を
演
奏
し
、
高
い
評
価
を

得
た
。
チ
ェ
ル
ニ
ー
の
ひ
と
つ
の
功
韻
は
、
ピ
ア

ニ
ス
ト
と
い
う
職
業
の
確
立
で
あ
る
。
と
言

う
の
も
、
そ
れ
以
前
に
は

祈
他
人
の
作
品
だ

ヴ
ォ
ス
ク
レ
セ
ン
ス
キ
ー
、
プ
レ
ト
ニ
ョ
フ
、
フ

ェ
ル
ツ
マ
ン
、
バ
シ
キ
ー
ロ
フ
、
シ
フ
、
ポ
ゴ
レ

リ
チ
、
ル
ガ
ン
ス
キ
ー
、
プ
ー
ニ
ン
、
マ
ツ
エ
フ
、

ダ
ン
・
タ
イ
・
ソ
ン
な
ど
を
輩
出
し
て
い
る
。

■

作
曲
家
リ
ー
ス

ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
弟
子
と
し
て
、

主
に
ピ

ア
ニ
ス
ト
に
焦
点
を
あ
て
た
が
、
作
曲
家
と

し
て
は
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
リ
ー
ス
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
同
じ

ボ
ン
に
生
ま
れ
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
師
事
、

交
評
曲
、
ピ
ア
ノ
協
奏
仙
、
ピ
ア
ノ
曲
な
ど

を
創
作
、
晩
年
に
は

「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に

関
す
る
覚
書
」

と
い
う
師
の
回
想
録
を
執
箪

し
た
。
ま
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
伝
記
な
ど
に

は
、
ア
ン
ト
ン
・
シ
ン
ド
ラ
ー
と
い
う
名
前

が
よ
く
出
現
す
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
伝
記

作
者
で
あ
る
が
、
弟
子
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
ひ
ど
い
虚
言
墜
が
あ
り
、

し
ん
ぴ
ょ
う

追
し
た
汽
料
の
信
憑
性
は
か
な
り
薄
い
。

■

貴
族
と
そ
の
子
女
た
ち

た
た

ま
た
当
時
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
門
を
叩

＜
貴
族
や
そ
の
子
女
た
ち
は
後
を
絶
た
な
か

っ
た
。
そ
の
代
表
が
ル
ド
ル
フ
大
公
で
あ
る
。

大
公
は
レ
オ
ポ
ル
ト

2
泄
の
末
子
で
あ
り
、

皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
の
弟
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
も

っ
と
も
重
要
な
パ
ト
ロ
ン
の
ひ
と
り
で
あ
り
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
作

lUlを
師
事
、
ま
た
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
多
額
の
年
金
を
支
払

っ
て
い
た

た
め
、
他
の
誰
よ
り
多
数
の
作
品
を
献
呈
さ

れ
た
。
他
に
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
の
中
で
、

「エチュード・マガジン」 1927年4月号に掲載されたチェルニー

の弟子たちの系図。中央上部にチェルニー、左端上にペートー

ヴェン、 一番左下にラフマニノフの名前も見える

カール・チェルニー

(1833年、JosefKriehuber画）

フランツ・リスト

(1858年、 FranzHanfstaengl撮影、 1811-86)

ペートーヴTン：ピアノ・ソナタ全集

アンドラーシュ・シフ（ピアノ）

(ECM) 4812908 

ペートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ第5番「春」
第9番 「クロイツェル」
ギドンクレーメル（ヴァイオリン）

マルタアルゲリッチ（ピアノ）

（ユニバーサル） UCCG-51075 

ベートーヴェン：ピアノ三重奏曲第7番「大公」
第4番「街の歌」

ヘンリクシェリング（ヴァイオリン）

カールライスター（クラリネット）

ピエールフルニエ（チェロ）

ヴィルヘルム • ケンブ（ピアノ）
（ユニバーサル） POCG-90119 `

_

』

↓

チ
ェ
ル
ニ
ー
の
ひ
と
つ
の
功
績
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
い
う
職
業
の
確
立
で
あ
る
。

と
言
う
の
も
、
そ
れ
以
前
に
は
瓜
他
人
の
作
品
だ
け
を
演
奏
す
る
々

純
然
た
る
職
業
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
殆
ど
存
在
し
な
か
っ
た
。

け
を
演
奏
す
る
ク
純
然
た
る
職
業
ピ
ア
ニ
ス

ほ
と
ん

ト
は
殆
ど
存
在
し
な
か

っ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
に
し
ろ
、
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
に
し
ろ
、
お

よ
そ
ピ
ア
ニ
ス
ト
は
そ
の
ま
ま
作
鼎
家
で
あ

り
、
自
作
曲
を
広
め
る
た
め
に
演
奏
を
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
今
で
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ

な
い
が
、
作
曲
家
兼
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
対
決
す

る
即
輿
演
奏
試
合
な
ど
も
広
く
行
わ
れ
て
い

も

っ
と
も
重
要
な
女
性
の
ひ
と
り
、
ヨ
ゼ
フ

ィ
ー
ネ
・
ブ
ル
ン
ス
ヴ
ィ
ッ
ク
。
プ
ル
ン
ス

ヴ
ィ

ッ
ク
家
の
次
女
で
、

長
女
テ
レ
ー
ゼ
と
と

も
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
師
事
、
ピ
ア
ニ
ス
ト

と
し
て
も
き
わ
め
て
優
れ
て
い
た
。
ヨ
ゼ
フ
ィ

ー
ネ
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
恋
愛
感
情
を
抱

い
た
が
、
身
分
の
差
も
あ
っ
て
ダ
イ
ム
伯
爵

と
結
婚
。
と
こ
ろ
が
伯
爵
が
急
逝
、
そ
の
後

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
ヨ
ゼ
フ
ィ
ー
ネ
は
恋
愛
関

係
に
…
。
歌
曲
「
希
望
に
寄
せ
て

0
p
.
（
作
品
）

32
」
が
献
呈
さ
れ
て
い
る
。
長
女
テ
レ
ー
ゼ

に
は
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ

0
p
.
7
8
が
献
呈
さ
れ
、

2
人
の
た
め
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
「
ゲ
ー
テ

の
詩
《
君
を
想
う
》
に
よ
る

4
手
の
た
め
の

6
つ
の
変
奏
曲
W
o
0
7
4
」
を
書
い
た
。

他
に
も
ジ
ュ
リ
エ
ッ
タ
・
グ
イ
ッ
チ
ャ
ル

デ
ィ
、
ド
ロ
テ
ア
・
フ
ォ
ン
・
エ
ル
ト
マ
ン
、

ア
ン
ナ
・
ル
イ
ー
ゼ
・
バ
ル
バ
ラ
・
オ
デ
ス

カ
ル
キ
、
そ
し
て
バ
ル
バ
ラ
・
ケ
グ
レ
ヴ
ィ

ッ
チ
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

印

a
 

r
i‘ 

番2
 
第番ー第スンマ

05
）
 
ノ

ロ
。
_ノ

W
、

曲
章

オ

奏
断

イ

協

の

ァ

ン
め

げ

痢

リ
た

ヤ
渾

の
ヵ
ヘ

ォイァ
楽

ス
ッ
ノ

ェヴレ
管

74

品
ザ
／
 コ
ヘ
セ
⑮

ン
と
ェ
ン
ヴ
リ

ア
ブ
リ

―
ォ

シ
ッ
ゼ

el

ト
イ

リ
リ
ン
．
IV

ー
ア

ト

イ

ャ

a

ペ
ヴ

バ
フ
シ

CN

フェリシアブルメンタール（ピアノ）

チェルニー ：ビアノ協奏曲イ短調
ヘルムート・フロシャウアー（指揮）、 ウィーン室内管

リース：ピアノ協奏曲嬰ハ短調

テオドール・グシュルバウアー（指揮）、ザルツブルク室内管

(Brana Records) BR-0005 

ペートーヴェン：ピアノ協奏曲全集

内田光子（ピアノ）

サイモン・ラトル（指揮）

ペルリンフィル

（キングインターナショナル） KKC-9372 
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BEET 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

1
7
9
2
年、

21
歳
か

ら
本
格
的
に
ウ
ィ
ー
ン
を
拠
点
と
す
る
。
最

初
に
森
ら
し
始
め
た
の
は
リ
ヒ
ノ
フ
ス
キ
ー

候
爵
邸
の

一
室
で
、
自
ら
も
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
に

ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い
た
候
爵
が
所
蔵
す
る
フ

ォ
ー
ゲ
ル
社
製
の
楽
器
を
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

は
い
つ
で
も
使
う
こ
と
が
で
き
た
。

ウ
ィ
ー
ン
の
楽
埴
で
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

は
作
鼎
家
と
し
て
頭
角
を
現
す
以
前
に
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
と
し
て
そ
の
名
を
馳
せ
た
。
彼
の

見
事
な
レ
ガ
ー
ト
奏
法
や
即
典
演
奏
に
、
ウ

ィ
ー
ン
の
人
々
は
興
布
し
た
と
い
う
。

そ
ん
な
彼
の
自
宅
に
は
や
が
て
、
ウ
ィ
ー

ン
の
人
気
楽
器
製
作
者
ア
ン
ト
ン
・
ヴ
ァ
ル

タ
ー

(
1
7
5
2
i
1
8
2
6
)
の
ピ
ア
ノ
が

置
か
れ
た
。
シ
ュ
タ
イ
ン
と
同
様
に
は
ね
上

げ
式
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
も
愛

し
た
と
い
う
歯
切
れ
の
良
い
快
活
な
音
色
を

持
つ
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

1
8
0
2
年
頃
ま

で
ヴ
ァ
ル
タ
ー
の
ピ
ア
ノ
を
愛
用
し
て
、
ピ
ア

ノ
・
ソ
ナ
タ
「
悲
伯
」
「
月
光
」
「
テ
ン
ペ
ス
ト
」

な
ど
を
作
dlJ
し
た
。

な
お
、
シ
ュ
タ
イ
ン
も
ヴ
ァ
ル
タ
ー
も
、
現

代
の
ピ
ア
ノ
の
よ
う
な
ペ
ダ
ル
は
な
い
。
ペ
ダ

ル
を
踏
む
代
わ
り
に
、
鍵
盤
の
下
に
取
り
付

け
ら
れ
た
膝
レ
バ
ー
を
押
し
上
げ
る
。
当
時

の
ピ
ア
ノ
は
音
の
減
衰
が
早
い
た
め
、
弦
を

押
さ
え
て
振
動
を
止
め
る
ダ
ン
パ
ー
部
分
を

上
げ
続
け
て
い
て
も
（
今
の
ピ
ア
ノ
で
い
う
サ

ス
テ
ィ
ン
・
ペ
ダ
ル
を
踏
み
つ
ば
な
し
に
し
て

も
）
評
き
は
混
濁
し
に
く
い
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
「
月
光
」
の
第

一
楽
卒
で
は
、
ダ
ン
パ

初
期
S
中
期
の
ソ
ナ
タ
を
生
ん
た

ヴ
ァ
ル
タ
ー
の
ピ
ア
ノ

．
 

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
創
作
を
代
表
す
る

一
連

の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
は
、
彼
が
い
か
に
鍵
盤
楽

器
を
得
意
と
し
、
そ
の
機
能
に
可
能
性
を
見

出
し
て
い
た
か
を
物
語
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
が
時
代
の
巾
し
子
で

あ
っ
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
時

は
ピ
ア
ノ
の
製
造
技
術
が

H
進
月
歩
で
成
長

し
て
ゆ
く
過
程
に
あ
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
ベ
ー

ト
ー
ヴ

ェ
ン
自
身
も
、
ピ
ア
ノ
製
作
者
に
希

望
や
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
伝
え
た
こ
と
で
、
そ
の

成
長
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

時
代
は
産
業
革
命
と
市
民
革
命
と
が
同
時

に
起
こ
り
、
力
を
持
ち
始
め
た
プ
ル
ジ
ョ
ワ

ジ
ー
が
、
家
庭
川
に
ピ
ア
ノ
を
買
い
求
め
つ
つ

あ
っ
た
頃
。
音
色
は
も
ち
ろ
ん
鍵
盤
や
ペ
ダ

ル
の
数
、
外
観
の
装
飾
や
内
部
の
フ
レ
ー
ム

に
い
た
る
ま
で
、
現
代
の
黙
々
と
し
た
ピ
ア

ノ
と
は
迩
っ
た
個
性
幾
か
な
ピ
ア
ノ
た
ち
が

次
々
と
現
れ
て
い
た
。
そ
の

一
部
を
、
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
が
使
用
し
た
と
言
わ
れ
る
楽
器
と

と
も
に
見
て
い
こ
う
。

． 
ペートーヴェンがよく聴こえるように補助

装置が付いたシュトラィヒャーのビアノ

撮影 ：筆者、取材協力：ウィーン市観光局

． 
ナネッテ・シュトラィヒャー

(1769~1833) 

後
期
の
ソ
ナ
タ
を
生
ん
だ

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ッ
ド

●

「
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
」
や

「
熱
情
」
を
生
ん
だ
エ
ラ
ー
ル
の
ピ
ア
ノ

弦
を
爪
で
弾
く
梢
造
の
チ
ェ
ン
バ
ロ
に
対

し
、
弦
を
ハ
ン
マ
ー
で
打
ち
鳴
ら
す
構
造
を

持
っ
た
新
し
い
鍵
盤
楽
器
が
、

1
7
0
0
年

ま
で
に
イ
タ
リ
ア
の
楽
器
製
作
者
ク
リ
ス
ト

フ
ォ
リ
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
。
弱
音
（
ピ
ア

ノ
）
か
ら
強
音
（
フ
ォ
ル
テ
）
ま
で
を
奏
者
の

タ
ッ
チ
に
よ
っ
て
作
り
出
せ
る
た
め
、
ピ
ア
ノ

フ
ォ
ル
テ
ま
た
は
フ
ォ
ル
テ
ピ
ア
ノ
と
呼
ば
れ

た
こ
の
楽
器
は
、

1
7
3
0
年
代
に
は
ド
イ

ツ
の
楽
器
製
作
者
G
・
ジ
ル
バ
ー
マ
ン
に
そ
の

製
作
技
術
が
伝
え
ら
れ
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ポ
ン
時
代
か
ら
す
で

に
鍵
盤
楽
器
の
演
奏
に
秀
で
て
お
り
、
彼
が

触
れ
た
最
初
期
の
ピ
ア
ノ
が
シ
ュ
タ
イ
ン
社

製
の
楽
器
で
あ
る
。
ジ
ル
バ
ー
マ
ン
の
も
と

で
修
業
を
積
ん
だ
ア
ウ
グ
ス
プ
ル
ク
の
職
人

ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
シ
ュ
タ
イ
ン

(
l

ー
を
上
げ
続
け
る
よ
う
指
示
が
あ
る
が
、
当

時
の
減
哀
速
度
を
想
定
し
て
の
こ
と
だ
。

時
は

1
8
0
3年
。
難
聴
の
苫
し
み
を
克

服
し
、
作

IUl家
と
し
て
の
地
位
を
ウ
ィ
ー
ン

で
築
き
つ
つ
あ
っ
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
も
と

に
、
フ
ラ
ン
ス
の
エ
ラ
ー
ル
社
よ
り
最
新
型
の

ピ
ア
ノ
が
贈
ら
れ
た
。
鍵
盤
は

68
鍵
に
広
が

り
、
膝
レ
バ
ー
で
は
な
く
足
で
踏
む
ペ
ダ
ル

も
弱
音
機
能
や
音
色
を
変
化
さ
せ
る
も
の
な

ど
が

4
本
付
い
て
い
る
。
何
よ
り
ア
ク
シ
ョ
ン

●シュタイン

1788年製（レプリカ）による初期ピアノ・ソナタ

ロナウドブラウティハム（フォルテピアノ）

ペートーヴェン：ピアノ作品全集9
ー「選帝候ソナタ」Wo047、50、51、Anh.5

(BIS) BIS-SACD-1672 
録音：2008年

■

若
き
日
に
出
会
っ
た

シ
ュ
タ
イ
ン
の
ピ
ア
ノ

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
生
き
た
時
代
、

ピ
ア
ノ
は
日
進
月
歩
で
変
化
を
続
け
て
い
た
。

当
時
の
ピ
ア
ノ
の
姿
を
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が

愛
用
し
た
楽
器
や
作
品
か
ら
探
っ
て
み
よ
う
。

■ 
文

飯

田

有

抄

◎
音
楽
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

text b
y
 Ar
i
s
 a
 lid a
 

転

1827年製のブロードウッドのビアノ

7
2
8
¥
1
7
9
2
)
に
よ
る
楽
器
で
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
式
と
呼
ば
れ
る
、
ハ
ン
マ
ー
が
は
ね

上
が
る
仕
組
み
の
ア
ク
シ
ョ
ン
構
造
に
よ
り
、

軽
や
か
で
表
情
翌
か
な
評
き
を
持
っ
て
い
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
は

1
7
8
8
年
に
、
ボ
ン
を

訪
れ
た
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
伯
爵
か
ら
、
シ
ュ

機
構
に
大
き
な
迎
い
が
あ
り
、
は
ね
上
げ
式

で
は
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
突
き
上
げ
式
を
採

川
し
た
も
の
で
、
よ
り
力
強
く
ド
ラ
マ
テ
ィ

ッ
ク
な
表
現
と
、
鍵
盤
の
素
早
い
連
打
に
反

応
で
き
る
よ
う
な
っ
た
。
こ
の
ピ
ア
ノ
を
用
い

て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
「
ワ
ル
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
」

の
第

1
楽
窄
冒
頭
を
利
音
の
連
打
で
開
始
し
、

第

3
楽
章
で
は
ペ
ダ
ル
指
示
を
細
か
く
付
け

た
。
そ
し
て
「
熱
情
」
で
は
、
こ
の
新
し
い

ピ
ア
ノ
の
最
麻
音
の
ド

(
C
4
)

ま
で
フ
ル
に

活
用
す
る
な
ど
、
新
機
能
を
招
々
と
し
て
用

い
た
様
子
が
伝
わ
る
。

上
述
の
楽
器
製
作
者
シ
ュ
タ
イ
ン
の
娘
ナ

ネ
ッ
テ

(
1
7
6
9
¥
1
8
3
3
)
は
、
亡
き

父
の
後
を
継
い
で
結
婚
と
ほ
ぽ
同
時
期
に
ピ

ア
ノ
工
房
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
れ
が
シ
ュ
ト

タ
イ
ン
の
ピ
ア
ノ
を
贈
ら
れ
た
。
音
楽
好
き

の
伯
爵
は
、

8
つ
年
下
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

才
能
を
見
川
し
た
の
で
あ
る
。
現
代
の

一
般

的
な
ピ
ア
ノ
の
音
域
は

7
オ
ク
タ
ー
ブ
と

3

音

(88
鍵
）
だ
が
、
こ
の
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ピ
ア

ノ
は

5
オ
ク
タ
ー
プ

(61
鍵
）
で
あ
る
。

ラ
イ
ヒ
ャ
ー
社
で
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

シ
ュ
ト
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
夫
妻
と
仲
が
良
く
、
彼

ら
の
ピ
ア
ノ
製
造
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
ヴ
ァ

イ
ス
を
送
っ
た
。
73
鍵
、
足
で
踏
む
ペ
ダ
ル
、

は
ね
上
げ
式
ア
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
美
し
い
音

色
を
持
っ
た
彼
ら
の
楽
器
を
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

エ
ン
は

1
8
1
0
年
頃
に
貸
し
出
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。
最
高
音
の
フ
ァ

(
F
1
)
ま
で
使

っ
て
「
告
別
」
ソ
ナ
タ
を
書
い
た
。
な
お
、
ハ

イ
リ
ゲ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
、
聴
力
の
衰
え
を
カ
バ
ー

ふ
た

す
る
た
め
の
大
き
な
補
聴
装
置
を
蓋
に
取
り

付
け
た
ナ
ネ
ッ
テ
・
シ
ュ
ト
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
の
ピ

ア
ノ
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

1
8
1
1
年
に
は
、
さ
ら
に
新
し
い
ピ
ア

ノ
が
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
贈
ら
れ
た
。
イ
ギ
リ

ス
の
プ
ロ
ー
ド
ウ
ッ
ド
社
か
ら
で
あ
る
。
鍵
数

自
体
は

73
鍵
で
シ
ュ
ト
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
と
同
じ

だ
が
、
音
域
は
低
音
方
向
へ
と
拡
張
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ま
で
の
フ
ァ

(
F
1
)
か
ら

4
度

下
が
っ
た
ド

(
c
l
)
ま
で
が
出
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
後
期
を
代
表
す
る
ソ
ナ
タ
「
ハ
ン
マ

ー
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
」
第

3
、

4
楽
章
は
、
こ

の
音
域
を
生
か
し
て
作
曲
さ
れ
た
。

ウ
ィ
ー
ン
中
を

80
回
ほ
ど
も
引
っ
越
し
続

け
た
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
で
あ
る
が
、
最
後
に
暮

ら
し
た
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ッ
シ
ュ
パ
ニ
ア
通
り
の
部

昼
に
あ
っ
た
の
は
、
プ
ロ
ー
ド
ウ
ッ
ド
と
も
う

1
ム
ロ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
ピ
ア
ノ
製
作
者
コ
ン

ラ
ー
ト
・
グ
ラ
ー
フ

(
1
7
8
2
i
l
8
5
1
)

か
ら
貸
与
を
受
け
た
ピ
ア
ノ
だ
っ
た
。
グ
ラ

ー
フ
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
よ
く
聴
こ
え
る
よ

う
に
、

1
音
に
対
す
る
弦
の
本
数
を
増
や
し

た
ピ
ア
ノ
を
開
発
し
た
が
、
そ
の
ピ
ア
ノ
が

後
軋
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

初

●エラール

1802年製（レプリカ）による「ワルトシュタイン」

アレクセイ•リュピモフ（フォルテピアノ）
ペートーヴェン： 3つのピアノソナタ
~「月光」、 「ワルトシュタイン」、 「テンペスト」

(Alpha) ALl-'HA-194 
録音:2012年

●ヴァルター

1790年製頃（レプリカ）による「月光」

（第1楽章はダンバーを上げ続けての演奏）
平井千絵（フォルテピアノ）

Dream~愛奏曲集～

（フォンテック） FOCD-9818 
収録：2019年

r

|

・

・

 ■ 

●ナネッテ・シュトラィヒャー

1818年製による「告別」

渡邊順生（フォルテピアノ）

シュトラィヒャービアノで弾くペートーヴェン・ソナタ集

(ALM Records) ALCD-1117 
録音：2009年

三噌一

● ブロードウッド

1817年製のピアノ（レプリカ）に補聴装醤を

再現して録音された最後の3つのソナタ

トム・ペギン（ピアノ）

ペートーヴェンのピアノ用補聴装置を再創造

(EVIL PENGUIN RECORDS) EPRC-0025 
録音：2016年

アントン・ヴァルターのビアノ

（ベルリン楽器博物館蔵）
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.18世紀後
半
の
公
開
演
奏
会
の
形
態

．
 

■

社
会
階
層
に
よ
っ
て

異
な
る
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

19
世
紀
の
演
奏
会
を
考
え
る
と
き
に
ま
ず

注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
当
時
は

階
級
社
会
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

現
在
は
、
階
級
と
い
う
問
題
は
所
得
の
格
差

と
同
義
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
形
態

や
制
度
は
多
少
異
な
る
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い

て
も
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
こ

の
社
会
階
層
が
コ
ン
サ
ー
ト
の
内
容
を
大
き

く
左
右
し
て
い
た
。

ド
イ
ツ
で
は
「

一
般
ラ
ン
ト
法
」
に
よ

っ

て
、
人
々
は
、
貴
族
、
上
級
市
民
、
下
級
市
民
、

農
民
に
大
き
く
区
分
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら

が
「
市
民
」
の
区
分
で
あ
る
が
、
市
民
に
属

す
る
こ
と
の
出
来
な
い
、
城
墜
の
外
側
に
住

む
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
々
も
い
た
。

ウ
ィ
ー
ン
の
場
合
で
は
、
城
壁
の
内
側
に
設

け
ら
れ
た
劇
場
は
プ
ル
ク
劇
場
と
ケ
ル
ン
テ

ン
門
劇
場
の

2
つ
で
、

18
泄
紀
末
に
至
る
ま

で
市
民
対
象
の
劇
場
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
市
民
の
た
め
の
削
場
の
先
鞭
と
な
っ
た

の
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
「
靡
笛
」
の
初
演
さ

れ
た
ア
ウ
フ
・
デ
ア
・
ヴ
ィ
ー
デ
ン
削
場
で
、

こ
の
劇
場
は
城
堅
の
外
に
開
設
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
塔
の
ラ
ッ
パ
吹
き
（
シ
ュ
タ

ッ
ト
プ
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー
）
の
奏
楽
と
と
も
に
城

門
が
閉
じ
ら
れ
た

一
昔
前
と
は
変
わ
り
、
こ

の
頃
に
な
る
と
夜
で
も
市
民
が
城
墜
の
外
に

音
楽
を
楽
し
み
に
出
か
け
る
こ
と
が
許
さ
れ

た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
啓
蒙
専
制
君
主

の
ヨ
ー
ゼ
フ

2
恨
の
政
策
で
、
城
墜
の
外
に

次
々
と
劇
場
が
建
設
さ
れ
、

一
気
に
市
民
文

の
演
奏
会
場
の
整
備
は
遅
れ
る
。
そ
の
後
ー

8
2
0
年
代
以
降
に
な
る
と
劇
場
の
整
備
が

進
む
が
、
そ
の
こ
ろ
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
フ
ラ
ン

ス
座
、
オ
ペ
ラ
座
、
オ
ペ
ラ
・
コ
ミ
ッ
ク
座
の

3
つ
の
劇
場
が
上
位

3
刺
場
と
な
り
、
そ
の

ほ
か
の
下
位
の
劇
場
は
出
し
物
や
そ
の
内
容
、

出
演
人
数
ま
で
も
細
か
く
規
定
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
細
分
化
は
社
会
階
層
と
も
密
接
に
結

び
つ
い
て
い
た
。
オ
ペ
ラ
座
で
の
演
目
は
英
雄

や
神
話
を
題
材
と
し
た
内
容
が
貫
ば
れ
、

5

幕
が
碁
本
と
さ
れ
た
。

こ
の
細
分
化
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
る
。
キ
ン
グ
ス
・
シ
ア
タ
ー
や
ハ
ー
・

マ
ジ
ェ
ス
テ
ィ
ー
ズ
・
シ
ア
タ
ー
な
ど
の
「
特

許
劇
場
（
パ
テ
ン
ト
・
シ
ア
タ
ー
）
」
を
頂
点
に
、

劇
場
と
演
目
が
定
め
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
削
場
の
設
置
さ
れ
た
場
所
も
大
き
な
意

味
を
も
っ
た
。

同
じ
都
市
内
で
も
住
む
地
域
に
よ
っ
て
階

級
の
区
分
が
な
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
高
貫

な
紳
士
は
、
軽
い
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
専
門
と
す

る
サ
ヴ
ォ
イ
劇
場
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と

は
ば
か

は
憚
ら
れ
た
。
と
い
う
の
は
、

18
世
紀
以
前

は
こ
こ
に
は
浮
浪
者
や
娼
婦
が
徘
徊
し
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
今

H
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
で
活
況
を
星
し
て
い
る
ア
デ
ル
フ
ィ
劇
場

は
19
世
紀
で
は
上
級
市
民
や
貴
族
は
立
ち
入

っ
て
は
な
ら
な
い
場
所
と
さ
れ
て
い
た
。
郊

外
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
と
な
る
と
も
っ

ば
ら
大
衆
的
な
音
楽
が
奏
さ
れ
た
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
と
さ
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
で

も
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
内
容
に
よ
っ
て
演
奏
会

の
内
容
は
異
な
っ
て
い
た
。
音
楽
会
は
聴
衆

の
趣
味
と
傾
向
に
よ
っ
て
そ
の
演
目
も
大
き

く
異
な
る
。
演
奏
曲
目
に
よ
る
浙
奏
会
の
細

分
化
が
行
わ
れ
る
以
前
は
、

1
つ
の
演
奏
会

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
き
わ
め
て
多
彩
か
つ
雑
多

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
交
評
鼎
や
室
内
楽
も

あ
れ
ば
、
ピ
ア
ノ
独
奏
や
合
唱
、
歌
曲
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
曲
目
を
並
べ
た
演
奏
会
が

行
わ
れ
た
。
聴
衆
は
自
身
の
興
味
の
あ
る
演

目
を
聴
く
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
人
々

は
こ
の
多
様
性
を
む
し
ろ
好
ん
だ
と
も
言
え

る
。18
世
紀
後
半
か
ら
私
た
ち
に
は
な
じ
み
に

な
い
演
奏
会
の
企
画
名
が
い
く
つ
か
登
場
す

る
。
そ
の

―
つ
は

「
予
約
演
奏
会
」
で
あ
る
。

演
奏
会
に
先
立

っ
て
予
約
者
を
経
っ
て
開
催

さ
れ
る
演
奏
会
で
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
時
代

に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
公
開
演
奏
会
の

一
種
で

テアトル・フランセ（フラ

ンス座） 。コメディ・フラ

ンセーズの本拠地

ハー・マジェスティーズ・シア

ター。1705年に開場。ヘン
デルがオペラ「リナルド」でロ

ンドン・デビューを飾った

I 
化
が
開
花
す
る
と
と
も
に
、
郊
外
が
人
々
の

活
動
と
生
活
の
場
と
し
て
開
発
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

ド
イ
ツ
で
も
帝
国
自
由
都
市
の
ハ
ン
ブ
ル

ク
の
ゲ
ン
ゼ
マ
ル
ク
ト
削
場
や
、

18
世
紀
後

半
に
開
設
さ
れ
た
マ
ン
ハ
イ
ム
国
民
劇
場
を

除
け
ば
、
市
民
を
対
象
と
し
た
専
用
の
劇
場

は
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
市
民
の
た
め
の
音

楽
享
受
の
場
は
限
ら
れ
て
い
た
。
バ
ッ
ハ
が

市
民
を
対
象
に
行
っ
た
コ
レ
ギ
ウ
ム

・
ム
ジ
ク

ム
の
演
奏
会
で
は
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
の
コ
ー
ヒ

ー
・
ハ
ウ
ス
が
そ
の
会
場
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

バ
ッ
ハ
の
晩
年
の

1
7
4
3
年
に
現
在
の
ゲ

あ
る
。
こ
の

「
予
約
演
奏
会
」
は
貴
族
や
富
裕
層

を
対
象
と
し
た
演
奏
会
で
、

一
種
の
会
員
制

演
奏
会
で
、
予
約
者
は
予
約
金
を
払
う
と
と

も
に
、
演
奏
会
当
日
に
は
「
自
身
の
判
断
」

で
な
に
が
し
か
の
支
払
い
が
求
め
ら
れ
た
。

ま
た

「
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
盛

ん
に
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
で
は
「
慈

善
演
奏
会
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
浙
奏
会
で
は
な
く
、
演
奏
会
の
主
役

の
利
益
の
た
め
の
演
奏
会
で
あ
り
、
ハ
イ
ド

ン
の
ロ
ン
ド
ン
で
の
演
奏
会
は
そ
の
例
で
、
彼

19世 の様相
ドイツにおいても、フランスやイギリスにおいても

この社会階層がコンサートの内容を大きく左右していた。

リストの演奏に熱狂する聴衆を

描いたカリカチュア

(1842年、 TheodorHosemann画）

文西原稔◎桐朋学園大学教授

text by Minoru Nishihara 
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ヴ
ァ
ン
ト
ハ
ウ
ス
管
弦
楽
団
が
産
声
を
上
げ
、

1
7
4
4
年
に
そ
の

1
周
年
の
演
奏
会
が
開

催
さ
れ
た
会
場
は
「
3
羽
の
白
鳥
亭
」
と
い

う
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
あ
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
そ
の
後
の

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
影
響
で
、
市
民
の
た
め

I

●

●

ー
，9

．
．
 
ー
！’，
1
1

は
莫
大
な
利
益
を
手
に
し
て
い
る
。

自
分
自
身
の
作
品
の
み
に
よ
る
演
奏
会
も

開
催
さ
れ
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
1
8
0
8

年
12
月
2
2
日
に
催
し
た
歴
史
的
な
き
わ
め
て

意
義
深
い
演
奏
会
で
、
彼
は
交
響
曲
第
5
番

や
第
6
番
、
「
合
唱
幻
想
鼎
」
の
初
演
、
「
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
第
4
番
」
の
公
開
初
演
を
行
っ

て
い
る
。

ピ
ア
ノ
の
超
絶
技
巧
が
も
て
は
や
さ
れ
た

こ
の
時
代
で
は
ヴ
ィ
ル
ト
ウ
オ
ー
ゾ
が
人
々
の

大
き
な
関
心
の
的
と
な
っ
た
。
そ
の
代
表
的

な
存
在
が
パ
ガ
ニ
ー
ニ
と
リ
ス
ト
で
あ
る
。
そ

の
ほ
か
に
も
こ
の
時
代
で
は
数
多
く
の
ヴ
ィ

ル
ト
ウ
オ
ー
ゾ
が
そ
の
演
奏
技
術
と
表
現
を

競
っ
た
。
こ
の
演
奏
会
は
、
ハ
イ
ネ
が
風
刺

的
に
批
評
し
て
い
る
よ
う
に

一
種
の
シ
ョ
ウ
と

し
て
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
が
、
人
々
を
演

ひ

奏
会
場
に
惹
き
つ
け
る
魅
力
に
満
ち
て
い
た
。

19
世
紀
中
庸
以
降
に
な
る
と
演
奏
会
は
そ

の
形
態
や
目
的
に
よ
っ
て
さ
ら
に
細
分
化
さ

れ
た
。
富
裕
層
が
開
催
し
た
サ
ロ
ン
で
の
演

奏
会
や
、
よ
り
公
共
性
の
強
い
定
期
会
員
を

対
象
と
し
た
演
奏
会
が
各
主
要
都
市
で
開
催

さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
社
会
階
層
と
演
奏
曲

H

が
あ
る
結
び
つ
き
を
持
っ
て
い
た
。
最
も
典

型
的
な
の
は
パ
リ
音
楽
院
演
奏
協
会
で
、

1

8
2
8
年
開
設
か
ら
普
仏
戦
争
の
終
結
し
た

71
年
ま
で
の
器
楽
の
浙
奏
曲

H
の
90
％
以
上

が
ド
イ
ツ
音
楽
で
占
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ

れ
も
社
会
階
層
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
会
は
同
時
に
社
会
階
層
の

縮
図
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

5

.19世紀の
演
奏
会
の

さ
ま
ざ
ま
な
傾
向 • ~:-,,r; 紅el;,歪 J

ケルンテン門劇場（ケルントナートーア劇場）。

1708年に開場、 1870年に閉鎖された。跡

地はホテル・ザッハーになっている

旧ブルク劇場 (1888年） ． 
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生誕250年

BEET 
「
音
楽
の
都
ウ
ィ
ー
ン
」
と
い
う
キ
ャ

ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
を
あ
ま
り
に
も
信
じ
す
ぎ
る
と
、

時
に
戸
惑
う
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
演
奏

会
を
恒
常
的
に
佃
し
た
り
、
高
度
の
音
楽
教

育
を

一
般
人
に
施
し
た
り
、
あ
る
い
は
音
楽

関
係
の
汽
料
を
公
に
収
集
し
た
り
す
る
組
織

は
、
…
短
命
に
終
わ

っ
た
も
の
を
除
く
と
…

19
泄
紀
初
め
ま
で
な
か

っ
た
。
よ
う
や
く
そ

れ
が
安
定
し
た
形
で
存
在
す
る
よ
う
に
な
る

の
は
、

1
8
1
2
年
末
に
ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協

会
が
誕
生
し
て
以
降
の
こ
と
。

同
じ
よ
う
な
状
況
は
、
楽
譜
出
版
に
も
当

て
は
ま
る
。
ヨ
ー
ロ

ッ
パ

の
大
都
市
と
比
べ
る

と
、
ウ
ィ
ー
ン
で
音
楽
出
版
者
の
活
躍
が

H

立
つ
よ
う
に
な
る
の
は
、

18
泄
紀
も
後
半
に

な
っ
て
か
ら
と
、
か
な
り
遅
い
。
当
時
、
例

え
ば
、
ド
イ
ツ
は
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
プ
ラ
イ
ト
コ

れ
ば
は
る
か
に
安
価
で
大
拭
に
出
版
で
き
る

楽
譜
を
手
掛
け
る
、
と
い
う
商
売
が
成
立
す
る
。

そ
れ
で
も
、
最
初
の
頃
は
売
れ
な
い
と
い

う
リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、
予
約
販
売
が
主

流
だ
っ
た
。
楽
譜
出
版
に
当
た
り
、
そ
れ
を

予
約
し
て
く
れ
る
人
々
を
募
り
、

一
定
の
数

に
達
す
る
と
そ
れ
を
発
売
す
る
、
と
い
う
方

は

や
・

法
で
あ
る
。
現
在
流
行
り
の
、
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
も
近
い
形
式
だ
。

そ
ん
な
状
況
が
ウ
ィ
ー
ン
で
変
化
す
る
の

は
、
ま
さ
し
く
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
こ
の
街
を

■

出
版
社
と
音
楽
家
と
の
関
係
と
は
？ 早くから楽譜出版に乗り出していたライプチヒのブライトコプフ社

■

ウ
ィ
ー
ン
会
議
と
い
う
起
爆
剤

かつてのアルタリア社のファサ

ード。ウィーン中心部のコール

マルクト通りに面していた。

アントン・ディアベリ (1781-1858) 

ザルツブルク近郊マットゼーで生まれた

作曲家、出版業者。ハイドン兄弟に音楽

を師事するが、36歳の時、楽譜出版社を

創業、 成功を収める。

■

楽
譜
出
版
が
遅
れ
た
ウ
ィ
ー
ン
の
状
況

～出版の

後進都市ウィーンと

ベートーヴェン～

プ
フ
社
が
次
々
と
楽
譜
を
出
版
し
て
い
た
状

況
と
比
べ
る
と
、

雲
泥
の
差
で
あ
る
。

し
か
も
、
ウ
ィ
ー
ン
で
楽
請
出
版
を
営
ん

だ
人
々
の
多
く
は
、
イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
や

ド
イ
ツ
の
出
身
者
が
多
か
っ
た
。
ウ
ィ
ー
ン
を

お
膝
元
に
し
て
い
た
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
が
巨

大
な
領
七
を
持
っ

て
い
た
た
め
、
こ
の
街
に

も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
か
ら
の
廂
売
人
が
や
っ
て

来
て
、
店
を
構
え
る
よ
う
に
な

っ
た
た
め
で

あ
る
。

本
拠
地
と
し
始
め
た

18
世
紀
末
に
な
っ
て
か

ら
の
こ
と
。
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
の
当
主
ヨ
ー
ゼ

フ
2
泄

(1
7
4
1
¥
9
0
)
が、

上
か
ら
の

啓
祓
主
義
的
改
革
を
行

っ
た
こ
と
で
、
伝
統

的
に
買
族
の
力
が
強
か

っ
た
帝
都
で
も
、
市

民
階
級
が
確
実
に
力
を
付
け
る
よ
う
な
下
地

が
出
来
つ
つ
あ
っ
た
。

な

じ

こ
こ
か
ら
、
現
仕
で
も
お
馴
染
み
の
楽
譜

出
版
の
あ
り
方
、
つ
ま
り
特
に
予
約
を
募
ら

ず
と
も、

人
気
の
楽
譜
を
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に

出
し
て
ゆ
く
こ
と
で
、
売
り
上
げ
を
確
実
に

す
る
方
法
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
音
楽

家
の
ほ
う
も
、
自
ら
の
音
楽
作
品
を
楽
譜
出

版
社
に
売

っ
て
も
ら
う
こ
と
で
利
益
を
得
、

貨
族
に
仕
え
な
く
て
も
フ
リ
ー
の
音
楽
家
と

し
て
や

っ
て
ゆ
け
る
道
が
整
え
ら
れ
て
ゆ
く
。

た
だ
し
、
だ
か
ら
こ
そ
ア
ル
タ
リ
ア
と
ベ

い
さ
か

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
評
い
の
よ
う
に
、
出
版
社
と

音
楽
家
の
利
害
が
対
立
す
る
ケ
ー
ス
が
顕
在

化
す
る
。
つ
ま
り
、
出
版
さ
れ
た
作
品
は

一

体
誰
の
も
の
か
、
利
益
を
得
る
の
は
ど
ち
ら

の
側
か
と
い
う
、
著
作
権
に
関
わ
る
争
い
が

ぼ
っ
ば
つ

勃
発
し
た
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
時
代

に
な

っ
て
楽
譜
出
版
社
が
急
増
し
た
の
に
は
、

わ
け
が
あ
る
。
と
い
う
の
も
先
ほ
ど
も
丼
い

た
よ
う
に
、
こ
の
街
は
ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
の
お

膝
元
で
あ
り
、
箕
族
の
力
が
伝
統
的
に
き
わ

こ
の
事
件
は
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
か
ら
弦

楽
五
重
奏
曲
を
献
呈
さ
れ
た
貫
族
が
、
ア
ル

タ
リ
ア
か
ら
勝
手
に
出
版
を
行

っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
、
そ
も
そ
も
の
発
端
で
あ
る
。

一
方、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
し
て
は
、
別
の
出
版
社
か

ら
の
発
売
を
考
え
て
い
た
た
め
、
そ
れ
に
激

怒
。
法
廷
闘
争
に
ま
で
も
つ
れ
こ
ん
だ
結
果
、

両
者
が
和
解
す
る
ま
で
に
は

15
年
以
上
の
歳

月
を
要
し
て
し
ま

っ
た
。

そ
う
な
の
だ
。
上
の
出
来
事
か
ら
も
分
か

る
よ
う
に
、
作
品
を
貴
族
に
献
呈
し
、
さ
ら

に
そ
れ
を
楽
譜
と
し
て
出
版
す
る
こ
と
は
、

音
楽
家
に
と

っ
て
は

2
倍
の
メ
リ
ッ

ト
だ
っ

た
。
実
際
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
自
身
、
貴
族

き
っ
こ
う

階
級
と
市
民
階
級
と
が
拮
抗
し
合
う
時
代
な

ら
で
は
の
こ
う
し
た
状
況
を
、
巧
み
に
利
用

し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
も
現
在
で
あ
れ
ば
著
作
権
に

抵
触
し
か
ね
な
い
話
だ
が
、
出
版
社
は
編
血

物
の
販
売
に
も
梢
極
的
に
乗
り
出
し
た
。
つ

■

楽
譜
出
版
社
誕
生
の
条
件

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
い
う
芸
術
家
が
図
抜
け
た
存
在
で
あ
る
の
は
、

作
品
の
圧
倒
的
な
素
晴
ら
し
さ
だ
け
に
よ
る
の
で
は
な
い
。

当
時
目
立
っ
て
き
た
楽
譜
出
版
の
興
隆
と
い
う
流
れ
に
も
積
極
的
で
、

な
り
わ
い

貴
族
た
ち
の
庇
護
に
頼
ら
な
い
、
新
し
い
形
の

る身
の
生
業
々
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
何
と
、
自
分
の
「
作
品
全
集
」
の
出
版
ま
で

考
え
て
い
た
と
い
う
か
ら
驚
き
で
あ
る
。

特
に

H
立
つ
の
が
、
イ
タ
リ
ア
勢
の
活
躍

だ
ろ
う
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
の
関
係
で
言
う

と
、
彼
の
初
期
の
作
品
を
多
く
出
版
す
る

一

方、

「弦
楽
五
重
奏
曲
ハ
長
調
」
の
出
版
を
め

し

れ
つ

ぐ
っ
て
熾
烈
な
争
い
を
起
こ
し
た
ド
メ
ニ
コ

・

ア
ル
タ
リ
ア

(1
7
7
5
ー
1
8
4
2
)。
あ

る
い
は
、
そ
の
名
も

「
デ
ィ
ア
ベ
リ
の
ワ
ル
ツ

に
基
づ
く
33
の
変
奏

lUl」、
通
称

「
デ
ィ
ア
ベ

リ
変
奏
曲
」
で
有
名
な
、
ア
ン
ト
ン
・
デ
ィ

ア
ベ
リ

(1
7
8
1
¥
1
8
5
8
)
が
挙
げ
ら

れ
る
。

楽
譜
出
版
の
勃
興
に
も

敏
感
だ
っ
た
楽
聖

文

小

宮

正

安

◎
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
文
化
史
研
究

text b
y
 M
a
s
a
y
a
s
u
 K
o
m
i
y
 Q め

て
強
か

っ
た
か
ら
。

つ
ま
り
、
彼
ら
の
強
力
な
支
援
が
あ

っ
た

か
ら
こ
そ
ウ
ィ
ー
ン
で
は
音
楽
文
化
が
花
咲

い
た
の
だ
が
、
逆
に
音
楽
出
版
社
が
人
り
込

む
隙
な
ど
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。
な
ぜ
か
？

貴
族
で
あ
れ
ば
音
楽
家
を
抱
え
て
お
り
、
彼

ら
の
血
を
演
奏
し
て
も
ら

っ
た
り
、
あ
る
い

は

n分
で
演
奏
し
た
り
す
れ
ば
よ
い
。
別
の

伐
族
に
仕
え
て
い
る
音
楽
家
の
作
品
を
取
り

上
げ
る
場
合
で
も
、

専
属
の
写
譜
家
に
コ
ピ

ー
を
頼
む
だ
け
の
話
。

逆
に
楽
譜
出
版
と
い
う
生
業
が
成
り
立
つ

た
め
に
は
、
都
市
に
住
む
裔
人
や
手
工
業
者

11

市
民
が
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
あ
る

程
度
以
上
の
地
位
を
得
て
い
る
こ
と
が
必
要

条
件
と
な
る
。
そ
う
し
た
基
盤
が
あ

っ
て
初

め
て
、
市
民
し
て
み
れ
ば
音
楽
を
楽
し
む
余

裕
が
生
ま
れ
る
か
ら
だ
。
結
果
、
彼
ら
を
当

て
込
ん
で
、

写
譜
家
に
依
頼
す
る
の
に
比
べ

ま
り
音
楽
再
生
装
骰
の
な
か

っ
た
時
代
、

話

題
の
交
評
曲
や
管
弦
楽
曲
、
あ
る
い
は
オ
ペ

ラ
な
ど
を
、

楽
譜
を
通
じ
て
家
庭
で
楽
し
む

た
め
の
市
場
が
、
し
か
と
存
在
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

さ
ら
に
は
、

楽
譜
出
版
社
は
人
気
音
楽
家

の
肖
像
を
印
刷
し
、
そ
れ
を
売
り
出
す
と
い

う
こ
と
も
し
た
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
場
合
も、

そ
の
よ
う
に
し
て
販
売
さ
れ
た
肖
像
画
の
複

製
が
、
幾
つ
も
あ
る
。
と
り
わ
け
、

1
8
1

4
年
か
ら

15
年
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
ウ
ィ

ー
ン
会
議
は
、
こ
の
街
の
楽
譜
出
版
社
に
と

っ
て
未
だ
か
つ
て
な
い
飛
躍
の
機
会
だ
っ
た
。

各
国
の

V
I
P
を

一
H
見
よ
う
と
、
ウ
ィ
ー
ン

に
は
大
勢
の
人
々
が
集
ま
っ
て
く
る
。

さ
ら
に
そ
う
し
た

V
I
P
に
献
呈
さ
れ
た

い
た
だ

り
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
名
前
を
勝
手
に
戴
い

た
り
す
る
幣
し
い
作
品
が
、
い
わ
ば
会
議
プ

ー
ム
に
乗
じ
る
形
で
大
量
に
出
回
っ
て
ゆ
く
。

い
わ
ば
受
容
と
供
給
が
、
と
も
に
増
大
し
合

か
っ
こ
う

っ
た
と
い
う
恰
好
だ
。
も
ち
ろ
ん
ベ

ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
作
品
の
楽
譜
は
、
そ
う
し
た
状
況
の

中
で
売
れ
筋
の
商
品
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
、
フ
リ
ー
の

音
楽
家
と
し
て
生
き
て
ゆ
く
に
あ
た
り
、
楽

あ
ず
か

譜
出
版
の
恩
恵
に
大
い
に
与

っ
た
。
と
同
時

ご
う
ま
ん

に
、
楽
譜
出
版
者
の
傲
慢
な
振
る
舞
い
に
対

し
て
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
断
固
闘
い
続
け

こ
。
t
 なお
こ
れ
は
幻
に
終
わ
っ
た
も
の
の
、
彼

も
く

ろ

は
生
前
、
自
身
の
作
品
全
集
の
出
版
を
目
論

み
、
様
々
な
出
版
社
に
打
診
を
行
っ
て
い
る
。

音
楽
家
が
自
分
の
意
志
で
全
集
を
出
そ
う
な

ど
と
い
う
考
え
自
体
が
、
き
わ
め
て
珍
し
か

っ
た
時
代
の
話
で
あ
る
。

ロ

1827年5月、アルタリア

社から出版されたベート

ーヴェンの弦楽四重奏曲
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生誕250年

BEET ． 
古
代
以
来
、
王
侯
貴
族
や
富
裕
者
は
こ
ぞ

っ
て
芸
術
家
を
庇
護
し
、
画
家
や
彫
刻
家
を

パ
ト
ロ
ン
と
し
て
擁
す
る
こ
と
は
権
勢
の
象

徴
と
も
な
っ
て
き
た
。
有
名
な
と
こ
ろ
で
は

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
メ
デ
ィ
チ
家
は
代
々
、
芸

術
家
を
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
支
援
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
そ
れ
ら
の
芸
術
家
の
作
品
を
政
治

的
な
戦
略
に
用
い
て
い
た
。
オ
ペ
ラ
は
メ
デ

ひ

ご

イ
チ
家
の
庇
設
の
も
と
で
誕
生
し
、
オ
ペ
ラ

は
メ
デ
ィ
チ
家
の
マ
リ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
王
家

の
ア
ン
リ

4
冊
と
の
結
婚
式
で
上
演
さ
れ
た
。

晩
年
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
を
庇

護
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
同
王
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー

世
で
、
臨
終
の
床
に
あ
る
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
を

抱
き
か
か
え
る
国
王
の
絵
が
残
さ
れ
て
い
る
。

の
が
常
で
、
そ
の
た
め
に
音
楽
家
は
支
持
を

得
る
べ
く
さ
ま
ざ
ま
な
貴
族
の
も
と
で
、
ま

ず
は
無
料
で
音
楽
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
パ
ト
ロ
ン
と
な
っ
た
貴
族
は
他

の
貴
族
に
演
奏
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
、

は
じ
め
て
演
奏
会
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
習
恨
は
そ
の
後
19
世
紀
末
ま
で
続
く
。

ワ
ー
グ
ナ
ー
の
短
編
小
説
「
パ
リ
に
死
す
」

は
、
貴
族
の
支
援
を
得
る
べ
く
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ロ
ン
を
回
り
、
最
後
は
病
を
得
て
亡
く
な

っ
た
音
楽
家
を
描
い
て
お
り
、
オ
ペ
レ
ッ
タ

ぴ

作
曲
家
と
し
て

一
枇
を
風
靡
）
す
る
以
前
の

オ
ッ
フ
ェ
ン
バ
ッ
ク
は
チ
ェ
ロ
奏
者
と
し
て

活
動
し
、
支
援
を
得
る
べ
く
多
く
の
毀
族
の

も
と
を
訪
ね
歩
い
て
い
た
。

こ
の
パ
ト
ロ
ン
は
作
品
の
献
呈
と
密
接
な

関
連
を
も
っ
て
い
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は

さ
ま
ざ
ま
な
貴
族
に
作
品
を
献
呈
し
て
い
る

が
、
作
品
の
献
呈
を
受
け
た
貴
族
は
、
そ
の

作
品
を
通
例

2
年
間
、
独
占
的
に
使
用
す
る

権
利
を
得
る
と
同
時
に
、
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ

て
相
場
は
異
な
る
が
、
作
曲
家
に
金
銭
を
支

払
う
の
が
伯
習
で
あ

っ
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
場
合
、
交
評
曲
と
も

な
る
と
そ
の
額
は

4
0
0
フ
ロ
リ
ン
に
も
達

し
、
こ
の
額
は
平
均
的
な
市
民
の
年
収
に
相

当
し
た
。
一

定
期
間
を
経
る
と
、
作
訓
家
は

作
品
を
出
版
社
に
売
却
し
て
出
版
料
を
得
た
。

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
も
貴
族
に
作
品
を
献
呈
し
て

献
呈
料
を
得
て
お
り
、

19
世
紀
前
期
の
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の

―
つ
の
文
化
形
態
と
も
言
え
る
。

し
か
し
、
献
呈
と
パ
ト
ロ
ン
は

1
8
1
0

年
代
を
前
半
に
変
質
す
る
。
そ
の
原
因
は
ナ

ポ
レ
オ
ン
戦
争
に
よ
る
戦
翡
調
達
の
た
め
に

■

芸
術
を
政
治
的
に
用
い
た

メ
デ
ィ
チ
家

~ 
■

サ
ロ
ン
文
化
と
パ
ト
ロ
ン

音
楽
家
の
場
合
、
そ
の
音
楽
が
宮
廷
の
娯

楽
と
し
て
供
さ
れ
る
か
、
教
会
で
の
典
礼
や

礼
拝
で
の
実
用
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

画
家
ら
に
比
べ
る
と
扱
い
は
低
か
っ
た
。
そ

の
な
か
で
、

30
年
戦
争
で
勝
利
し
た
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
女
王
ク
リ
ス
テ
ー
ナ
は
芸
術
の
パ
ト

ロ
ン
で
知
ら
れ
、
協
奏
曲
で
有
名
な
ア
ル
カ

ン
ジ
ェ
ロ
・
コ
レ
ッ
リ
は
女
王
の
庇
設
を
受

け
て
い
た
。
音
楽
の
場
合
、
パ
ト
ロ
ン
が
重

要
な
役
割
を
担
う
の
は
特
に

18
匪
紀
末
以
降

で
あ
る
。

音
楽
史
で
パ
ト
ロ
ン
が
大
き
な
役
割
を
担

っ
た
の
は

18
世
紀
末
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
あ

る
。
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
は
ス
ヴ
ィ
ー
テ
ン
男
爵

が
良
き
理
解
者
で
、
彼
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま

ハ
プ
ス
プ
ル
ク
家
が
紙
幣
を
乱
発
し
た
こ
と

か
ら
通
貨
の
大
暴
落
を
招
き
、
そ
れ
ま
で
ベ

ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
を
支
え
た
貫
族
が
次
々
と
没

落
し
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
と
同
時

に、

15
年
以
降
に
な
る
と
大
衆
文
化
が
急
速

に
浸
透
し
、

音
楽
の
主
役
が
箕
族
か
ら
市
民

へ
と
次
第
に
移
っ
て
い
く
。

と
く
に

1
8
2
0
年
代
に
な
る
と
貨
族
や

富
裕
者
の
奥
方
は
芸
術
サ
ロ
ン
を
開
設
す
る

よ
う
に
な
る
。
と
く
に
ベ
ル
リ
ン
、
ウ
ィ
ー
ン
、

パ
リ
で
は
こ
の
サ
ロ
ン
文
化
が
人
き
く
開
花

し
た
。
ベ
ル
リ
ン
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
グ
ノ

ー
出
身
の
人
々
や
ユ
ダ
ヤ
人
の
サ
ロ
ン
が
特

色
で
、
作
鼎
家
マ
イ
ヤ
ー
ベ
ー
ア
の
母
ア
マ

ー
リ
エ
や
妻
ミ

ン
ナ
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

の
姉
フ

ァ
ニ
ー
ら
の
主
催
し
た
サ
ロ
ン
は
そ

の
一
例
で
あ
る
。

メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
家
は
祖
父
の
代
か
ら

■

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
パ
ト
ロ
ン

ルドルフ大公

（ルドルフ・ヨハネス ・フォン・エスターラィヒ、 1788~ 1831) 

ペートーヴェンの最大のバトロン。生涯ペートーヴェンに年金を送

り続けた。神聖ローマ皇帝レオポルト2世の末子。ペートーヴェン
に作曲とピアノを師事。「ミサ・ソレムニス」など14曲をベートー
ヴェンから献呈された。

マリー・ダグー伯爵夫人

(1805-76、アンリ ・ラマン1mD

リストの愛人でワーグナーの妻となった

コジマ・リストの母

勺
、
4
、

＇ 
'~ 

ファニー・メンデルスゾーン

(1806~47) 

メンデルスゾ―ンの姉

ウ
ィ
ー
ン
に
移
り
住
ん
だ
べ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
最
初
に
支
援

し
た
の
は
リ
ヒ
ノ
フ
ス
キ
ー
侯

爵
で
、
同
侯
爵
は
自
身
の
住

ま
い
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
後
は
年
金
す
ら
提
供

し
て
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
を
支
援

し、

「
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲
」
（
作
品

l
)
は
ウ

ィ
ー
ン
で
彼
を
最
初
に
支
援
し
た
リ
ヒ
ノ
フ

ス
キ
ー
に
献
呈
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
時

代
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
作
品
の
ほ
と
ん
ど

が
貨
族
や
富
裕
者
に
献
星
さ
れ
て
い
る
が
、

彼
の
最
大
の
パ
ト
ロ
ン
は
皇
帝
の
弟
の
ル
ド

ル
フ
大
公
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
も
っ
と

哲
学
サ
ロ
ン
を
開
い
て
お
り
、
ベ
ル

リ
ン
で

は
ユ
ダ
ヤ
人
に
よ
る
独
自
の
サ
ロ
ン
文
化
が

花
開
い
た
。
こ
う
し
た
サ
ロ
ン
で
は
音
楽
だ

け
で
は
な
く
、
文
学
な
ど
の
諸
芸
術
も
話
題

と
さ
れ
、
サ
ロ
ン
に
よ
っ
て
は
政
治
家
や
軍

人
も
招
待
さ
れ
た
。
こ
の
サ
ロ
ン
の
主
備
者

も
芸
術
の
パ
ト
ロ
ン
で
、
音
楽
家
は
サ
ロ
ン

で
認
め
ら
れ
、
自
身
の
音
楽
活
動
の
支
援
を

得
る
の
で
あ
る
。

パ
リ
で
は
も

っ
と
国
際
的
な
雰
囲
気
の
サ

ロ
ン
が
開
か
れ
た
。
リ
ス
ト
が
駆
け
落
ち
し

た
こ
と
で
矧
ら
れ
る
マ
リ
ー
・
ダ
グ
ー
も
サ

■

パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
国
家 i

.
 ． 

バ
ト
ロ
ン
は
社
会
に
お
け
る
音
楽
家
の
活
動
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。

音
楽
家
が
自
身
の
作
品
の
演
奏
会
を
開
催
す
る
場
合
、

バ
ト
ロ
ン
の
支
援
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

な
支
援
を
行
っ
た
が
、
音
楽
家

と
貴
族
と
の
関
係
の
点
で
は
ベ

ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
と
は
全
く
異
な

る
。

も
数
多
く
の
作
品
を
大
公
に
献
呈
し
て
い
る
。

バ
ト
ロ
ン
は
社
会
に
お
け
る
音
楽
家
の
活

動
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
音
楽
家
が

自
身
の
作
品
の
演
奏
会
を
開
催
す
る
場
合
、

パ
ト
ロ
ン
の
支
援
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
っ

た
。
音
楽
家
は
自
分
を
支
援
す
る
パ
ト
ロ
ン

を
通
し
て
演
奏
会
の
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
す
る

ロ
ン
の
主
催
者
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
サ
ロ

ン
と
音
楽
家
の
関
係
は
そ
の
後
、
フ
ォ
ー
レ

に
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
サ

ロ
ン
文
化
は
、
社
会
階
層
と
密
接
に
結
び
つ

い
て
お
り
、
庶
民
的
な
音
楽
と
は
明
ら
か
に

区
別
さ
れ
て
い
た
。

頁
族
や
有
力
者
が
芸
術
家
を
支
援
す
る
と

い
う
思
想
は

20
世
紀
に
な
る
と
大
き
く
変
質

す
る
。
貴
族
の
も
つ
政
治
的
な
影
評
力
が
次

第
に
低
下
す
る
中
で
、
国
が
芸
術
家
を
パ
ト

ロ
ン
と
し
て
抱
え
込
む
こ
と
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
。
人
民
芸
術
家
や
国
家
芸
術
家
、

国
民
芸
術
家
と
い
う
称
号
が
そ
の

一
例
で
、

と
く
に
社
会
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
を
政
策
と
し

て
取
り
入
れ
た
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
は
、
音
楽
家
に

こ
の
よ
う
な
称
号
を
あ
た
え
て
、
経
済
的
に

支
援
す
る
と
と
も
に
、
国
家
の
政
策
に
即
し

た
音
楽
の
提
供
を
求
め
た
。

こ
の
場
合
は
、
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
の

例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
芸
術
家
と
し
て
の

そ

ご

創
造
性
と
国
家
の
方
針
と
の
釧
甑
が
き
わ
め

て
困
難
な
問
題
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に
作
品
の
献
呈
が
絡
む
と
、
さ
ら
に
屈

折
し
た
問
題
を
は
ら
む
こ
と
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
献
呈
は
し
ば
し
ば
政
治
的
な
意
図

を
含
む
こ
と
も
あ
っ
た
。
シ
ョ
ス
タ
コ
ー
ヴ
ィ

チ
の
「
弦
楽
四
重
奏
曲
第
8
番
」（
作
品
l
l

0
)
は
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
戦
争
の
犠
牲
者
の

想
い
出
に
」
捧
げ
ら
れ
た
が
、
彼
は
お
そ
ら
く
、

過
酷
な
体
験
を
強
い
ら
れ
た
自
分
自
身
に
作

品
を
献
呈
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

印

カール・アロイス ・フォン・リヒノフスキー侯爵

(1761 ~ 1814) 

ペートーヴェンを支援したが、仲違いした

作
品
献
呈
と

0

、、，
 
卜
口
ン 文

西

原

稔

◎
桐
朋
学
園
大
学
教
授

text b
y
 M
i
n
o
r
u
 Nishihara ． 
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1
8
1
4
年
11
月
27
日
プ
ラ
ハ

C
.
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
指
揮

1
8
1
4
年
12
月
12
日
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

M
.
C
.
J
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
指
揮

王
侯
買
族
や
外
交
官
た
ち
が
列
席
し
て
の

10

カ
月
に
及
ぶ
「
ウ
ィ
ー
ン
会
議
」
が
始
ま
り
、

こ
の
会
議
の
た
め
に
作
曲
さ
れ
た
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
新
作
カ
ン
タ
ー
タ

《栄
光
の
時
》
や

《
連
合
君
主
に
寄
せ
る
合
唱
》
な
ど
が
開
会
セ

レ
モ
ニ
ー
と
し
て
上
演
さ
れ
、

《
フ
ィ
デ
リ
オ
》

の
上
演
に
も
多
く
の
外
国
要
人
た
ち
が
居
並

ん
で
い
た
。
こ
れ
を
契
機
に

《
フ
ィ
デ
リ
オ
》

第

3
稿
は
ウ
ィ
ー
ン
以
外
で
も
上
演
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

1
8
1
5
年

4
月
12
日
ド
レ
ス
デ
ン

C
.
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
指
揮

1
8
1
6
年

2
月
5
日
ク
ラ
ー
ツ

F
.
X
・
ヒ
ゼ
ル
指
揮

1
8
1
7
年

7
月
20
日
シ
ュ
ト
ウ
ッ
ト
ガ
ル
ト

J
•
N

・
フ
ン
メ
ル
指
揮

1
8
2
3
年

4
月
29
日
ド
レ
ス
デ
ン

C
.
M
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
指
揮

ウ
ィ
ー
ン
で
は

1
8
1
5
i
1
9
年
こ
ろ
ま

で
多
数
再
演
さ
れ
て
い
る
が
、

20
年
代
に
入

っ
て
も
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
生
存
中
に
か
な
り

祁
浙
さ
れ
て
い
る
。
ケ
ル
ン
ト
ナ
ー
ト
ー
ア

劇
場
だ
け
で
も
22
年

11
月

3
H、
4
日、

26

日
、
同
12
月
2
日、

17
日、

23
年
1
月
28
日、

~, 
‘̀
 

バス歌手のカール・フリード

リヒ・ヴァインミュラー (1764

~1828)。「フィデリオ」では

ロッコの役を歌っている。

凶”
、

~

ヽ

一ヽ

「フィデリオ」の再演を

望んでいた3人の

ウィーンの宮廷歌手たち

シューペルトを熱心に支援し、「冬

の旅」などを創唱したことでも知ら

れるパリトン歌手、ミヒャエル・フォ

ーグル(1768~ 1840)。「フィデリ

オ」ではドン・ピツァロを歌った。

パス歌手のイグナーツ・ザール

(1761 ~ 1836)のシルエット。

「フィデリオ」ではドン・フェ

ルナンドを歌った。また、ハ

イドンのオラトリオ「天地創

造」と「四季」の世界初演にも

参加、モーツァルトのオペラ

ではアルマヴィーヴァ伯爵や

ザラストロを歌っている。

ー
・

i
,
9
・・一

《
フ
ィ
デ
リ
オ
》
の

聴
き
ど
こ
ろ
、
あ
る
い
は

《
フ
ィ
デ
リ
オ
》
と
は
何
か
？

ハ
イ
ド
ン
、
モ
ー
ツ

ァ
ル
ト
の
後
継
と
し
て

19
泄
紀
初
頭
の
ウ
ィ
ー
ン
で
活
躍
す
る
作
血

家
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と

っ
て
オ
ペ
ラ
創
作
は

ど
う
し
て
も
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自

己
課
題
で
あ

っ
た
。
1
7
9
0
年
代
を
天
才

的
即
典
演
奏
の
名
手
と
し
て
ピ
ア
ノ
音
楽
の

作
鼎
家
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
。
1
8
0

0
年
に
初
め
て
の
交
評
仙
で
本
格
的
な
作
仙

家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、

01
年
に
は
バ
レ
エ
音

楽

《
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
創
造
物
》
で
師
ハ
イ

し
の

ド
ン
の
オ
ラ
ト
リ
オ

《
天
地
創
造
》
を
凌
ぐ

大
人
気
を
栂
す
。
ウ
ィ
ー
ン
の
音
楽
界
が
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
求
め
た
の
は
オ
ペ
ラ
作
品
で

あ
っ
た
の
だ
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
シ
カ
ネ
ー
ダ
ー
書
き

下
ろ
し
の
リ
プ
レ
ッ
ト

《
ヴ
ェ
ス
タ
の
火
》

の
作
鼎
を
ひ
と
月
ほ
ど
で
早
々
に
放
梨
し
た

理
由
は
、
彼
が
作
曲
し
た

一
連
の
削
音
楽
を

思
い
浮
か
べ
れ
ば
明
ら
か
な
の
だ
。
そ
れ
ら

に
は
共
通
し
て
底
流
す
る
「道
徳
」
「
正
義
」「
自

山
」「
貞
節
」
と
い
う
高
貨
な
精
神
が
浮
上
す

る
。ゲ
ー
テ
の
悲
劇

《
エ
グ
モ
ン
ト
》、
コ
リ
ン

の
英
雄
悲
劇

《
コ
リ
オ
ラ
ン
》、
ヴ
ィ
ガ
ー
ノ

の
バ
レ
エ

《
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
の
創
造
物
》、
コ

ツ
ェ
プ
ー
の
祝
典
劇

《
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
王
》
と

《
ア
テ
ネ
の
廃
墟
》
等
が
表
現
し
た
も
の
は
ベ

同
3
月
3
1
1
、

れ
る
。

8
日
と
い

っ
た
記
録
が
見
ら

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
と

っ
て
の
理
想
の
精
神
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。

後
年
、

1
8
2
0
年
代
に
な
っ
て
若
い
詩

人
レ
ル
シ
ュ
タ
ー
プ

(1
7
9
9
i
1
8
6
0
)

に
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

オ
ペ
ラ
創
作
に
関
し
た
い
く
つ
か
の
言
葉
が

迫
さ
れ
て
い
る
。
要
約
す
れ
ば
、

1
公
口
本
は
私
の
創
作
意
欲
を
掻
き
立

て

る
も
の

2
益
友
と
情
熱
を
打
ち
込
め
る
台
本
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

3
：
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
《
ド
ン
・
ジ
ョ
ヴ

ァ
ン
ニ
》
や
《
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
》
の

よ
う
な
オ
ペ
ラ
は
書
か
な
い
、
こ
れ
ら

の
劇
内
容
は
嫌
い
だ

4
二
小
道
徳
を
描
い
た
台
本
に
合
わ
せ
て

作
曲
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う

も
の
だ

73 MOSTLYn. ヽSSI《:
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プラハやドレスデンで「フ

イデリオ」の指揮をした

作曲家のカール・マリア・

フォン・ウェーバー (1786

~ 1826、フェルディナン

ト・シモン画） 。彼の代

表作「魔弾の射手」 (1821

年初演）はドイツ・オペラ

の一大金字塔であること

は言うまでもない。
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1814年までアン・デア・

ウィーン劇場の監督、 14

年からはケルントナー

トーア劇場の演出家兼

劇作家を務めていたゲ

ォルク・フリードリヒ・

トライチュケ(1776~ 
1842)。「フィデリオ」の

“復活＂に果たした役割

は大きかった。

「
ウ
ィ
ー
ン
会
議
」
が

も
た
ら
し
た
饒
倖

8
年
間
の
お
蔵
入
り
の
後
に
陽
の
目
を
見

る
こ
と
に
な
る

1
8
1
4
年
改
訂
の
第

3
稿

で
は
さ
ら
に
新
し
い

《
フ
ィ
デ
リ
オ
》
序
曲

が
作
曲
さ
れ
る
。
決
定
稿
と
な
る

《
フ
イ
デ

リ
オ
》
第
3
稿
の
リ
プ
レ

ッ
ト
は
ゲ
オ
ル
ク
・

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

・
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ

(1
7
7
6

i
1
8
4
2
)
の
手
に
な
る
も
の
だ
。

劇
作
家
お
よ
び
脚
本
家
と
し
て
、
ま
た
劇

場
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
力
載
を
高
く
評
価

さ
れ
て
い
た
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
は

1
8
0
2
年
に

ウ
ィ
ー
ン
宮
廷
オ
ペ
ラ
の
演
出
家
兼
劇
作
家

面
ご

B
決
定
稿
と
し
て
の
《
フ
ィ
デ
リ
オ
》

第

3
稿
が
遂
に
完
成

. . . あらすじ ・・・

18世紀末のスペイン南部セピリア郊

外の監獄。所長のドン ・ピツァロによ

って政治犯として捕らえられているフロ

レスタンを助け出そうと、妻レオノーレ

は男装して監獄に潜り込み、フィデリオ

と名乗って働いている。牢番ロッコの

娘マルツェリーネは、女とも知らずにフ

イデリオに首ったけ。大臣の視察で悪

事発覚を恐れたピツァロは秘密裏にフ

ロレスタンを始末することを決心、刺

殺しようとするが、勇敢にもフィデリ

オが銃を手にしてそれを制止。とその時、

大臣ドン・フェルナンドの到着を知らせ

るトランペットが響き渡り ••• 。
．．．．．．．．． 

ー
長
い
お
蔵
人
り
後
の
好
評
ぶ
り
、

こ
の
作
品
で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
描
い
た
こ
と
ー

と
し
て
扉
用
さ
れ
、

09
年
か
ら

14
年
ま
で
は

ア
ン
・
デ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
劇
場
の
監
督
も
兼

任
し
、

14
年
か
ら
は
ケ
ル
ン
ト
ナ
ー
ト
ー

ア

削
場
の
演
出
家
兼
劇
作
家
に
専
念
す
る
。
ト

ラ
イ
チ
ュ
ケ
は

05
年
の
第
1
稿
初
演
後
に
リ

ヒ
ノ
フ
ス
キ
ー
侯
爵
邸
で
行
わ
れ
た
改
訂
検

討
会
の
夜
会
に
も
出
席
し
て
お
り
、
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
と
は
親
し
く
交
友
し
て
い
た
。

1
8
1
4
年
が
明
け
る
こ
ろ
、

《
フ
イ
デ
リ

オ
》
再
演
を
望
む
声
が
大
き
く
な
っ
て
い
た
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が

12
年
に
は
祝
典
刺

《
ア

テ
ネ
の
廃
墟
》
O
p
.
1
1
3
や

《
シ
ュ
テ
フ
ァ

ン
王
》

o
p
.
1
1
7
で
人
気
を
栂
し
、

13
年

に
は
巨
大
自
動
演
奏
装
置
パ
ン
ハ
ル
モ
ニ
コ
ン

の
た
め
に
作
曲
し
た
《
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
の
勝
利
、

あ
る
い
は
ビ
ッ
ト
リ
ア
の
戦
い
》
o
p
.
9
1
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
版
派
奏
会
で
圧
倒
的
喝
采
を
栂

す
の
を
見
て
、
ウ
ィ
ー
ン
の
劇
場
関
係
者
た

ち
は
、
今
な
ら
ば

《
フ
ィ
デ
リ
オ
》
で
好
評

得
る
こ
と
間
違
い
な
し
と
踏
ん
で
、
複
数
の

刺
場
が
再
演
を
打
診
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い

こ
。
t
 宮廷
オ
ペ
ラ
の
バ
リ
ト
ン
歌
手
ミ
ヒ
ャ
エ

ル
・
フ
ォ
ー
グ
ル

(1
7
6
8
i
l
8
4
o
)、

す
で
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
作
品
の
い
く
つ
か

を
歌

っ
て
人
気
を
閲
し
て
い
た
バ
ス
歌
手
力

ー
ル
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヴ
ァ
イ
ン
ミ

ュ
ラ
ー

(1
7
6
4
¥
1
8
2
8
)
そ
し
て
バ
ス
歌
手

の
イ
グ
ナ
ー
ツ
・
ザ
ー
ル

(1
7
6
1
ー
1
8

3
6
)
等
も
再
演
を
望
ん
で
い
る
の
を
知
り
、

削
場
経
営
者
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
も
強
く
再
演
を

要
望
し
た
の
で
あ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
こ
う
し
た
要
望
に
大

幅
な
台
本
の
改
訂
と
音
楽
の
改
訂
を
条
件
と

し
、
そ
の
台
本
改
訂
は
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
が
担

当
す
る
こ
と
で
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
改

訂
作
業
は
初
演
直
前
ま
で
続
い
た
が
、

5
月

2
3
H
の
初
演
に
序
曲
だ
け
が
間
に
合
わ
ず
、

こ
の

El
は

《
ア
テ
ネ
の
廃
墟
》
序
曲
で
代
用

さ
れ
た
。
し
か
し
、

3
l
l
後
の

5
月

2
6
H
に

は
新
し
い

《
フ
ィ
デ
リ
オ
》
序
曲
も
付
け
ら

れ
て
再
演
は
成
功
を
拇
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
年
の

9
月
か
ら
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
国
の

文

平

野

昭

◎
音
楽
学
・
評
論
家

text b
y
 Akira Hirano 

オベラ《フィデリオ》が
成功を勝ち取るまで

「《ドン・ジョヴァンニ》や《フィガロの結婚》のようなオペラは書かない。

これらの劇内容は嫌いだ。不道徳を描いた台本に合わせて作曲することはできない。

台本は私の創作意欲を掻き立てるもの、愛と情熱を打ち込めるものでなければならない••」

ベートーヴェンが目指したオベラとは何だったのか、まさに作品自身が語っている。
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生誕250年

BEET 
オ
ペ
ラ

《
フ
ィ
デ
リ
オ
》（《
レ
オ
ノ
ー
レ
》）

に
3
つ
の
稿
を
残
し
た
理
由
、
見
方
を
変
え

れ
ば
、
な
ぜ
こ
の
作
品
に
固
執
し
た
の
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

《
フ
ィ
デ
リ
オ
（
レ
オ
ノ
ー
レ
）
》

オ
ペ
ラ
化
の
困
難
さ

憧
れ
て
は
、
不
安
に
落
ち
込
む
。
幸
せ
な
の

は
恋
す
る
心
、
愛
す
る
心
」
に
共
通
す
る
の

は
夫
、
あ
る
い
は
許
婚
者

（
未
来
の
夫
）
を

信
じ
愛
す
る
勇
敢
で
貞
節
な
女
性
だ
。
こ
れ

は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
理
想
と
す
る
女
性
伴

侶
の
姿
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

1
8
0
5
年
11
月
の
第
1

稿
初
演
か
ら

8
年
半
を
経

た

14
年

5
月
の
第

3
稿
決

定
稿
の
初
演
、
こ
の
間
に

06

年
3
月
の
改
訂
第
2
稿
が
あ

る
。
ニ
コ
ラ

・
プ
イ
イ
の
仏

語
厭
作
、
ゾ
ン
ラ
イ
ト
ナ
ー

に
よ
る
独
語
翻
案
リ
プ
レ
ッ

ト、

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン

・
ブ
ロ

イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
改
訂
リ
プ

レ
ッ
ト
、
そ
し
て
、
コ
ツ
ェ

プ
ー
に
よ
る
改
訂
リ
プ
レ

ッ

ト
と
い
う
変
遥
も
異
常
で
あ

れ
ば
、
上
演
、
改
訂
の
た
び

に
序
曲
を
新
作
し
、
恨
習
的

な
呼
び
方
を
踏
襲
す
れ
ば
、

3
仙
の
「
レ
オ
ノ
ー
レ
」
序

仙
と

1
曲
の
「
フ
ィ
デ
リ
オ
」

序
仙
が
誕
生
し
た
。

た

旧
作
か
ら

10
年
近
く
経
っ

て
い
る
な
ら
ば
、
全
く
別
の
題
材
に
よ
る
新

作
オ
ペ
ラ
の
創
作
を
思
い
立
た
な
か

っ
た
の

か
、
と
尋
ね
た
く
も
な
る
。
ガ
ヴ
ォ
ー
の

《
レ

オ
ノ
ー
ル
》
(1
7
9
8
)、
パ
エ
ー
ル
の

《
レ

オ
ノ
ー
レ
》
(1
8
0
4
)
、
さ
ら
に
は
ベ
ー

ト
ー
ヴ

ェ
ン
の
節
3
稿
に
少
な
か
れ
ず
影
評

が
見
ら
れ
る
と
言
わ
れ
る
ヨ
ハ
ン
・
ジ
モ
ン
・

マ
イ
ヤ
ー

(
1
7
6
3
i
l
8
4
5
)
が
パ

ド
ヴ
ァ
で
初
演
し
た

《
レ
オ
ノ
ー
ラ
》
(
1
8

0
5
)
な
ど

4
人
の
作
曲
家
が
取
り
組
ん
だ

こ
の
作
品
が
自
ず
と
志
向
し
て
い
る
の
は
、

18
世
紀
的
オ
ペ
ラ
・
セ
リ
ア
と

19
恨
紀
の
メ

ロ
ド
ラ
マ
様
式
の
中
間
的
な
性
格
を
も

っ
て

い
る
と
い
い
う
こ
と
だ
。

ドン・フェルナンドの到着によって囚人たちが解放される「フィデリオ」の大団円

（ウィーン国立歌劇場の公演。オットー・ シェンク演出、アダム・フィッシャー指揮）
cWiener Staatsoper GmbH / Michael Poehn 

し
か
し
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

《
フ
ィ
デ

リ
オ
》
は
さ
ら
に
複
雑
な
構
造
を
も
ち
、
相

矛
盾
す
る
二
重
、
三
重
の
音
楽
構
造

・
劇
梢

造
を
も
ち
作
曲
家
自
身
に
大
き
な
迷
い
が
あ

り
、
そ
れ
が

3
種
類
の
稿
を
生
み
出
す
こ
と

に
な

っ
た
と
息
わ
れ
る
。
難
し
く
考
え
な
く

て
も
、
第
1
打
乖
第
1
場
の
マ
ル
ツ
ェ
リ
ー
ネ

と
ヤ
キ
ー
ノ
の
や
り
取
り
は
オ
ペ
ラ

・
プ
ッ

フ
ア
の
表
現
法
で
あ
り
、
フ
ィ
デ
リ
オ
が
加

わ
り
、
マ
ル
ツ
ェ
リ
ー
ネ
の
父
ロ

ッ
コ
が
加

わ
る

4
人
の
ド
ラ
マ
は
プ
ッ
フ
ァ
そ
の
も
の

で
あ
る
。

た
だ但
し
、
こ
こ
に
フ
ィ
デ
リ
オ
の
表
現
の
難

し
さ
が
あ
る
。
フ
ィ
デ
リ
オ
は
自
分
が
「
女
」

で
あ
る
こ
と
を
打
ち
明
け
る
わ
け
に
は
ゆ
か

な
い
か
ら
だ
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
マ
ル
ツ
ェ
リ

ー
ネ
の
心
の
中
に
は
フ
ィ
デ
リ
オ
を
近
未
来

の
夫
と
し
て
の
夢
が

H
増
し
に
強
く
、
大
き

く
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ド
ラ
マ
は

《夫
婦
の
愛
》
の
副
題
を
持
ち
、
こ
れ
は
ど
ん

な
苦
檄
を
も
乗
り
越
え
る
力
と
な
る
夫
婦
愛
、

レ
オ
ノ
ー
レ
と
フ
ロ
レ
ス
タ
ン
と
の
普
遍
の

愛
を
主
題
と
し
て
い
る
。

だ
が
、
レ
オ
ノ
ー
レ
が
男
装
し
て
ま
で
潜

入
す
る
刑
務
所
に
幽
閉
さ
れ
て
い
る
フ
ロ
レ

ス
タ
ン
に
焦
点
を
充
て
れ
ば
、
こ
こ
に
は
刑

務
所
長
で
こ
の
地
の
総
督
を
務
め
る
ド
ン
・

ピ
ツ
ァ
ロ
と
の
政
治
対
立
が
背
娯
に
あ
る
の

だ
。
権
力
構
造
が
生
み
出
し
た
陰
謀
は
権
力

梢
造
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
く
ピ
ツ

ァ
ロ

の
上
位
に
は
大
臣
ド
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
（
と
、

大
臣
の
口
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
る
国
王
）
が

い
る
。
そ
し
て
、
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」
と
し
て
登

場
す
る
ド
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
は
フ
ロ
レ
ス

タ
ン
の
旧
友
で
あ
る
と
い
う
設
定
で
あ
る
ば

か
り
か
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
音
楽
、
と
り

わ
け
序
曲
の
中
で
聞
か
れ
る
大
臣
到
着
の
合

図
と
し
て
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
の
リ
ア
リ
テ

ィ
ー
と
必
然
を
も
演
出
し
て
い
る
の
だ
。

ま
た
、
フ
イ
デ
リ
オ
が
ロ
ッ
コ
を
説
得
し

て
囚
人
た
ち
を
刑
務
所
の
中
庭
で
の
日
光
浴

を
さ
せ
る
場
面
に
、
す
で
に
夫
フ
ロ
レ
ス
タ

ン
は
秘
密
の
地
下
牢
に
い
る
と
見
当
が
つ
い

て
い
る
の
で
、
こ
の
囚
人
の
中
に
夫
を
見
い

だ
せ
な
い
と
い
う
設
定
は
矛
盾
し
て
お
り
、

こ
こ
に
は
夫
へ
の
愛
が
囚
人
た
ち
へ
の
博
愛
、

人
類
愛
に
ま
で
高
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
女
性
名

《
レ
オ
ノ
ー

レ
）
の
タ
イ
ト
ル
に
執
着
し
た
の
は
、
ガ
ヴ

ォ
ー
、
パ
エ
ー
ル
等
先
行
す
る

2
作
品
を
踏

殷
す
る
と
い
う
よ
り
、
夫
婦
愛
の
主
役
が
妻

に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
か
っ
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
劇
場
側
が
男
性
名

《
フ
イ
デ
リ
オ
》

こ
だ
わ

に
拘
っ
た
の
は
、

1
8
0
5
年
初
演
時
直
前

に
ゾ
ン
ラ
イ
ト
ナ
ー
が
提
出
し
た
上
演
禁
止

解
除
嘆
願
書
に
記
し
た
作
品
名
が
「
フ
ィ
デ

リ
オ
」
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
正
当
化
し

た
た
め
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
作
品
、
と
り
わ

け
終
都
の
大
合
唱
が
神
の
裁
き
に
感
謝
し
な

が
ら
、
レ
オ
ノ
ー
レ
の
愛
と
勇
気
を
称
賛
し

つ
つ
、
ド
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
の
中
に
君
主
の

姿
を
み
る
か
の
よ
う
に
徳
を
詔
え
る
場
面
は

ほ
う
ふ
つ

オ
ペ
ラ
・
セ
リ
ア
を
初
彿
さ
せ
る
も
の
で
も

あ
る
。

印

ー
・
'
,
t

」

・

會
・

ロ
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ジ
ャ
ン
・
ニ
コ
ラ
・
プ
イ
イ
の

「
レ
オ
ノ

ー
ル
、
あ
る
い
は
夫
婦
の
愛
j

は
、
こ
の
作

家
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の

1
7
9
3
/
94
年

に
公
教
育
委
員
お
よ
び
軍
将
校
委
員
会
議
長

を
務
め
て
い
た
時
に
経
験
し
た
多
く
の
事
件

に
ヒ
ン
ト
を
得
て
杏
き
下
ろ
し
た
も
の
で
あ

る
。政
敵
の
陰
謀
や
策
略
に
よ
り
不
当
に
逮
捕

監
禁
さ
れ
た
夫
を
救
出
し
よ
う
と
す
る
貞
淑

な
妻
の
物
語
と
な

っ
て
い
る
。
男
装
し
て
敵

陣
に
潜
入
す
る
と
い
う
設
定
は
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
も
、
革
命
前
後
に
起
き
た
こ
う
し

た
事
件
は
当
時
の
人
々
に
と

っ
て
は
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
。

一
方
、
ゲ
ー
テ
の

「
エ
グ
モ
ン
ト
」
は
16

世
紀
中
葉
に
ス
ペ
イ
ン
圧
政
下
の
オ
ラ
ン
ダ

で
起
き
た
史
実
に
基
づ
い
て
い
る
。
ゲ
ー
テ

は
歴
史
上
の
人
物
ラ
モ
ラ
ル
・
エ
グ
モ
ン
ト

(
1
5
2
2
ー
68)
を
民
衆
の
た
め
に
立
ち
上

が
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
独
立
運
動
初
期
の
英
雄
貴

族
（
伯
爵
領
主）

と
し
て
描
き
、
伯
爵
を
愛

い

い

な

ず

け

す
る
許
婚
者
と
し
て
ク
レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン

（削

作
法
上
の
虚
構
）
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。

圧
政
と
重
税
に
苦
し
む
民
衆
の
代
弁
者
エ

グ
モ
ン
ト
は
、
し
か
し
、
国
家
反
逆
罪
で
ア

ル
バ
公
に
捕
ら
わ
れ
死
刑
宜
告
を
受
け
る
。

伯
爵
救
出
の
た
め
に
八
方
手
を
尽
く
す
ク
レ

ー
ル
ヒ

ェ
ン
で
あ
る
が
、
万
策
尽
き
て
服
覇

自
殺
す
る
。
処
刑
台
に
向
か
う
伯
爵
の
眼
前

に
ク
レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の
幻
影
が
現
れ
、
伯
爵

●《フィデリオ》

アドリアンヌ• ピエチョンカ（レオノーレ）

ヨナス • カウフマン（フロレスタン）
トーマス ・コニエチュニ（ドン• ピツァロ）、ほか
フランツ• ウェルザー＝メスト（指揮）

ウィーンフィル、ウィーン国立歌劇場合唱団

クラウス・グート（演出）

2015年、ザルツブルク音楽祭ライヴ
(Sony) 88875193519※DVD、輸入盤

●《フィデリオ》

カミラ・ニールンド（レオノーレ）＆

ヨナスカウフマン（フロレスタン）

アルフレード ・ムフ（ドン・ピツァロ）、ほか

ニコラウス・アーノンクール（指揮）

チューリッヒ歌劇場管＆合唱団

ュルゲン • フリム（演出）

2004年、チューリヒ歌劇場ライヴ
(ARTHAUS) 109224※BD、輸入盤

●《レオノーレ》

マヒレヴィ • マルティンベルト（レオノーレ）
キム・ペグリー（フロレスタン）

マシュー・ペスト（ドン• ピツァロ）、ほか
ジョン•エリオット• ガーデイナー（指揮）
オルケストル・レヴォリューショネル・エ・

ロマンティーク＆モンテヴェルディ合唱団

ナレーション：クリストフ・バンツァー

収録： 1996年
(A「chiv)4837269 
※「JohnEliot Gardiner Complete 
Beethoven Recordings on 
Archiv Produktion」(15CD)所収、輸入盤

●《フィデリオ》

ガブリエーレ・シュナウト（レオノーレ）

ヨーゼフ・ブロチュカ（フロレスタン）、ほか

クリストフ・フォン・ドホナーニ（指揮）

ウィーンフィル＆ウィーン国立歌劇場合唱団

収録： 1991年
CB「illiant)BRL-93921※輸入盤、 Decca原盤

●《フィデリオ》

ワルトラウト・マイアー（レオノーレ）

ブラシド・ドミンゴ（フロレスタン）

ファルク・シュトルックマン（ドン• ピツァロ）、ほか
ダニエル・バレンポイム（指揮）

ペルリン・シュターツカペレ＆

ベルリン州立歌劇場合唱団

収録： 1999年
(Warner) WPCS-12060/61※Teldec原盤

●《フィデリオ》

クリスタ・ルートヴィヒ（レオノーレ）

ジョン ・ヴィッカーズ（フロレスタン）

ワルター・ペリー（ドン • ピツァロ）、ほか
ヘルペルト•フォン・カラヤン（指揮）

ウィーン国立歌劇場管＆合唱団

収録 .1962年、ウィーン国立歌劇場ライヴ
(Myto) 2CD00334※輸入盤

フ
ロ
レ
ス
ク
ン
と

工
グ
モ
ン
ト
に
見
る
正
義

歌
劇
《
フ
ィ
デ
リ
オ
》
と

悲
劇
《
エ
グ
モ
ン
ト
》
に

通
底
す
る
も
の

の
勇
気
と
正
義
を
脊
め
讃
え
て
消
え
て
ゆ
く
。

い
わ
ゆ
る

「愛
の
死
に
よ
る
救
済
」
が
描
か

れ
て
い
る
。

《
フ
ィ
デ
リ
オ
》
に
お
け
る
フ
ロ
レ
ス
タ
ン

も
出
自
は
箕
族
で
、
こ
の
近
隣
を
治
め
る
総

粁
に
し
て
思
想
犯
刑
務
所
長
ピ
ツ
ァ
ロ
の
政

敵
と
し
て
描
か
れ
る
。
陰
謀
に
よ
り
秘
密
の

地
下
牢
に

2
年
以
上
も
幽
閉
さ
れ
た
フ
ロ
レ

ス
タ
ン
は
恐
ら
く
自
由
と
平
等
と
平
和
を
愛

す
る
道
徳
的
人
間
で
あ
り
、

一
方
、
ピ
ツ

ァ

口
は
権
力
を
行
使
す
る
上
で
邪
廣
に
な
る
も

の
を
す
べ
て
排
除
し
、
抹
殺
し
よ
う
と
す
る

悪
の
象
徴
と
し
て
描
か
れ
る
。
オ
ペ
ラ
に
お

い
て
も
舞
台
削
に
お
い
て
も
、
フ
ロ
レ
ス
タ
ン

も
エ
グ
モ
ン
ト
も
権
力
者
側
の
陰
謀
に
よ
り

投
獄
収
監
さ
れ
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

レ
オ
ノ
ー
レ
と
ク
レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
に

見
ら
れ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

理
想
の
女
性
像

《
フ
イ
デ
リ
オ
》
に
は
「
機
械
仕
掛
け
の
神
」

と
し
て
の
大
臣
ド
ン
・
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
の
登

場
が
あ
り
、
思
想
犯
囚
人
た
ち
の
解
放
と
自

由
の
保
証
お
よ
び
正
義
の
勝
利
を
称
え
る
大

団
円
と
な
る
が
、
同
時
に
夫
を
救
出
し
た
貞

節
な
妻
レ
オ
ノ
ー
レ
を
讃
え
、
夫
婦
の
愛
を

讃
え
て
い
る
。

一
方、

《
エ
グ
モ
ン
ト
》
で
も
、
戦
場
に
赴

＜
伯
爵
を
見
送
る
許
婚
者
ク
レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン

も
第
1
曲
の
リ
ー
ト
「
太
鼓
が
鳴
る
、
笛
が

よ
ろ
い

吹
か
れ
る
」
の
中
で

「
お
お
、
私
に
鎧
と
ズ

ボ
ン
と
帽
子
さ
え
あ
れ
ば
」
「
あ
の
お
方
に

従
っ
て
市
門
の
外
へ
と
行
進
し
て
ゆ
く
の
に
」

せ
い

そ

と
歌
う
。
消
楚
な
乙
女
と
い
う
よ
り
、
正
義

を
愛
す
る
勇
敢
な
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。実
在
の
英
雄
を
モ
デ
ル
と
し
た

《
エ
グ
モ

ン
ト
》
で
は
処
刑
と
い
う
史
実
を
無
視
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
が
、
誠
実
な

（現
実
的
に

は
非
業
な）

「愛
の
死
」
に
よ
り
、
エ
グ
モ
ン

ト
と
ク
レ
ー
ル
ヒ
ェ
ン
の
愛
が
救
済
さ
れ
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
二
短
調
に
よ
る

「
ク
レ

ー
ル
ヒ
ェ
ン
の
死
」
の
あ
と
に
へ
長
調
の
「
勝

利
の
交
評
曲
」
を
最
後
に
置
く
こ
と
で
悲
劇

を
救
済
し
て
い
る
。

男
装
し
て
フ
イ
デ
リ
オ
と
名
乗
り
、
幽
閉

さ
れ
て
い
る
夫
を
救
出
し
よ
う
と
す
る
レ
オ

ノ
ー
レ
と
、
戦
場
に
行
け
ず
苦
悩
す
る
ク
レ

ー
ル
ヒ

ェ
ン
が
「
喜
び
に
満
ち
、
苦
悩
に
満
ち
、

＇ Z̀ ” ＇ 
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